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一話　疾しつ風ぷう怒ど涛とうの三者面談





　七月上旬、一学期の期末テストが終わると、春はる紗しや学園中等部は短縮授業に入り、高等部は終業式まで一週間ほどのテスト休みに入る。

　テスト休みとは、基本的には先生が試験の採点と通知表の評価をするための期間だ。春紗学園では、この期間に赤点を取った生徒の追試を行う。赤点一個でも留年の可能性があるという厳しい条件だが、セレブで優等生な座ざ堂どうシエラは今、まさにその「留年の危機」に陥っていた。

「はあ……。パパもママも、やっぱり出ない……」

　お城のように巨大な洋館の中、ゴージャスな自室でソファに寝転んで、携帯電話を手にシエラは脱力していた。最高級ベルベットソファの上にシエラの長い髪がもつれて広がり、きゃしゃな体を包む薄手のサマーワンピースが、天井でくるくる回る大きなファンの風を受けて揺れている。

『ぷきゅ？』

　シエラがサイドテーブルに置いた携帯電話を、小さな陶器製のゴーレム「トーレム」が受け取って充電器の上に置いた。

　座ざ堂どう家は代々、アラビアンナイトに出てくるランプの魔神の家系である。その魔法で無限の富を手に入れた。しかしシエラが魔神の能力を引き継いだため魔法はリセットされ、現在は魔法書を再発行するために魔神レベルを上げているところ。魔法を使えない魔神シエラに唯一残された魔法物が、陶芸窯で焼きしめられて「変性」したトーレムだった。

「ありがとうトーレム、電池が切れかけていたのね。朝からずっと電話してるものね……」

　シエラの両親は日本にいない。優秀なシエラのことだから、終業式までに三者面談で反省文を提出すれば留年は回避できると言われたのだが、肝心の両親に連絡がつかないのだ。

『ぷきゅ、ぷきゅっ』

　トーレムは携帯電話の上に馬乗りになって、ボタンを操作しシエラに渡す。シエラのクラスメイトにして、シエラの「ご主人様」になった新あら木き陣じんの電話番号だ。

「庶民に電話して相談しろっていうの？」

『ぷきゅ、ぷきゅ』

「昨日からずっとかけてるわ。でも庶民も、全然電話に出ないのよ」

　シエラはソファの上で身を起こし、あきらめきったようにうなだれた。

「そうよね……わたしが留年すれば、庶民はわたしと距離を置けるからばんばんざいなんでしょうね。このわたしが赤点を取って留年の危機だなんて、メイドたちやニコライには相談できないし」

　メイドや執事に忠誠を誓われ、学園中の人気者であっても、シエラはずっと孤独を感じていた。いつも猫をかぶっているシエラが、その心に張り巡らせた鉄のカーテンを外した相手は唯一、陣だけだった。

　陣の幼おさな馴な染じみの香か住すみ愛あい花かも、少し話し方や雰囲気が陣に似ているせいか、シエラは靴箱の中に虫が入っていた件について彼女に相談したことがある。けれど、シエラに憧あこがれている愛花に赤点のことなど相談できるはずもない。陣がいない今……シエラは陣に出会う前よりももっと孤独だった。疲れてベッドの上に身を投げ出すと、ぽろりと涙がこぼれる。

　使用人たちを心配させないように、シエラはいつも人前では悲しい顔を見せなかった。

　幼いころからずっと、寂しさや悲しさをこらえて布団をかぶり、声を殺して泣いていた。

「どうして電話に出ないのよっ、庶民のバカ……。このわたしが声を聞きたいって言ってるのよっ、電話に出なさいったら……っ！」

　羽毛布団にくるまって震えるシエラを、トーレムはどうしていいのかわからずとまどいながら、とりあえず布団の上から小さな手でポンポンと叩たたく。

　いや……。シエラの悲しみを、使用人全員が知らないというわけではなかった。

　常にシエラの側そばに仕える執事のニコライ・パブロフ、そしてメイド長のメアリー・サバントは、うすうす気づいてはいた。そのとき、二人はシエラの部屋の前に立って、ノックをするかどうかためらっているところだった。

　帝政ロシア時代からロマノフ王家に代々仕えていた執事の家柄を誇るニコライは、まだ二十歳そこそこの長身の青年である。片眼鏡モノクルをかけた青い目と銀髪が端正な容よう貌ぼうとあいまって一見冷ややかな印象だが、シエラを思う熱い気持ちはサモワール（ロシア式の湯沸かし器）の炎にも負けない。

　大英帝国の伝統と誇りを厳格に守るメイド長メアリー・サバントも、まだ二十代前半で、茶色い髪と目が控えめな印象だが、やはりシエラを思う気持ちは大英帝国のどんな料理よりも熱い。というかイギリスには、消化器に負担を与えるような刺激の強い食べ物を避ける伝統があり、フーフーして冷まさなくてはならないほどアツアツの料理というものが無い。以上、さっそく豆知識。

「あの……ミス・サバント。あなたの、大英帝国の歴史が香るご自慢のロイヤルミルクティーとヴィクトリア・サンドウィッチ・ケーキをお持ちしないのですか？　シエラお嬢様はさぞかし喜ばれることと存じますが……」

　ニコライは、メアリーがオーク材の盆の上に載せているティーセットと、粉砂糖がかかった素朴なケーキを指さして、遠慮がちに笑顔を作る。

「あら……ミスター・パブロフ。あなたこそ、そこに湯沸かし器サモワールを用意されているではありませんか。ロマノフ王家の伝統が育はぐくんだロシアンティーとスィロークこそ、シエラお嬢様の大好物ですわよ」

　おほほ、とメアリーが愛あい想そ笑わらいをして、ニコライが押してきた銀のワゴンに乗せられた小さな樽たるのような湯沸かし器サモワールとティーセット、そしてチーズにチョコレートをかけたロシア菓子にちらっと視線を向ける。

　普段、この二人は競ってシエラに自分のお茶を飲ませようとしている。しかし今回だけは、シエラを心配してはいるのだがどうしてもノックができず、ぐずぐずしていたのだ。

「……醜い押しつけあいはやめましょうか、ミスター・パブロフ」

　ふう、とメアリーがため息をついた。ニコライも、ためらいながらうなずく。

「そうですね、ミス・サバント。いつもわたくしたちを心配させまいと明るくふるまわれているシエラお嬢様が、あんなに落ちこまれるなんて……何があったのでしょうか？」

「わかりません。わたくしたちに相談してくだされば良いのですけれど、ね……」

「ミス・サバント……。わたくしは、そんなに頼りないのでしょうか？」

　思いつめるあまり、ニコライは噛かみつくような勢いでメアリーに尋ねた。メアリーは、若さゆえにか勇猛なコサック騎兵の血を引く気性からかすぐに冷静さを欠いてしまうニコライを、年上らしく押しとどめる。

「頼りにしていらっしゃらないのではありませんよ、ミスター・パブロフ。ただお嬢様は非常にお優しくて……あなたが言うように、わたくしたちを心配させまいと、そのことを何より優先されるのです。ご自分の辛つらさよりも、ね」

「何のお力にもなれないこの身が、不ふ肖しようニコライ・パブロフ、もどかしく口惜しい！　他人行儀といいますが……他人だからでしょうか。お嬢様が本心をさらけ出してくださるには、やはり家族でなくてはならないのでしょうか。旦だん那な様と奥様は、今どこに……！」

　唇を強く噛かみすぎて、そうでなくても色の薄いニコライの唇は真っ白になっていた。メアリーも、シエラの部屋の閉ざされた扉を心配そうに、でも近寄りがたくてためらうような目で見つめていた。



　そのころ、シエラのたった一人「相談できる相手」である新あら木き陣じんは、電話にも出ずに何をしていたのかというと……。

「おいしー！　『びっくりみそかつ食べごろサイズ』おいしー！」

　ツーテールにした金髪に真珠の髪飾りをつけた、浅黒い肌の少女が新幹線ひかり号の自由席で駅弁に舌つづみを打つ。彼女はペルシャ料理店の看板娘、アルフ・シャムシールだ。エキゾチックな碧へき眼がんの美少女に、車両中の乗客の視線が集まっていた。

　アルフの隣に座っていた陣は、分厚いスクラップブックを読みつつ、ため息をつく。

「まったく……ロクな奴やつがいないな、罰当たりめ」

　三度の飯より飯が好きという陣だが、座席のテーブルに山積みになった駅弁にまったく手をつけていない。怪け訝げんに思って、アルフがほっぺにごはんつぶをつけたままたずねる。

「どうしたんだい、陣？　おなかでも痛い？」

「イエス・キリストが生まれる前、救世主の誕生を阻止しようとしたユダヤの王が、国中の男の赤子を殺させたっていう伝説があるんだが……」

「それってヘロデ王？　ローマ皇帝シーザーの時代の人だよね」

「よく知ってたなあ。三代続いた江え戸どっ子のイメージが強くて忘れてたけど、考えてみたら先祖は中近東出身なんだもんな」

　陣は意外そうに目を丸くした。アルフは褒められて、照れくさそうに頭をかく。

「てへへ、いやその、あたしは剣の魔神の家系だから、キリストとかの他ほかの神様のことはいまいち詳しくないんだけどさ。陣が研究してる考古学だから、あたしも話についていけたら楽しいなーって思って、店番のヒマなときに世界史の本を読んで勉強してたんだよ」

「熱心だなあ。すごいな、アルフ」

　陣は無ぶ愛あい想そうなくせに、嬉うれしいと素直に表情に出る。子供のように明るい笑顔を浮かべたので、アルフはドキッとして真っ赤になり、ごまかすようにあわてて駅弁をかっこんだ。

「べべべべべっ別にすごくなんかなンガググッ！」

「ノドつめてるぞ、とりあえずお茶飲め」

　陣じんは冷や汗を流しながら、アルフにお茶の缶を渡す。アルフは胸をドンドン叩たたきながら、お茶を一気に飲みくだした。

「……で、陣。話の続きだけど」

「ああ、『びっくりみそかつ食べごろサイズ』って不思議なネーミングだな。本来、大きなみそかつを売りにした『びっくりみそかつ』があり、これの小さいバージョンとして『びっくりみそかつ食べごろサイズ』ができたわけなんだが、それならもういっそ、『みそかつ』と『びっくりみそかつ』にすればいいのに」

「もちろんそんな話はしてない。そんなに弁当が気になってたなら、食べりゃいいのに」

　呆あきれたアルフに、陣はハッと顔を赤らめ、コホンと咳せき払ばらいをした。

「いかんいかん。京都に着くまでに予習をすませておくつもりだったのに、邪念が……」

「予習って？」

「新聞や考古学雑誌のスクラップを読んでたんだが、ヘロディオンが盗掘されたそうだ」

「ああ。それで罰当たりって言ってたのかぁ」

　アルフは、陣が持っていたスクラップブックをのぞきこむ。そこには、地中に掘られた長い横穴の写真が載せられていた。

「ヘロディオン……って、今年見つかった、ヘロデ王の墓のことだよね？」



    

  
    
      



    

  
    
      「うん。建築好きなヘロデ王は、ヘロディオンの山に城じよう砦さいを造ったが、この中にヘロデ王の墓があることが今年わかって棺ひつぎを探してたんだけど……棺の間まと思おぼしきところに、この横穴が開けられて、墓の中はカラッポだったってわけさ」

「つまり誰だれかが盗掘済みだったってことだね。悪い奴やつがいるねえ」

「エジプトでも、王家の墓の盗掘はもちろん、大量に掘り出された猫のミイラが肥料としてヨーロッパに輸出されてたって話まである。歴史を知ることは、未来への知識を手に入れることにも繋つながるのに、こういう奴らは一時の欲や自分の楽しみのために、人類全体の未来の可能性を閉ざしてることに気づかないんだろうな」

　考えこんでいる陣じんの険しい横顔を、アルフは思わず注視する。基本的に、何事にも深く係わりあいを持とうとせず、自分が興味のある考古学と楔くさび形がた文字にだけ心を砕いている陣は無ぶ愛あい想そうでクールに見えるが、時折見せる心の奥底の熱い思いに、アルフはたびたびハッとさせられる。楔形文字よりも謎なぞめく陣の表情を見るたび、胸が苦しくなる。

「で、でも『聖櫃アーク』はまだ手つかずで埋まってるんだろ？　陣が探してるのは『聖櫃アーク』や『ソロモンの秘宝』なんだから、ヘロデ王の墓なんて関係ないじゃん」

　活発で男まさりなアルフにとって、こういう空気はどうも苦手だ。本当は、もっと真剣に陣と考古学について語り合ったりしたいのだけれど、気恥ずかしくて息苦しくて、話をそらさずにはいられない。

「そんなことより、せっかく新幹線に乗ってるんだから、じゃんじゃん駅弁食べなよ。次の米まい原ばら駅の『湖こ北ほくのおはなし』ももちろんゲットだよね、超人気の駅弁らしいし」

「確かに『湖北のおはなし』はうまいが、新幹線が停車するたびにキオスクにダッシュするな。乗り遅れると他ほかの人の迷惑だし……そもそも、なんでおまえがここにいるんだ？」

「だって『聖櫃アーク』の手がかりがつかめたから京都に行くって、わざわざアルフライラに言いにきたじゃん。それって、あたしについてこいって意味だろ？」

「危険だから、俺おれにもしものことがあったら学校関係に連絡してもらうためなんだが」

「危険ならなおさらさ。あたしは陣の『剣の魔神』なんだから、護衛しなくっちゃ」

　アルフはいたずらっぽく笑って、ぱちんとウィンクした。

　彼女は先祖代々剣の魔神で、妖魔ダイモンなどの魔力を吸い取って自らの魔力の糧としている。陣は、魔神を封印したり解放したりする力を持つ「ソロモンの指ゆび環わ」を持っているが、その指環の強大な魔力を吸い取ったおかげでアルフも最近レベルアップして、陣に使われる剣ではなく、自立して戦うことができるようになった。

　もともと、アルフは素手でもめっぽう強いが、剣の姿になればもっと強大な敵を倒せる（つまり高カロリーな魔力が吸える）。だから剣道の心得などもない陣に操られるよりも、自立した剣として自分で戦えるようになった今、もっともっと強大な敵を倒せるわけだ。

「ひょっとして、俺がアークダイモンに襲われるのを待ってるってことか？」

　陣は胡う散さん臭くさそうにアルフにジト目を向ける。

「まっ……まっさかー！」

　アルフはあわてて、両手を大げさに顔の前でプルプルと振った。明らかに怪しい。

「陣じんが襲われるのを待ってなんて、いないよっ？　陣がこれからアークを探しに行くってことで、アークに封印されることを恐れてる十戒の妖魔アークダイモンが襲撃してきたとこを迎え撃ちにして頭からガリガリかじってやろうなんてことは全然！　あたしが大事な陣を撒き餌コマセのかわりに使うはずがないじゃん、ね？」

　アルフは両手を合わせて猫なで声で首をかしげるが、どんなにかわいらしく振舞おうとしても、口からよだれがちょこりと垂れている。食べる気マンマンだ。陣はため息をついた。

「まあ……当初、俺おれを食べる気でいたことに比べればマシだが……」

「へへへっ」

　アルフは、いたずらっぽく笑う。快活な彼女らしい、にぱっと底抜けに明るい笑顔だ。

「それにしても、陣にしちゃ珍しく行動が早いね。いつもなら、もっと時間をかけて、アークダイモンに絶対気付かれなさそうな安全策を取るはずなのにさ」

「ああ、まあ……三者面談が近いしな」

　何気無く陣は答えたが、アルフの耳がピクッと動いた。

「ちょい待ち！　それってつまり、アーク探しはシエラのためってこと？　わかった、さてはシエラパパを日本に連れ戻すために、アークダイモンのことは心配ありませんよってしたいんだ！　そのために、ガラにもなくアーク探しを急いでるってことだねっ？」

「あ……いや、まあ……」

　陣はことばをにごしている。図星のようだ。アルフは何だか辛つらくなってため息をついた。

「シエラのために危険を冒おかして……危険だって判ってるからシエラに黙って出て来たわけか。何かへこむなー」

「べ、別に座ざ堂どうのためだけじゃ！　ずっと探してたアークなんだから、俺も早く見つけたいのは確かだし」

　陣が赤い顔でしどろもどろになっているのが、ますますアルフを辛くする。陣は気をつかって、アルフに言った。

「嫌なら……俺一人で大丈夫だから帰っていいぞ」

「ううん、いいよ。陣の目的がどうであれ陣を放ほっとけないし……それに家にいるのも何となくウザかったから、空気変えるのもいいかなと思うしさ」

　アルフは低めのトーンでつぶやく。いつも元気に食堂を手伝っているアルフから、そんなことばが出てくるのが珍しく、陣は聞きなおした。

「どうしたんだ、家で何かあったのか？」

「大したことじゃないんだ。前回、本の中の世界であっさりアークダイモンにやられて陣の足手まといになっただろ？　だから剣の名手であるウチのおっ母かさんにみっちり修行をつけてくんなって頼んだんだけどさ、焦あせる気持ちがあるうちは太刀筋が乱れるとかなんとか難しいこと言われて教えてくれなかったんで、ちょっとケンカしちゃってさ」

　ふう、とアルフはため息をつく。陣じんは、窓の外に目を向けた。

「なるほど……その気持ち、俺おれもわかる。俺がどんなに考古学を極めても、父さんたちは一度も発掘旅行に連れてってくれなかったし、アークが日本にあるっていう説にも耳を傾けてもくれなかった。子供扱いしてバカにしてるんだよな……もう俺は一人前なのに」

　どきん、とアルフは陣を見つめる。憂いを秘めた陣の横顔が、寂しげに見えた。

「あ、あの……あたし、ゴミ捨ててくるねっ」

　アルフは充血した顔を見られるのが恥ずかしくて、弁当ガラを手際よく折りたたみ、お茶のスチール缶を両手で挟んでペコンと押しつぶすと、あわてて立ちあがった。

「……おいちょっと、今さりげなくスゴイことしなかったか？」

　ぺちゃんこになったスチール缶をつまんで車両連結部のゴミ箱に向かうアルフの背に、陣は硬い声をかけた。



　新幹線の車両連結部にはゴミ箱のほか、トイレと洗面台がある。アルフは洗面台で顔を洗った。顔の赤みもようやく引いて、うつむいた顔から、ぽたぽたとしずくが落ちていた。

「あたしのバカバカ、何いきなり逃げてんだよ！　シエラがいないこのスキに、密接な関係を築くべきじゃん！　あーもー、あたしって何で肝心なところで押しが弱いんだろ」

　アルフは自分自身がもどかしくて、頭をかかえた。

　食堂アルフライラに来る客の半分は、看板娘のアルフが目当てである。アルフは、人に好かれることには慣れていたけれど、人を好きになることには慣れていなかった。

　鏡の中の自分を、アルフはじっと見つめる。普通のレベルから比べればずっとかわいくて、美少女と呼ばれる容姿をしている自負はある。けれど、シエラはそんな普通レベルをはるかに超越しているので、勝負にならない。相手が悪すぎる。

（不器用すぎだよね……。こんなんだからいつまでも、シエラに勝てないんだよな）

　ごつん、とアルフは鏡に額を当てた。あとで連れていかなかったことを聞けば、ぜったいシエラは「レベルアップのチャンスだったのに何やってんのよ！　ケチ！」と陣を罵倒するだろうということぐらい、陣は経験上じゅうぶんわかっているはずである。

「それでもシエラを危険にさらさないように、黙ってるなんて……。三度の飯より飯が好きな陣が、停車駅でいちいちダッシュして買ってきてやった駅弁に目もくれずに、シエラのために文献を読みふけってるなんて……。予約必ひつ須すの東京駅『極きわめ附つき弁当』三千八百円よりも、品しな川がわ駅『山やま彦びこ伝でん説せつこだま』よりも、名な古ご屋や駅『びっくりみそかつ』よりもシエラが大事ってこと？　ありえない！」

　シエラの父・座ざ堂どうピエールはアークダイモンの襲撃を恐れて姿をくらませた。シエラの留年を阻止するためには、何とかして彼を終業式までに三者面談の場に引きずり出さねばならない。アークが手に入れば、モーゼの十じつ戒かいに封印された妖魔アークダイモンの脅威は消え、シエラパパも日本に戻ってくる……というのが、陣じんの作戦なわけであるが。

（っていうか！　そんなんでいいの？　伝説のアークを見つける目的が三者面談でいいのっ？　考古学のロマンとか、古代文明の秘密とかスッ飛ばしていいのっ？　それはつまり……陣は、楔くさび形がた文字よりもシエラのほうが大事だってこと？）

　アルフは鏡の中の自分をじっと見つめる。陣が伊い勢せ土産みやげに買ってきてくれた真珠の髪飾りを、アルフはずっと大事に髪につけている。携帯電話の着メロも、アルフを剣の魔神として陣が呼び出すための呪じゆ文もんを録音したものだ。

（あっ……そうか！　陣はシエラを危険な目に遭あわせちゃいけないと思って、連れてこなかった。だけど、あたしは陣に相談されてくっついてきた。陣の心はシエラのそばにあっても、陣の体はあたしのそばにある。つまりこれってフィフティ・フィフティじゃん！）

　強引な論理展開で、アルフは一気に元の元気を取りもどす。

（いや、むしろあたしのほうが有利！　シエラは顔はかわいいけど体格は貧弱だし、いやそこが清せい楚そでいいとか言ってる奴やつもいるけど、でもあたしのこの南洋の果物を思わせるたわわっぷりたるやどうよ！　それに、シエラは強がって陣にツンツンしてるけど、あたしはかわいい甘え上手だから、そこでも更にアドバンテージ！　これはもしかして、今回の旅行であたしと陣、一線を越えちゃうフラグ立ってるかもよ～？）

　立ってません。

「さてっ！　元気を取り戻したところで、米まい原ばら駅で『湖こ北ほくのおはなし』をゲットするためにウォーミングアップするか！　あの駅弁、おこわの横に入ってる紙のサイコロの中身の飴あめがいろいろ種類あって、楽しみなんだよね」

　不屈のアルフはやる気マンマンで下唇を固く噛かみ、ぐっと拳こぶしを握りしめた。



　京都駅のホームは日本最大の長さがある。それを含む京都駅ビルも日本最大級で、高さ六十メートルのガラス屋根の下から、延々と天まで伸びる大階段が広がっている。

「うわーっ！　京都ってお寺しかないと思ってたのに、こんな未来都市だったんだ！」

　新幹線を降りてコンコースに出たアルフは、巨大なガラス温室のような吹き抜けを見上げて呆ぼう然ぜんと立ちつくす。駅ビルの外に目をやると、独こ楽まのような形の京都タワーが見えた。

「でも大通りは、平へい安あん時代のままの東西南北にまっすぐ敷かれた碁盤の目状さ。見てみろよ」

　と、陣がアルフを交差点に連れていく。アルフは周囲三百六十度を見回した。建物が低く道もまっすぐで広いので、遠くまで見渡せる。道の果てには、くっきりと緑の山が見える。

「うわー！　周りをぐるっと山に囲まれてる、箱庭みたい！　すごいね陣じん！」

　東京とは全く違った景色に、アルフは興奮して目を輝かせる。予想どおりのストレートで素直なリアクションに、陣は思わず笑った。

「すごいだろ。平へい安あん京きようは、京都盆地っていう盆地の中にあるんだ。一時間も歩けば、どっちへ歩いて行っても山に突き当たる。盆地だから、夏は暑いし冬は寒くなるわけだ」

「陣って、中近東の歴史だけかと思ったら、日本史にも詳しいんだねえ。陣といっしょに旅行に来たら、ガイドが要らなくていいや」

　アルフは笑った。京都の夏空は真っ青に澄み切り、彼女の黄金の髪や小麦色の肌をみずみずしく引き立てる。見慣れたはずのアルフがやけに綺き麗れいに見えて、陣はドキッとした。

（あれ……アルフってこんな顔してたっけ？　服や髪型変えたとか、少し痩やせたとか？）

　アルフが変わったのではなく、背景が変わったのだ。見慣れた学校周辺の風景から、色鮮やかな千年の古都へと。旅先で買ったお土産みやげを家に持って帰ると「何でこんなの買ったんだろう？」と悩むことが多いのも、修学旅行の夜が大告白大会になってしまうのも、「旅先の空気」の魔法マジツクである。

　アルフはもちろん美少女だと、陣も認めている。だが、日常ではあまり気にしたことはなかった。顔が少し赤くなったのが自分でもわかり、陣はあわてて顔をそむけた。

　世界的な観光地・京都では外国人がウヨウヨしていて珍しくもない。なのに観光客たちが、京都タワーも撮らずにアルフの写真ばかり隠し撮りしているのを見ると、陣は気持ちが落ち着かなくなってくる。

　少し離れたところでは、高校の修学旅行らしきブレザー軍団がアルフのほうにちらちら視線を向けていた。ひそひそとささやく声が、陣の耳に聞こえてくる。

「おい、あの金髪の娘こ、超かわいくね？　あんな娘と修学旅行の思い出作りできたら俺おれ、マジで死んでもいい」

「これから自由行動だよな。自由に行動してもいいんだよな？　ナンパも可？」

　飢えた獣のようなラブラブオーラを、同性の陣はひしひしと感じるが、アルフはまったく気づいていないようすだ。風が吹くと、無防備にスカートがひらひらするものだから、

「とっ、とりあえず駅ビルを離れるぞ、アルフ！　ここは人が多すぎる！」

　と、アルフの手を引いて走りだした。修学旅行生たちが「チッ、彼氏持ちだったのか」と舌打ちする声が聞こえた瞬間、アルフもようやく状況に気づいて、ボッと顔を赤くする。

「じ、陣。彼氏って……陣とあたしのこと？」

「あっバス発見！　乗るぞっ！」

　陣は照れくさくて、聞こえないふりをしつつ、あずき色の京都バスに飛び乗った。



　平安京の東の果てを北から南へ流れる加か茂も川がわの流れをさかのぼり、バスに揺られてやって来たのは、京都大学考古学部である。

「はー、さっき道路の向こうに見えた山がすぐそこだ。世界の果てに来た気がするねえ」

　古びた考古学教室の片隅にある応接セットに座ったアルフは、さっきまでの浮かれた気持ちから少しかしこまって、窓から見える景色に感嘆の声を上げる。

　壁一面に本棚があり、ホコリをかぶった分厚い本がカビっぽい湿った臭気を放つ。机の上にも床にも発掘品が入ったダンボール箱が積みあげられていて、足の踏み場もない。

「……何だか、デジャヴを感じる部屋だな」

　今は売り払われてしまった陣じんの実家も、その荷物を勝手に送りつけられた寮の部屋も、こんな感じだったな……と陣は思いだす。それを片付けてくれたのはシエラだった。ぷーぷー文句を言いながらも、薄汚い陶器の破片などガラクタとしか思えないものを、丁重に座ざ堂どう家の書庫へしまってくれたのだ。

（猫っかぶりのあいつのことだから、メイドさんたちの手前ニコニコ率先して働いてたんだろうな。でも本当は『何よこの薄汚い土くれは！』とか、ぷんすかしてたんだろうな）

　しばらく会っていないシエラのことを考えて、陣は思わず吹きだした。

（そうそう。あいつってムクれるとほっぺたが風船みたいに膨らんで、顔がまんまるになるんだよな。アイドルとか顔の形が崩れないように申し訳ていどに口を尖とがらせるフリしてるだけなのに、あいつは本気で空気吸いこんでるからなー。どれだけ怒りんぼだ）

　クスクス笑っている陣に、アルフがジト目を向けた。

「何だよ陣、思い出し笑いはスケベの証拠だよ」

「べっ、別にあんな奴やつにスケベなことなんて考えてないっ！」

「あんな奴？」

　鋭い乙おと女めのカンに触れて、アルフは金色の眉まゆ毛げをぴくっと吊つりあげる。追及の目を向けられた陣はとまどって、顔にカーッと血がのぼった。

　コンコン、とノックの音がしたのはそのときだ。陣はホッとして入り口に顔を向ける。

　入ってきたのは、タイトスカートとジャケット姿の、まだ二十代半ばの女性だった。陣がわざわざ京都まで会いに来た人物……考古学部の助じよ教きよう、標しめ野の紫し乃のである。

　ちなみに、以前大学の先生は偉い順に「教授・助教授・助手」だったが、今は「教授・准じゆん教授・助教・助手」で、かつての助手が助教と助手に細分化されている。以上豆知識。

　紫乃は、センター分けのロングヘアにメガネ、色白でやや面長な顔立ちが大人っぽい京美人だ。女教師ふうの知的で清せい楚そな顔立ちと不釣合いな、豊満なバストがまた雅みやびである。

　アルフは思わず、自分の胸と彼女の胸を見比べた。アルフも同年代の女子に比べれば胸は大きいほうで、それがこっそり自慢でもあったが、戦闘系というのか筋肉系というのか、みっちり詰まって硬そうな印象だ。それに比べて、紫乃の胸は巨大な水風船のようにたぷんたぷんと柔らかそうで、まさに祇ぎ園おん祭まつりの夜店の一コマを思わせる京の風物詩である。

「何落ちこんでるんだ、アルフ？」

　うなだれて青白いオーラを放出しているアルフに、陣じんが心配して声をかけた。

「お問い合わせのあった論文の著者、標しめ野の紫し乃の助じよ教きようです。あなたが新あら木き教授の息子さんですか？　ご両親には考古学会でよくお会いしています……わたしに何の御用ですか？」

　紫乃は理路整然と語りながら、耳にかかる長い髪をかき上げる。陣は緊張した表情でうなずいて、答える。

「標野先生が論文で書かれた『二つの三角』について、お聞きしたいんです。それが、ぼくの探している『ソロモンの秘宝』の手がかりかもしれないんです」

「『ソロモンの秘宝』……？　あの伝説の？　まあ、ずいぶん面白い話を聞けそうですね。とりあえず京都名物・宇う治じ茶でもいかがです？」

　紫乃は壁ぎわに作られた小さな炊事場に行き、優雅な手つきで急きゆう須すから鮮やかな緑色のお茶を注いだ。



　陣が京都に行ったことも知らず、シエラは自分の部屋に閉じこもったままだった。

　ふと、窓をノックする音が聞こえて、シエラは立ちあがる。このクソ暑い日本の七月に、ロシア将校風の毛皮の外がい套とうと帽子をかぶり、サングラスで顔を隠した大男が、吸盤を使って窓ガラスの外がわに貼はりついていた。さすがに、シエラはギョッとする。

「ミ……ミハイル！　どういう登場の仕方なの？　玄関から入ってくればいいのに……」

「ガスパージャ・シエラ。ご依頼の件ですが、調査が済みましたダー。同志タバリツシュニコライには秘密裏ということで、よろしかったですかダー？」

　ミハイル・イワノビッチは窓にくっついたまま、「ヴォルガの舟歌」でも歌わせたら似合いそうな低いバスの声で尋ねる。

「調査が済んだということは、庶み……新木くんが今どこにいるのか、つかめたのね？」

「はダいー、ガスパージン・アラキをバッチリ見つけましたダー」

　彼は執事ニコライ・パブロフの友人で、ロシア人らしい。ガスパージャはロシア語で女性の敬称、ガスパージンは男性の敬称だ。

「そう……良かった」

　シエラは胸をなでおろす。少なくとも、陣の居場所がわかれば会うことができる、それだけで陣とつながっているような気持ちになって、ホッとした。

「さすがＫＧＢカーゲーベー……じゃない、『今日も元気に冒険だの会ＫＧＢ』の人ね」

　ミハイルが所属しているＫＧＢは、昔のスパイ映画で暗躍しているソ連国家保安委員会では決してない。たとえ背中にカラシニコフの銃を背負っていても、断じて違う。

「それで、庶み……新木くんは、今どこに？」

「京都に行ってますダー」

「京都？　考古学が好きな彼にはぴったりの場所だけれど……京都には楔くさび形がた文字は無いはずよね。何をしに行ったのかしら？」

「この女性に会いに行ってますダー」

　ミハイルはポケットから紫し乃のの写真を取りだした。ただ道を歩いているだけの写真だが、その美び貌ぼうに、シエラの表情が固まる。

（だっ……誰だれっ、この人っ？）

　心の中では激しく動揺していたが、猫っかぶりのシエラは必死に平静を保とうとする。

「あ、新あら木きくんのことだから……たぶんこの方は高名な考古学者で、学問的な理由で会いに行っているんでしょうね」

「いいえニエート！　こんな美人なら多分モデルとか、京都だから太秦うずまさ映画村の女優さんとか、祇ぎ園おんの舞まい妓こはんかも知れないですダー。とくに映画村は、時代劇のお姫様のみならず、戦隊物のピンクだのくの一だの、まさに百ひやつ花か繚りよう乱らんでしたダー！」

　ミハイルの意見は完全に自分の主観から出ている。たぶん調査時間の大半は映画村で遊んできたのであろう。そもそも紫乃が何者であるか調べてもいない。シエラの直感のほうがむしろ当たっているのだが、あまりにも断言されたので、シエラは動揺してしまう。

（モデル？　女優？　舞妓はんっ？　なっ……何よっ、庶民ったら……！　わたしが留年するかもしれないっていうときに、わたしを見捨てて京都で何をしてるわけっ？）

　もちろん陣じんは「シエラのために」京都へ行ったし、そのことを秘密にしているのもシエラを危険にさらさないためだ。つまり全すべての行動は「シエラのため」なのだが……。

「ミハイル、ありがとう。もう下がっていいわ、報酬はいつものスイス銀行に振りこんでおくわね」

「ありがとうスパシーボ、ダー！」

　ミハイルは、カサカサと壁を上がっていく。

　どうやら、あくまでも玄関から出入りするつもりはないらしい。ストラップのふりをしていたトーレムが、来客がいなくなったのを確認して、シエラに心配そうな声をかけた。

『ぷきゅっ、ぷきゅー……？』

「大丈夫よ、トーレム。わたしはもう大丈夫。庶民がそーゆー気なら、こっちももう、あんな庶民に頼ってあげたりしないんだからねっ！」

　シエラはあさっての方を見上げながら、無駄に力強く両手の拳こぶしを握りしめる。余計に不安になって、トーレムはシエラの目の前で手をプルプルと振る。

『ぷ……ぷきゅっ……？』

「そうよっ、庶民になんて頼らない！　わたしは、庶民なんかいなくても春はる紗しや学園で優等生の座を守ってきたセレブよ、自分ひとりで何でもできるんだから！　庶民なんて映画村で女優さんにふられて、市中引き回しのすえ磔はりつけ獄ごく門もんにでもなっちゃえばいいのよ！」

　憤ふん怒ぬの勢いにまかせて思わず過激な発言をしたあと、ふとシエラは冷静になった。

「……映画村？　……そうよっ、留年を免まぬがれる方法があったわ、トーレム！」

　シエラは目を輝かせ、トーレムの両手を指でつまんで、ワルツのように振り回した。トーレムはシエラのテンションの落差について行けず、目をグルグルさせている。

『ぷっ……ぷきゅぅ～……』

「パパやママがつかまらないなら、映画村の俳優さんを雇って三者面談に行ってもらえばいいのよ！　映画村で戦隊物も撮影してるってことは、怪人を作ってる特殊メークさんもいるはずでしょ。俳優さんをパパたちそっくりに特殊メークしてもらえばバレないわ。何て名案なのかしら！　やっぱり庶民なんていなくても一人で平気なのよ、ふーんだ！」

『ぷきゅっ！　ぷきゅぷきゅ！』

　トーレムが感心してこくこくとうなずいた。

　そうと決まれば映画村にメールしよう、とシエラは携帯電話を取るが、メールを打つまえに電話がかかってきた。発信元は「橘たちばな寮」、陣じんが住んでいる学生寮の共通電話の電話番号だ。どきっ、とシエラの心臓が跳ねた。

（えっ……もしかして、庶民っ？　京都から帰ってきたのっ？）

　シエラはすぐに電話を取ろうとしたが、

（いえいえ、ここで一呼吸。すぐに飛びついて、待ってたみたいに思われるのもしゃくだもの。なかなか電話がつながらないでじらされる苦しみをせいぜい味わうがいいわっ！）

　と、思いなおして、サイドテーブルの上に電話を置く。トーレムが、鳴っている電話を持ちあげて必死にピョンピョン飛びはねた。

『ぷきゅっ、ぷきゅっ！』

「わかってるわよトーレム。でも、わたしを放ほうっておいたおしおきをしておかなくちゃ。誰だれが主人なのか、ちゃんとけじめをつけておかないとね」

　ふふん、とシエラは胸を張る。誰が主人なのか、ちゃんと設定を覚える気はまるで無いようだ。その瞬間、電話の呼び出し音がふっつりと消えた。

「えっ？」

　シエラは焦あせって携帯電話を手に取り、あわてて通話ボタンを押すが、もう切れていた。

　振ってみたりしても、当然つながらない。

「ちょっ……ちょっと、何切ってるのよ！　ふつう相手が出るかどうか、十回はコールするのが常識じゃないのっ？　いや、十回はコールしたかもしれないけど、わたしだって忙しくて手が放せないときがあるんだから、三十回ぐらいコールしなさいよねっ！」

　ストラップにぶら下がっているトーレムが、片手を顔の横につけ、もう片手をグルグル回して、電話をしろというパントマイムをする。

「こっ、このわたしから庶民に電話しろって？　どうしてよ、今回は庶民のほうからわたしに用事があるんでしょ？　それに寮の電話だったら、他ほかの寮生に取られる可能性もあるでしょ？　このわたしが庶民にじきじきに電話をかけた、なんて知ったら、多分寮生は半分ぐらい世をはかなんで自殺するわよ。わたしは庶民なんかに用事なんてまーったくないんだから、わざわざこっちからかけてあげる必要なんて、さらさら無いわよっ！」

　シエラはサイドテーブルの上に携帯電話を放ほうりだし、ぷんっと横を向く。トーレムは、やれやれという表情で両手を上げた。

　しばらく待っても、電話はかかってこない。シエラは気にしていないふりをして腕を組み、けれどやっぱり気になって、サイドテーブルのほうにちらっと視線を向ける。トーレムが自分を見ているのに気づき、あわてて視線を戻したが、ちら……ちら……と、何度も盗み見てしまう。じりじりして、そわそわして、ついにシエラは携帯電話を引っつかんだ。

「あーもー！　電話に出なくても何度かトライしてみなさいよっ、諦あきらめ早すぎ！」

　その瞬間、携帯電話が再び鳴った。シエラはワンコール待たずに、素早く電話を取る。

「はっはいっ！　もしもしっ？」

　シエラは焦あせって、早口に答えた。しかし聞こえてきたのは陣じんではなく、中等部一年生の、氷ひ室むろ啓けい太たの声だった。

『あっ座ざ堂どう先輩、何度もすみません、氷室です。あのー今お時間、よろしいでしょうか』

　啓太は、高等部二年生の生徒会副会長・氷室江え利り子こを姉に持つ、絵に描かいたような優等生だ。成績はいいし性格はまじめ、寮の中でも寮長・近衛このえ右う京きように一目おかれている。そのため、最近むやみな自信が暴走し、学園中のアイドルであるシエラを自分ならゲットできると信じて疑っていない。

（うわー、最悪。なんでこいつが電話かけてくるのよっ、庶民はどうしたのよ！）

　シエラは、啓太の押しの強さが鬱うつ陶とうしくてあからさまに顔をゆがめたが、猫をかぶっている手前、顔を引きつらせながら必死に優しい声を作った。

「まあ氷室くん、お久しぶりね」

『座堂先輩がテスト休みに入られてから、お会いしていませんからね。ちょうど短縮授業が終わったところだし、これから遊びに行ってもかまいませんか？』

「えっ！　と、突然何をっ？」

　予想もしていなかった展開に、シエラは一瞬のまれてどぎまぎする。もちろんお断りだが、かぶっている猫を脱ぐわけにはいかない。どう言えば啓太を傷つけずにすむか、シエラは言葉を選びながら答えた。

「あっいえ、その……ごめんなさい、今日はショッピングの予定があるの」

『それは素晴らしい！　ぜひぼくにお供させてください、これでも腕力には自信があるんです。座堂先輩の荷物持ちができるなんて、光栄の極みです！』

　啓太は、強引に食い下がってきた。シエラはガクッとうなだれる。

（はー……この子ったら、どうしてわからないかなー……。庶民って人と距離を取ってて、つかみどころが無かったけど、実はあれぐらいがちょうどいいのかしら？）

　深いため息をついたシエラは、ハッと顔を上げて、ブルブルッと首を横に振る。

（……でっ、でも、庶民がいくら距離を取ってるって言っても、全然連絡が取れないってのはさすがにどうかと思うわ！　庶民がわたしのそばにいないから、氷ひ室むろくんに強引に迫られるんじゃない。わたしを狙ねらってる男の子はいっぱいいるんだから、放ほうっておいて横からかっさらわれちゃっても知らないわよっ？　後悔したって後の祭りなんだからねっ！）

　陣じんのことを思い出すと、急に腹が立ってきて、その勢いでシエラは思わず、

「わかったわ、氷室くん。じゃあ、校門の前で待ち合わせましょう」

　と、答えてしまった。そんなにあっさり了承してくれるとは、さすがに自信家の啓けい太たも想定していなかったらしく、電話の声が一瞬とまどう。

『……えっ、本当にっ？　はっ……はい、ではお待ちしております！』

「ええ、待っていてちょうだい」

　シエラは、半ばヤケクソになってそう言うと、電話を切った。トーレムは、そんなシエラに心配そうな目を向けている。

（ほーらっ、ＯＫしちゃったわよ！　庶民のせいなんだからねっ！　あとで噂うわさを聞いて、せいぜい焦あせるがいいわっ！　……あ、でも……もし噂を聞いても全然焦らなかったら？）

　最悪の状況を想定して、シエラの顔から血の気が引く。無ぶ愛あい想そうで鈍感な陣のことだから、十分ありうる。というか、陣がシエラのことを女の子として気にしているかどうかといえば、むしろ楔くさび形がた文字のほうがセクシーだと答える可能性千パーセントである。

「うわーん！　庶民のバカー！」

　シエラは羽毛枕まくらに八つ当たりして、ぽかぽかとパンチを連打した。



　結局、シエラは八つ当たりのテンションのまま、外出着に着替えてニコライの運転で学校へ向かった。

　啓太は校門の前でそわそわしながら待っていた。暑いので、部活のある生徒以外はほとんど帰っていて、校門の周りにはあまり人がいなかった。シエラの車がやってくると、啓太はあからさまに落胆の表情を浮かべた。

「あれっ……ふ、二人きりじゃないんですかっ？」

「二人きり？」

　にこり、とニコライがほほえんだ。優しい顔立ちをしているが、バイカル湖の湖水を思わせる青い目は限りなく冷ややかだ。彼は車を降りて啓太のために扉を開けようとしたが、その前に一瞬啓太の側そばで、シエラには聞こえないよう小さな声でささやいた。

「ほう……ではあなたは、わが座ざ堂どう家のシエラお嬢様と二人きりで逢あい引びきすることを念頭に置いていたと？　ちなみにわたくしは座ざ堂どう家の執事で、名はニコライ・パブロフ。旦だん那な様のお留守のあいだ、シエラお嬢様のお目付け役を仰せつかっております。これは単に独り言ですが、先祖伝来のサーベルは、最近血を吸っていませんでねぇ……」

　ニコライの目は全く笑っていない、啓けい太たはごくりと息をのむ。

「どうぞ、お乗りください。お行儀よくしてくださいませ」

　ニコライが扉を開けて、シエラの隣の席を勧めた。恐らく、シエラの髪の毛一本にでも触れたら次の瞬間まっぷたつにされるに違いない。

（し、しまった……！　ぼくは調子に乗って、何という大変な人に手を出してしまったんだろう……！　ああ、ごめんなさいぼくが悪かった！）

　啓太はぶるぶる震える。いっそこのまま逃げだしてしまいたかったが、背中を見せた瞬間にニコライに後ろからばっさりやられそうな気がして、それも怖い。生きた心ここ地ちもせず、啓太は震えながら車に乗りこんだ。

　ふとシエラは、校門の近くに近衛このえ右う京きようがいるのを見つけた。木の札がついた鍵かぎを持っている……どうやら体育館の鍵を教官室に返しに行くところらしい。右京が、はたと動きを止めてこちらに驚いたような視線を向けた。

（しめしめ、寮長の彼に目撃しておいてもらえば確実に寮生である庶民の耳にも入るわ。せいぜい逃がした魚の大きさに悔しがるがいいのよ、わたしは庶民なんていなくても一人で平気なんだから。ふんふーんだ）

　シエラは陣じんにあてつけることばかり考えていて、啓太が今にも卒倒しそうになっていることには気づいていない。

　そのまま、車は走り出した。啓太は蒼そう白はくとなり、シエラに話しかけることもできない。

　啓太が「お行儀よく」座っているので、ニコライは機嫌がいい。

「おや……シエラお嬢様、あんなところに」

　緑陰濃い土手道をしばらく走ったとき、ニコライはそう言って車のスピードをゆるめた。彼の片眼鏡モノクルの視線の先を、シエラは追う。道端に、小さなリヤカーのかき氷屋が店を出していた。

「かき氷屋です。夏の風物詩という感じで、趣がありますね」

「ええ、レトロで懐かしいわね。イチゴにレモンにメロンにみぞれに練乳、宇う治じ金きん時とき……まあ、コーラやラムネの味まであるの？」

「もちろん屋台の食べ物など、大切なお嬢様に食べさせるわけには行きませんが」

　当然のようにニコライに言われて、シエラはハッとする。

（そう言えばかき氷なんて、庶民の食べ物よね。セレブはフラッペを食べるものだもの）

　シエラは生まれてから一度も、かき氷を食べたことなどない。けれど、氷みつをすくう小さなおたまじゃくしの名前なら覚えている。誰だれに言うでもなく、シエラはつぶやいた。

「甘かん露ろじゃくし……って、言うのよね。あの小さなおたまじゃくし……」

「ほう、さすがはシエラお嬢様！　森しん羅ら万ばん象しよう何事にもお詳しいのですね。このニコライ・パブロフ、お嬢様の深遠なる知識に感嘆することしきりです」

　ニコライのことばに、シエラはドキッとした。心臓が早鐘を打つように鳴り響くのをおさえようと、拳こぶしを胸に押し当てる。

（そうだわ。わたしは甘露じゃくしなんて知らなかった。庶民が教えてくれたんだわ……甘露じゃくしにソロモンの秘宝、わたしが知らなかったことをたくさん。考古学マニアのうんちく屋だから、あれもこれも教えてくれた。なのに……庶民は、自分のことはちっとも教えてくれないじゃない。今どこにいるのかも……！）

　ぽろっ、と思わず涙がこぼれた。自分が泣いたことに、シエラは驚いた。

（えっ……な、何泣いてるの、わたし……？　だめよ、ニコライが心配するじゃない！）

　いつも完かん璧ぺきに猫をかぶっていたのに、今日はなぜか涙が止められず、シエラは焦あせった。

（ど……どうしちゃったの、わたし？　氷ひ室むろくんも変に思うわ、幸せなセレブは泣いたりしちゃいけないのに！　なのになぜ……なぜ涙が止められないの……っ？）

　焦れば焦るほど、涙が溢あふれてくる。気づいたニコライが、心配してブレーキをかけた。

「どうされました、シエラお嬢様！　さてはこわっぱ、わたくしが見ていないすきに、シエラお嬢様に良からぬことを！」

「ええっ！　ち、違いますっ、ぼくはずっと一言もしゃべらず恐怖でこわばっていたんですよっ、あとこわっぱって何ですか！」

「このニコライ・パブロフに口ごたえするか！　返事は『ハイ』でいいのだこわっぱ！」

「ひいいいいサーベルは勘弁！　すみません調子に乗ったぼくが悪かったです、座ざ堂どう先輩には金こん輪りん際ざい近づきませんから許してくださいわーん！」

　啓けい太たはあわててオープンカーの扉を乗りこえ、猛烈な勢いで走って逃げだす。

「あっ、待てこわっぱ！」

　ニコライが追おうとしたが、その前にシエラも車から飛びだしていた。ニコライは驚いて、足を止める。

「ど、どうなさいましたか、シエラお嬢様？」

「ごめんなさい、車に酔って気分が……。少し、一人にしてください」

　シエラは土手ぞいの林のほうへ、ぱたぱたと走っていった。ニコライは、啓太を追うべきかシエラを追うべきか戸惑い、やはりシエラのほうが心配ではあったが、後を追うことは逡しゆん巡じゆんした。

（いや待て。車に酔って気分が悪くなったときには、えり元を開けるのが定番。つまり、追いかけたらシエラお嬢様がえり元をはだけているお姿を目撃する確率千パーセント！）

　突然、鼻がカアッと熱くなり、ニコライはあわてて鼻を押さえる。運転用の白手袋が、みるみる赤く染まった。

「い……いかん！　最高の執事たる教育を受けたこのニコライ・パブロフが、主人に対してこのような……！　ロマノフ王家の名誉にかけてお詫わび申しあげなけれぷー」

　焦あせった勢いで、ニコライの鼻血はいっそう勢いを増す。背が高いだけに、体内の血液が減るとたちまち脳みそに血が行かなくなってしまい、貧血を起こしてニコライはその場にぶっ倒れてしまった。



　いっぽう、シエラは林の中で木の幹にもたれながら一人、泣いていた。

（庶民の前では猫をかぶらないから猫をかぶるのが下へ手たになっちゃったんだわ、庶民のせいだわ！　庶民に会うまでは、上手に猫をかぶって完全無欠セレブでいられたのに！）

　涙が止まらないのが、シエラには悔しかった。陣じんがいないだけでこんなにも脆もろくなる自分になってしまったのが、信じられなかった。スカートのポケットに忍んでいた携帯ストラップのトーレムが、心配そうにシエラを見上げる。シエラは木の幹に顔を伏せて泣きつづけた。

「庶民なんかに会わなければ良かった。そうすれば、いなくなってもこんな気持ちにはならなかったのに。パパやママに放ほったらかしにされて、懲りてるはずなのに……」

　シエラの細い肩が、弱々しく震えている。トーレムはどう慰めて良いのかわからず、困った顔をしていたが、ふと遠くを走っている自転車を見つけて、ふるふるっと手を振った。

『ぷきゅー！　ぷきゅー！』

「おや、その声はトっつぁんかい？」

　トーレムを江え戸どっ子風の仇あだ名なで呼んで、自転車を回してきたのは、金髪で色の浅黒い、アルフそっくりの女性だった。シャウカ・シャムシール、アルフの母である。

　ペルシャ人だが江戸っ子のシャウカは、気きつ風ぷの良い鉄てつ火か肌はだの女だ。発育の良いアルフの母らしく、三次元的曲線のボディラインを誇る。自転車にまたがる脚はすらりと長く、しっかりと身の入ったスパッツが成熟した色香を感じさせる。岡おか持もちを片手に持っているが、出前ではなく器を回収しにいった帰りらしく、あまり急いだようすは無い。

「それに、こんな所に何か落ちてると思ったら座ざ堂どうのお嬢じゃあないか。いったいぜんたいどうしたんだい、持病の癪しやくでも出たのかい？」

「あなたは……アルフのお母さん？」

「それとも、アークダイモンに攻撃でもされたかい？　なんなら助すけ太だ刀ちしてやろうか？」

　シエラがランプの魔神だという秘密を、シャウカはアルフから聞いて知っている。一方シエラは、アルフライラに行ったことがないが、店の近くはよく通りかかるしシャウカが包丁でアークダイモンと戦ったのも知っているので、顔だけは知っていた。

　しかし通常、彼女は厨ちゆう房ぼうにいて、出前はアルフの役目である。シエラは違和感をおぼえて、涙をぬぐいながらシャウカにたずねた。

「いえ、あの別に何でも……それよりアルフはどうしたんですか？　風邪でも？　まさか、アークダイモンに襲われて怪け我がでもしたとか……？」

「あれ？　新あら木きっつぁんはお嬢に何も言ってないのかい？」

「……えっ？　どっ、どうして庶民の名前が出てくるんですかっ？」

　シエラは目を白黒させて尋ねる。シャウカもまた、自転車にまたがって片足を地面につけたまま、驚いて青い目をぱちくりとした。

「ありゃ、本当に聞いてないのかい？　あの二人、なんでお嬢にだけ内緒で？　あっ」

　シャウカはハッとして、口を押さえる。あわてて、ペダルに足をかけた。

「あっそーかそういうことか、ごめんよお嬢、今のは忘れてくんな！　あたしゃ、うっかり娘の恋路を邪魔するとこだったよ。あばよ！」

「ちょっとちょっとちょっと！」

　シエラは自転車の荷台を両手でつかみ、ズルズル引きずられながらも必死に止める。

「聞きずてならないことを聞いた気がするんですが、わたしに内緒で二人でどこかに行ってるってことですかっ？　い、いったいどこにっ？　なぜゆえにっ？」

「言えない言えない、あたしに叱しかられてヘソを曲げたアルフと二人で京都に行ってるなんて言えない！」



    

  
    
      



    

  
    
      　シャウカはブルブルッと首を横に振る。シエラはこぼれそうなほど大きく目を見開いた。

「京都……？　わたしが三者面談だ何だで困って落ち込んでるときに、アルフと京都観光ですって……？　それも、親に叱しかられたアルフを慰めてあげてるって流れ？　わたしよりアルフのほうが大事というわけですかそうですか！」

「何てステキな修羅場の予感。じゃ、じゃあ、あたしゃこれで！」

　シャウカはあわてて自転車をこぎ立ち去った。シエラは、トーレムがぶら下がった携帯電話を手に取る。もう涙は無かった。

「トーレム、行くわよ！」

『ぷきゅぷきゅ、ぷきゅー？』

「どこへって決まってるじゃない、京都に行くのよ！　べっ、別に庶民とアルフのことなんてどうでもいいのよっ？　ほら、三者面談にそなえて映画村に俳優をオファーしに行かなくちゃでしょ？　そうと決まれば、新幹線なんて悠長なこと言ってられない！」

　シエラは、激しい勢いで携帯電話のボタンを押す。ストラップとしてぶら下がっていたトーレムはガクガクと揺れつつ、シエラのただならぬ迫力に怯おびえて真っ青になっていた。

『はい、もしもし？　ガスパージャ・シエラ、何のご用ですダー？』

　特徴のある、胡う散さん臭くさいロシアなまりの声が返事をした。



　シエラの寂しさも悲しみも暴走も知らず、陣じんは京都大学考古学部の研究室で、助じよ教きよう・標しめ野の紫し乃のに、ソロモンの秘宝について説明をしていた……むろん、余分なトラブルを避けるために、アークダイモンなどの話は無く、あくまで考古学的見地からのみの話である。

「なるほど……。つまり、わたしが書いた論文の写真の隅っこに写っていたモノが、あなたの探している『二つの三角』、すなわち新あら木き教授が死海沿岸のダビデ神殿跡で発掘した『銅の巻物カツパースクロール』に記された『ソロモンの秘宝』の手がかりではないか……ということですね？」

　紫乃はメモ用のボールペンを持った手で、髪をかき上げる。大人っぽい知的な色香を前にして、アルフはどうにも面白くない。どう逆立ちしても、自分には無い魅力である。

「そうです。あの写真について、詳しく聞きたいんです」

　陣は紫乃の返答を待って、真剣な表情でじっと彼女を見つめる。その目を見て、アルフはたまりかねたように陣の腕を引っぱり、怖い顔でささやいた。

「ちょっと陣！　あんたがシエラを好きだってのはまだ仕方ないとしても、あたしにウソついてまでこの女と逢あい引びきしようとするなんてどういう関係なんだいっ？」

「俺おれがいつウソついたんだよ。っていうかちょっと待て、誰だれが座ざ堂どうを何だってっ？」

「だって、こんな美人だなんて言わなかったじゃん！　ウソついたんだっ、あたしにくっついて来られたくなかったんだっ、わーん！」

「おまえも座堂も、人の話聞かずに怒りＭＡＸになるのはどうにかならんか。メールのやり取りじゃ美人かどうかなんてわからないだろ、っていうかそれはウソになるのか？」

　シエラがいなくても結局気は休まらないんだな、と思って陣じんはため息をつく。

「何をもめているのかしら？　説明してもいいこと？」

　紫し乃のは本棚に手を伸ばして、アルバムを取る。そのとき足を組みかえたので、アルフはまた目を吊つりあげたのだが、陣の目はアルバムに集中していた。

「お願いします。そのアルバムは？」

「わたしの専門は日本の古代史だけど、陣くんのお父様の新あら木き大だい胡ご教授、お母様の新木ナオミ准じゆん教授には、『全日本考古学会』の会場でときどきお会いしたことがあって、あるお手伝いを頼んだこともあるの」

「あるお手伝い……？」

「わたしではわからない発掘品の鑑定よ。それはともかく……」

　紫乃は、アルバムを応接テーブルの上に広げた。そこには、長方形の砂場の表面をよくならした上に、砂で高さ一メートルほどの三さん角かく錐すいを作って二つ並べたものが写っていた。

「陣くんが聞きたいと言っていたのは、これのことよね？」

　まさに『二つの三角』である。陣は、ごくりと息をのんだ。

「先日、図書館で『全日本考古学会』の会誌を読んだとき、先生の論文の写真の隅にこれが写っているのを見つけたんです。これはいったい何なんですか？」

「その前に、これと『ソロモンの秘宝』にどんな関係があるのか聞きたいわ。古代日本と古代中近東の接点となれば、わたしの研究にも役立つものね」

「旧約聖書の『失われた聖櫃アーク』はご存知ですか？」

「紀元前十世紀、栄華を極めたイスラエルの王ソロモンが建てた宮殿の中には世界中から集められた『ソロモンの財宝』があり、神殿にはモーゼの十じつ戒かいをおさめた『聖櫃アーク』が眠っていた。懐かしいわね、学生時代に授業で習ったわ」

「古代イスラエル王国が滅んで、財宝はちりぢりになり、神殿は燃えてアークも紛失した。両親は中近東のどこかにそれがあると考えて発掘していますが、ぼくはそれがすでに日本に来てるんじゃないかと考えているんです」

「その根拠は？」

　紫乃の質問は手短かで鋭い。いかにも切れ者という感じで、アルフは蚊か帳やの外にいるような気分になってしまい、つまらなそうに頬ほおをふくらませていた。

「日本には、ヘブライ人……つまり古代イスラエル人が来た遺跡が多数残されています。青森県新しん郷ごう村戸へ来らいの地名は『ヘブライ』から来たとされ、ソロモンの父ダビデ王の紋章である六ろく芒ぼう星せい、通称『ダビデの星』を家紋に持つ旧家がある。赤ん坊の額に『大』や『小』などの『アヤツコ』という模様を描かく風習は日本全国にありますが、この村のアヤツコは十字架の形をしている。青森から岩手の盆踊りで歌われる『ナニヤドラ』という歌は、『汝なんじの聖名を讃たたえん』という意味の古代ヘブライ語です」

「つまりソロモン王の時代、ヘブライ人がはるばる日本に渡ってきたと？　何のために？」

「『世界の果て』に秘宝を隠すためです。いつかイスラエル王国を復活させるためには、『ソロモンの秘宝』も『聖櫃アーク』も敵の手に渡すわけには行かない。それを隠すため、ユーラシア大陸の果てである日本まで来たんじゃないかと考えています」

　むくれていたアルフだったが、陣じんが力を込めて語る横顔を見ているうち、だんだん頬ほおが熱くなってきた。

　アルフライラでの陣は、たいていルームメイトの夕ゆう也やといっしょだ。軽音楽部の夕也は、音楽というより頭と尻しりが軽い。そんな夕也を相手に難しい話ができるわけもないため、陣はただただ寡か黙もくで無ぶ愛あい想そうだった。でも陣が、ちゃんと話が通じる相手にはよくしゃべるのだということを、アルフは初めて知った。

（半分ぐらい何言ってんのかわかんないけど、難しいことスラスラ口から出てきてすごい。多分シエラは陣のこんな素顔って知らないよね、絶対ナイショにしとこ！）

　うん、とアルフは自分の中で納得して、深々とうなずく。

「なるほど……さすがは、考古学界に名をはせる新あら木き夫妻の息子さんね」

　紫し乃のは興味深そうに身を乗りだし、メガネの位置を一度直して、鋭い質問を浴びせる。

「でも、戸へ来らい村にその風習が残っているのは、伝説によれば、死刑を免まぬがれたキリストが生涯を過ごしたから。キリストの墓と呼ばれる遺跡も残っているわ。つまりヘブライ人が来たとしても紀元一世紀……ソロモンの時代から千年も経たっているのではないのかしら？」

　しかし、陣はその質問は想定内とでも言いたそうに、余裕の表情で答える。

「両親が俺おれの『ソロモンの秘宝日本渡来説』を聞き入れなかった理由もそれです。だけど『キリストの墓』のキリストは、イエス・キリストだとは限りません。『キリスト』とは『救世主』という意味です。かつてエジプトで奴隷になっていたイスラエル人たちを導いて逃げた預言者モーゼがそうであるように、戦乱のイスラエルからソロモンの秘宝を持って人々を導き日本まで逃げてきた指導者は、崇拝の対象になったはず」

「なるほど。その指導者を『救世主キリスト』と呼び、埋葬したというわけね」

「戸来村には『大おお石いし神がみピラミッド』があります。ヘブライ人がピラミッドを作ったとすれば、当然彼らはピラミッドを見たことがあるはず。つまりモーゼとともにエジプトから脱出した子孫、ピラミッドの記憶がまだ残っている世代ということですから」

「けれど、彼らはどうやって日本に来たのかしら？　まだシルクロードも無い時代に？」

「山口県の『彦ひこ島しまピラミッド』周辺の岩に、シュメール文字やバビロニアの楔くさび形がた文字が刻まれています。シルクロード以前から、日本とペルシャ地方を結ぶ交易が行われていた証拠です」

「大胆な仮説ね。脳細胞の柔軟さと、裏付けを取る行動力……若さとは素晴らしいわ」

　紫し乃のは純粋に学者として感嘆したのだが、アルフはそのことばに過剰反応して、機嫌の悪い猫のように毛を逆立て、紫乃をにらむ。

「それで、わたしのこの写真が手がかりになるかも、というわけね」

「『二つの三角』は、二つ並んだピラミッドかピラミッド状の山のことかと思ってたんです。あるいは夫婦岩のようなもっと小さいものかもしれない。最初は衛星写真で日本じゅうの地形を片っ端から調べてたんですが、なかなかそれらしい物は見つからなくて」

「そうね……わたしの写真の『二つの三角』は夫婦岩よりも、もっと小さいわね。これは『立たて砂すな』というものよ」

「立砂？」

「大学から坂を下りて行くと、加か茂も川がわがあるわ。少し上流で二手に分かれていて、そこに流鏑馬やぶさめで有名な『下しも鴨がも神社』があるんだけど……さらに川をさかのぼって行くと、古い『上かみ賀が茂も神社』があるの。立砂は、この神社の風習よ」

　古い神社、という紫乃のことばに違和感をおぼえて、陣じんは聞きなおす。

「平へい安あん時代は七九四年からだから、京都の寺社はどこも千二百年は経たって古いんじゃ？」

「上賀茂神社は京都最古の神社よ。六七八年、天てん武む天皇の時代に作られたのだもの」

「天武天皇って！　六四五年に大化の改新をした、天てん智じ天皇の弟のっ？」

　陣は目を丸くした。そのへんならアルフも中学で習ったので、話に加わってくる。

「えーと納豆食べたい平城京だから、七一〇年から奈な良ら時代。奈良時代の前って何？」

「飛鳥あすか時代だ。その、ほんの百年前は古墳時代……日本でも、ピラミッドのような巨大な遺跡が作られていた時代だ」

「ピラミッド。来たね、何か中近東との接点らしきところが」

　アルフもわくわくしてきた。陣は、難しい顔をして考えこむ。

「けど、上賀茂神社は観光地だし、今までに何度も、改築や土木工事がされてるだろ。ソロモンの秘宝があるとしたら、とっくに見つかってるんじゃないか？」

「そうね。『立砂のある所』ではなく『立砂が示す所』かもしれないわね」

　紫乃が言っている意味が飲みこめず、陣は首をかしげる。

「どういう意味ですか？」

「『立砂』は、上賀茂神社の北にある『神こう山やま』を模したモニュメントよ。つまり立砂がある上賀茂神社ではなく、神山を示す暗号ではないかということ」

　あっ、と陣は思わず声をもらす。

「冴さえてますね……いや、専門家なんだから当たり前だけど。やっぱり、小遣いはたいて新幹線の切符を買って、直接お話をうかがいにきて良かったです」

「わたしも力になれたようで良かったわ。『神こう山やま』は訛なまりで、もともと『カミヤマ』と呼ばれていたの。上賀茂神社、下鴨神社、それらを貫く加茂川の『カモ』も『神カミ』の意味よ」

「『神の山』から『神の川』が流れ出し、その上流と下流に『神の神社』がある……というわけですか。ヒマラヤ山脈とガンジス川の化身、インドのシヴァ神に似ていますね」

「そうね。シヴァ神は暴風雨の神で、ヒマラヤの山頂で瞑めい想そうしている。神山に降臨した雷神も、神山の頂上にある岩に鎮座しているというわ。共通点が多いわね」

　陣じんは息をのんで、強くうなずいた。

「『シルクロード以前の交易ルート』を伝って、天竺てんじくと呼ばれたインドの信仰が神山に伝わったのかもしれないですね。ソロモンの秘宝とともに。そして秘宝が神山に埋められた。ありがとうございます、これで謎なぞが解けるかもしれない！」

「お礼を言うのはわたしのほうだわ。昔の人は、『神の座』である神山をミニチュアにした立たて砂すなも『神の座』になると考えた。小さな鳥居や神棚を家に飾るようなものだけど、なぜ神山は一つなのに立砂が二つあるのかが謎だったの。でも、立砂が『二つの三角』という、ソロモンの秘宝のありかを示すための標しるべだとすれば、謎は解ける。新あら木き教授に鑑定をお願いしていた『あの発掘品』の謎も、全すべて説明できるわ」

「さっきの『お手伝いを頼んだ』ってやつですか。何を発掘したんです？」

「正しよう倉そう院いんに収められている宝ほう物もつと同じ時代の、ガラスの破片やさまざまな金属製品が数年前、神山のふもとから出土したのよ」

　正倉院とは七五六年、奈な良らに作られ、聖しよう武む天皇の遺品などがおさめられた古代の倉庫である。宝物の中には、シルクロードを通って持ち込まれたペルシャのガラス杯などもある。

「日本史専攻のわたしでは専門外なので、中近東の古代史を専門にしている新木教授に鑑定をお願いしたというわけ。発掘品はお渡ししてあるんだけど、海外に行かれてお返事がいつになることやら……」

　紫し乃のは心底困ったようすでため息をついた。陣は気の毒になって、遠慮がちにたずねる。

「あの、その『発掘品』ですが……写真が残ってたら、ぼくが見てみましょうか？」

「あなたが？」

「古代中近東の歴史や楔くさび形がた文字のことなら、父たちには負けません」

　陣のことばは、虚勢でも見み栄えでもない。本気で自分に自信があり、正直な気持ちでそう申し出ていることが、目の光を見ればわかる。紫乃は納得してうなずき、アルバムのページをめくった。

「そうね、陣くんの実力は今、この目で見たところだし、頼れそうね。何か少しでも情報があれば助かるわ、これなんだけど」

　紫乃が開いたページには、土に混じってごちゃごちゃと、ガラスの器の破片や、割れた極彩色の陶器などが写っていた。周囲の木が倒れ土が黒々としているところを見ると、雨のあと崖がけが崩れて、埋まっていたものがふもとまで流れだしてしまったようだ。写真を見て陣は、ああと思わず声を上げる。

「見覚えがありますよ、これ、しばらく寮の部屋に置いてたやつだ。紀元前十世紀ごろ、ソロモン王の時代の中近東の物です」

「どうしてそう断言できるの？」

「陶器片に結婚式の絵が彩色されてますが、新郎が新婦の頭にヴェールをかぶせています。これは、中アッシリア時代に始まったアッシリアの伝統なんです。つまり、紀元前十世紀ごろの物だということです」

「なるほど……！　さすがね、陣じんくん」

　紫し乃のは切れ長の目をまん丸にして、心底驚いていた。

「それにしても父さんたち、標しめ野の先生から預かった発掘品まで寮に送りつけたんだな。いいかげんだな、まったく……」

　陣は腹立たしげにつぶやく。紫乃は、心配そうにたずねた。

「寮に？　それでは、発掘品は今どこにあるんですか？　まさか捨てたとか」

「あ、いやいや大丈夫です。今は友達の家の書庫に整理して、しっかり湿度も温度も管理されて置かれてますから安心してください。もし必要なら送り返しますし……あれ？」

　写真を見ているうち、陣は思わず目をこする。うず高く積もったガラスの破片の下に、どこかで見たような金色のランプが写っていたからだ。

「これは……！」

「ああ、カレー用ソースポットのようね」

「それ、最近けっこう一般常識になりつつあるのか？　いや、問題はそこじゃないし、カレー用ソースポットでもない！　これは魔法のランプだ！」

「魔法のランプ……？　ぷっ」

　紫乃が明らかにふき出した。ランプの魔神の話をしても、勉強のしすぎでイカレたとしか思ってもらえなさそうなので、そこは黙っておこうと陣は口をつぐむ。

（座ざ堂どうは、アークも魔法のランプも同じルートで日本に来たのかもしれないから、ランプのあった場所を探せばアークもあるかも知れないって言ってたな。魔法のランプが神山に埋まってたってことは、十中八九、ソロモンの秘宝とアークはこの山に埋まっている！）

　そうとわかればいてもたってもいられず、陣は立ちあがった。

「ありがとうございますっ！　それだけわかれば十分です、失礼します！」

　一分一秒を惜しんで走り出そうとする陣の襟えり首くびを、紫乃は長い腕で捕獲する。

「お待ちなさい、若い子はせっかちねえ。まさか、神山をこれから掘るつもり？」

「何かいけませんか？」

「神山は『禁きん足そく地ち』よ。だからこそ、今まで盗掘に遭あわなかったのだけどね」

「禁足地？」

　陣は激しくとまどった。アルフが首をかしげて、陣にたずねる。

「どうしたのさ。キンソクチって何？」

「立ち入り禁止の場所ってことさ。管理している行政組織の許可無しには登れない。まして、そこの物を掘り出して持ち帰るのはご法度だ」

「それってつまり……せっかく京都まで来たのに、発掘は見送りってこと？」

「ああ。まずは京都府庁なり文化庁なりに問いあわせないと」

　陣じんは悩んで、考えこむ。紫し乃のが立ちあがって、壁ぎわの炊事場へ向かった。

「そう悩まないで、許可が取れるようわたしも協力するわ。お茶のおかわりはいかが？」

　紫乃が離れたことを確認してから、アルフは陣にひそひそと耳打ちする。

「ねえ陣。人目が無い時間を見計らって、こっそり掘り出せばいいんじゃないの？」

「そんなわけには行かないだろ。俺おれだって一刻も早く掘りだしたいけど、無許可で遺跡の発掘をするのは盗掘って言うんだ。考古学者を目指すこの俺が、盗掘なんてありえない」

「アークダイモンから世界を守るための、必要悪って考えたら？」

「世の中に『正しい犯罪』なんて無い。いったん東京に帰って、仕切り直すしかない」

「でもシエラの三者面談まであと一週間しかないんだよ。陣がアーク探しを急いでるのは、シエラのため……だよね？　悔しいけどさ」

　アルフに尋ねられて、陣は顔を真っ赤にする。

「だっ、だから、別に俺はあんな奴やつ……！　あっそうだ、標しめ野の先生、せっかくだからいちおう神山を軽く見てから帰ります！　貴重なお話をありがとうございました」



    

  
    
      



    

  
    
      「あっちょっと陣じん！　いきなり何だよ、待ってよ！」

　部屋を飛びだした陣のあとを、アルフが追いかける。紫し乃のは三人分のお茶をゆっくりと入れ、お盆に載せて振りかえってはじめて、二人がいなくなっていることに気づいた。

「あら、せっかく豆まめ政まさのいかり豆を出したのに。東京の人はせっかちねえ」

　紫乃は呆あきれてため息をつきながら、皮付きソラマメを揚げて塩を振った素朴ないかり豆を一粒つまみ、ポリポリとかじった。



　陣は川沿いの道を、北北西に向かっててくてくと歩いていく。バスもあるが本数が少ないし、ほとんどが町中の起伏の無い平へい坦たんな道で舗装もされているので歩きやすい。一時間ほどで、上かみ賀が茂も神社に到着した。

　国宝に指定され、世界文化遺産にも登録された上賀茂神社の境内には確かに『立たて砂すな』があった。枯かれ山さん水すいのような砂地の中に二つの砂山が造られていた。

　境内の中にある深い森は緑濃く、その中を、神山を源流とする小川が清らかに流れている。湿った空気がひんやりとして、京都盆地の夏の暑さとは別世界だ。陣は、きらめく水面を見下ろしながら、確かめるようにつぶやく。

「昔、有名な『死海文書』とともに死海沿岸で見つかった銅の巻物カツパースクロールには、『ソロモンの秘宝』と『失われたアーク』の手がかりが記されていた。『勾こう配ばいの始まるところにある異民族アツシユルの谷』……山から流れだした谷川は、ゆるやかな勾配を経て海へ至る。その源流にある『東方の山』、そして『四十の玉石に覆われた場所』……」

「四十の玉石なんて、どこにも無いじゃん」

　隣を歩くアルフが、さらさらと流れる川の中をのぞきこむ。

「四十はヘブライ語で『メム』、『水』の意味だ。『四十の玉石』じゃなくて『水に濡ぬれた石に覆われたところ』だろう。古代の文ではよく、ある言葉を別のことばで置き換えて修辞する手法が使われる。バイキング時代の北欧の詩人が、例えば『船』を『海の馬』と言いかえる『ケニング』という手法だ。『異民族アツシユルの谷川』も『水に濡れた石に覆われた所』も『東方の山』……当時、世界の東の端だと思われていたこの日本の山のケニングなんだ」

　自分の仮説がひとつひとつ証明されていくのを実感して、陣は興奮していた。燃えるように頬ほおを紅潮させ、夢見る瞳ひとみで歴史を語る陣の横顔をアルフはちらっと盗み見る。

（陣ってほんと、歴史にしか興味が無いんだねぇ……。でも実際、歴史のことを話してるときの陣が一番キラキラしてるんだよなあ。女の子に興味持たなくても仕方ないのかな……ちょっとぐらい興味を持ってくれても、バチは当たらないと思うけどさ。今日着てる服、おニューなんだけどなあ……）

　思いはめぐるが、強気に見えても肝心なところでは弱気になってしまう乙おと女め心の法則で、アルフも陣じんに直接「今日の服おニューだけどどうよ？　誉ほめて誉めて」とは言えない。

　悶もん々もんとしたアルフと、ワクワクした陣が上かみ賀が茂も神社から更に北へ川をさかのぼっていくと、その源流である神山のふもとに到着した。なだらかな山に囲まれて頭ひとつ高い神山は緑豊かな広葉樹に覆われ、きれいな円えん錐すい形をしていた。小ぶりだが美麗な山体を見て、陣は思わず息をのんだ。

「まるで、ごはん茶ぢや碗わんにぎっしりごはんをつめて、逆さにして皿の上に伏せ、プリンみたいに盛りつけたような形の山だな」

「茶碗を伏せたような山でいいんじゃないの？」

　アルフがジト目でツッコんだ。やっぱり陣の頭の中は、考古学と飯でできているようだ。

　陣は地図を見ながら、定規のついたオリエンテーリング用方位磁石を持った手を伸ばし、山の高さを三角法で計算する。

「やっぱり……！　標高は三百メートルになってるけど、ふもとからの高さは百五十メートルだ！」

「高さが百五十メートルだったら、何だっての？」

「エジプト最大の、クフ王のピラミッドが作られた当時の高さと同じなのさ。つまり……ピラミッドを見たことがあるヘブライ人がモーゼとともにエジプトから逃げだし、その記憶がまだ残っている時代の子孫がソロモンの秘宝を日本に運んで、ピラミッドと全く同じ大きさの神山を作った……って仮説が成り立つ。神山の頂上には雷神が降臨した岩があると標しめ野の先生は言ってたけど、ピラミッドの頂上にもキャップストーンっていうピラミッド形の岩を載せて、完全な四し角かく錐すいの形にしてたんだ」

「じゃあ、ほんとにこれってピラミッドなんだね。アークがここに埋まってるのかぁ……柄にもなくロマンを感じちゃうね。陣が考古学が好きな気持ち、少しわかった気がするよ」

　アルフは目を輝かせる。歴史のロマンに興奮しているのか、それともいつも無ぶ愛あい想そうで何かしらつかみ所のない陣を理解できたことが嬉うれしいのか、自分でもよくわからない。

　アルフに見つめられて、陣はドキッとした。青空の色をしたアルフの目は、底抜けに明るい。ガラッパチでちゃきちゃきしていて、少し騒がしいと感じるときもあるけれど、どこまでもまっすぐで竹を割ったような性格は、まるで男友達といるようで、気が置けない。いっそ、夕ゆう也やのほうが男のくせにグチグチしているぐらいだ。

　それでいて、外国人のアルフは、日本人には無い華やかな容姿を持っている。アルフライラの常連のほとんどが、こっそり彼女に憧あこがれている。

（こんなに長くアルフと二人で話すことって無かったけど、あらためて……アルフは何を考えてるかわかりやすいから、気をつかわないなぁ）

　シエラといると、退屈はしないのだが、すぐに怒るしムクれるし何を考えているのかわからないことが多く、気が休まらない。

（あいつは、ふつうに話してたと思ったら、いきなりブチ切れたりするからなあ……）

　思い出して、陣じんはふう、とため息をつく。ついついアルフに目を向けて、シエラと比べてしまう。

　その時……突然、アルフの全身が雷に撃たれたようにビクーンと硬直した。

「ああっ……！　があぁ……っ！」

　獣のような声を上げて、アルフは地面に両手をつく。苦しそうに激しく喘ぐ姿に陣は驚き、心配そうに彼女の背中をさすった。

「ど、どうしたアルフ！　気分でも悪いのかっ？」

「気……分？」

　アルフは顔を上げる。顔じゅうにびっしりと脂汗をかいているのに、なぜか笑みを浮かべている。陣はなぜか、背筋がぞくんと冷たくなるのを感じた。

「だ……大丈夫か、アルフ？」

　おどおどと陣はたずねる。アルフは貼はりついたようなきわどい笑顔で、陣に答える。

「ウッフフフフ……大丈夫さ、陣。ねえ、それよりも……ここまで来たんだから、アークを掘り出しちゃわないのかい？」

「な、何だよいきなりっ？　さっき言ったばかりだろ、禁きん足そく地ちだから発掘にも調査にも許可が要るんだって」

「掘れないのに、どうしてわざわざここに来たんだい？　どうせ発掘できないんなら、少しでも早く帰って許可をもらえばいいじゃないか？」

「許可をもらってるあいだに、三者面談が終わっちまうさ。つまり座ざ堂どうの親父おやじさんが日本に帰ってくるには、アークダイモンがいなくなればいいわけだ」

「そのために、封印のアークが要るんだろ？」

「アークに封印しなくても、残り三匹をやっつけるって方法もあるだろ。アークダイモンはどうやら俺おれの動きをそれとなく察知してるみたいだし、俺がアークに近付けば焦あせって襲ってくるだろう。そこを一網打尽にしてやろうと思って、ここに来たのさ」

「やっつける？　あんたひとりで三匹も？」

　アルフはゲラゲラと笑い出した。いつもとは様子の違う彼女に、陣は戸惑う。「旅先の空気」のせい……にしても、違和感が大きすぎる。

「そんな面白いこと言った覚え、ないんだけどな……」

「無茶だよ！　何考えてんの、ただの人間がアークダイモンに勝てるわけないだろ？」

「このあいだ、一度に二匹相手にしただろ。三匹もそう変わらないんじゃないかな」

　陣はあっけらかんと言い切る。アルフはなぜか、ムッとした。

「陣……忠告しておくけど、アークダイモンをあんまり舐なめないほうがいいよ」

「アルフらしくないな。アークダイモンは『ごちそう』なんだろ？」

「あいつらはモーゼの十じつ戒かいに封印された、人間の心の闇やみだ。モーゼの時代、世界中に人間は五百万から一千万人ほどしかいなかった。それが今や六十六億、毎年八千万人増えてる」

「ざっと千倍か。増えたもんだなあ……っていうか、えらく詳しいな、アルフ」

「カラカラに喉のどが渇いた人間に、いきなり大量の水を飲ませると死ぬんだよ。長いあいだ封印されてたアークダイモンも、急には力を取りもどせない。けど、本格的に目覚めたとき、エサになる心の闇は千倍、力も千倍……まだ倒されてない三匹は、陣じんが思ってる以上に力を取りもどしてるかもしれないよ。いくらソロモンの知恵を持ってても、たった一人の人間に勝てるわけないよ。安全策を取って、すぐにアークを堀りだすべきだよ！」

　アルフはこぶしを握りしめて力説する。ますます違和感が増して、陣は眉まゆをひそめた。

「本当に、おまえらしくないんだけど……。敵の力が千倍なら、自分の食欲も千倍だって、いつものアルフなら言いそうなんだが。強い敵ほど燃えるタチだろ？」

　怪け訝げんそうな目を向けられ、アルフはドキッとし、作り笑顔で取りつくろう。

「そそそそ、そりゃもちろんさ！　でっでも、陣のことが心配なんだよ」

「そこで『あたしがいれば千人力、陣ぐらい小指一本で守れるね』って言わないのか？」

「だっだから、陣にもしものことがあったら嫌だから、安全策を取りたいんだよ！　好きな人にケガなんてさせたくないって気持ち……わかるだろ？」

　何やらずっと言い訳めいていたアルフだったが、今度は突然陣の手を両手で握って、その手を自分の胸にそっと当てた。陣は、少し驚く。スレンダーなシエラと違って、アルフの胸はボリュームたっぷりである。

（な……何だ急に？　発掘をそそのかしたり、アルフにしちゃ弱気な発言をしたと思ったら、今度はお色気か？　確かにアルフは大胆で積極的だけど、これは方向性が違う……何かがおかしい！）

　陣は表情を怪訝そうにこわばらせている。それが、緊張しているせいだと勘違いして、アルフは陣の心を煽あおるように甘い声でささやいた。

「そんなに緊張しちゃって……ウブなんだねえ。気づいてるんだろ、あたしの気持ち。陣が好きなんだ。陣も、あたしのこと好きだろ？　ねえ陣……あたしの胸、どう思う？」

「別に緊張なんかしてない。胸の話か？　大きい胸は、体の中心からの距離が遠いからか、体温よりずっと表面温度が低いんだな。知らなかった、微妙にひんやりしてる」

　陣は、楔くさび形がた文字を刻んだ粘土板でも分析するかのように、淡々と語った。アルフはカッとして、イライラしながらどなる。

「……じゃなくてっ！　あたしを好きだったら、アークを掘りだして、あたしを安心させてって言ってるんだよ！」

「さっきからずっと言ってるだろ。手順を守らなきゃ、発掘じゃなくて盗掘だ。永遠に考古学界から追放されると困る」

「どうあっても規則を曲げる気は無いってことかい？」

　アルフは悔しそうに考えこんでいたが、ふと何かを思いつき、猫なで声で陣じんにささやく。

「あっ、そうか……。やっぱり、ここにアークがあるっていう自信がないわけ？　発掘してアークが無かったら恥をかくから、今は掘りたくないってわけ？」

「どうしてそういう論理展開になるんだ？　禁きん足そく地ちに許可なしで入ったらいけないからだって、言ってるだろうが。アークがここにあるのは、間違いないんだし」

　陣は淡々と答える。その目はじっとアルフを見つめている。彼女の奇妙な「変化」の理由を探そうとして……。アルフは、陣が色仕掛けでもなかなか同意しないことに、焦じれていた。

「シエラのランプがこの山に埋まってたってだけのことだろ？　アークとランプが交易ルートの上で、いっしょに動いていたかどうか本当のところは、わかんないんだろ？」

「俺おれは座ざ堂どうの意見を信じてるんだ。ランプとアークは同じ場所に埋まってたってな」

「素しろ人うとの意見じゃあないか。陣の両親は、アークはペルシャ地域周辺にあると信じてる。陣も、実は『自分が考えた超古代交易ルートなんてものは無いんじゃないか、経験ある両親の方が当然正しい答えにたどり着くんじゃないか』って思ってんじゃないのかい？」

　アルフが人差し指を、陣の鼻に突きつける。はっ、と陣の顔色が変わった。

　今のアルフが様子がおかしいというのはともかく、その意見は図星だった。いつも発掘旅行ばかりで自分を置いてけぼりにしている両親への反発から、両親を越えようとして陣は考古学を勉強してきた。自分が先にソロモンの秘宝を見つけて、両親に実力を認めさせたかった。

　けれど、まだ高校生の自分では、及ばないのではないだろうかとも感じていた。アークを求めあちこちの山などを探して空振りに終わるたび、自分の仮説に自信が無くなっていたのも事実だ。死海沿岸地方にあるダビデ神殿の遺跡で発掘作業を進めている両親が、アークの重要な手がかりを見つけたとか、銅の巻物カツパースクロールを見つけたとか、そんなことを聞くたびに、もしかして自分は負けるのではないかと不安になった。

　しかし、そんな気弱な心を払うように、陣は首を横に振る。

「違う……！　俺は父さんの書斎の本を全部読んだ、小学生のころから図書館で大学生用の考古学の教科書も片っ端から読んでた。父さんなんかに負けやしない、知識量では勝ってる自信がある！」

「陣がそんなに才能あるなら、日本に放ほうっていったりしないんじゃない？　後継者にするために連れてくと思うな。置いてかれてたってことはつまり、陣は期待されてないんだ」

　アルフの青い目が妖あやしく光る。とげのような悪意あることばが、陣の胸に突き刺さる。

（やっぱりおかしい、アルフがこんな事を言うなんて。……いや、おかしいと言えば……どうして俺は彼女から目をそらせない？）

　陣じんの背に冷や汗が流れた。アルフはほほえんで、陣の首に腕を巻きつける。蛇へびのように冷たかった。豊かな胸が陣の胸に当たるが、氷を押しつけられているようだ。背筋が凍り、不安が胸の中にあふれる。

　アルフの青い目の中に、幼稚園ぐらいの年齢の男の子の姿が映っているのを陣は見た。

（何だ……？　あれは俺おれじゃないか？　どうして俺が……？）

　幼い陣は、ガランとした広い家の中で本を読んでいた。食事や風ふ呂ろの世話は、近所に住む愛あい花かの両親がしてくれた。母親同士が親友だったし、幼い愛花が陣に懐いていたからだ。

　陣も愛花と遊ぶのが好きだったが、留守中の両親の部屋に入って一人で本を読む時間もまた好きだった。はるか古代、神話と伝説が混こん沌とんとした世界に幼い陣は心を躍らせていた。自分も早く大きくなり、両親よりも賢くなって、発掘に行きたいと願いつづけていた。

「違うね。あんたは一人ぼっちが嫌だったんだ……寂しくて、両親との唯一のつながりである考古学に逃げてたんだ。あんたのは考古学なんかじゃない、ピーピー泣きながら親のケツを追っかけてるだけさ。考古学なんて本当はどうでもいいんだよ」

　陣の全すべてを否定して、アルフが冷ややかに耳元でささやく。陣は凍りついて動けない。

「違う、父さんたちなんか関係ない。俺が追ってるのは俺が選んだ夢だ、親は関係ない！」

「そうかい。親は関係ないんだね……そうだよね、陣を捨てていった親なんてひどい目に遭あえばいいんだ。仕返しをしてやりたいよね？」

　アルフの青い目が妖あやしく光り、甘いささやきが陣の心を蝕むしばんだ。

「こうしたらどうかな……？　アークを掘り出して、ぶっ壊しちゃうんだ」

「アークを壊す……？　な、何をバカな……おまえはアルフじゃないな。誰だれなんだ……？」

「陣のことをないがしろにしてまで、人生をかけて必死こいて探してたアークを壊しちゃうのさ。もう涙目だろうねえ。いい気味じゃないかい？　なあに、アークを掘り出すのは簡単さ。『ソロモンの指ゆび環わ』の力があればね」

　わずかに地面が震動していることに、陣は気づいた。アルフは陣の肩を押し、神山に近づける。陣が近づくほど、震動は激しくなり、やがて「ゴゴゴゴゴ……」という、低い地鳴りとなった。

「磁石と同じさ。『鍵かぎ』が近づくほど『聖櫃アーク』は引き寄せられる」

　アルフは邪悪な笑みを浮かべている。

（なぜそんなことを知ってるんだ？　こいつはアルフじゃない。アルフの中に何かがいる……たぶんアークダイモンが！　だ……だが、いつの間にアルフの中に入ったんだっ？）

　しかし、身動きできない陣にはどうすることもできない。地鳴りがますます激しくなり、山全体が大きく揺れはじめた。山肌に生い茂っていた広葉樹が次々に倒れると絡みあった根に補強されていた表土がぼろぼろと崩れ、柔らかくなった土の底から突然光が噴き出た。

「出てきた！」

　アルフが声をはずませる。山腹からサーチライトのように幾筋もの光が噴き出し、土がこぼれるにつれて光はどんどん強くなる。陣じんは、常軌を逸した光景に息をのむ。

　突然、太陽が爆発したかのような明るい光が目をさした。山の上に、まとわりつく土を落としながら、タンスほどの大きさの箱が浮きあがる。箱は堅けん牢ろうな石で作られ、周囲には預言者モーゼの一生……赤子のころ川に捨てられてエジプト王女に拾われ、成長後イスラエル人たちを率いてエジプトを脱出、紅こう海かいを二つに割って進み、十じつ戒かいの石版を授けられた物語……が、巻物のように刻まれていた。

「アークだ！　ついに見つけたぜ！」

　アルフが下げ卑びた笑い声を立てた。動けない陣に腕をからめながら、邪悪な声でささやく。

「もう気づいてるよな？　俺おれは十戒の『父母を敬うべし』に反するアークダイモン、名はカランフル。自分を生んだ親を否定することは自分自身の存在を否定すること……だから俺は親への不信感を駆り立てることで、そいつの心の中に隙すきを作って潜りこむのさ」

「カランフル……カーネーションのことか。母の日の感謝のアイテムの名とは皮肉だな」

　自由にならない唇を必死に動かして、陣はつぶやく。

「そ、そうか！　アルフは新幹線の中で、母親と衝突したって言ってた……あのときには、もうすでにおまえはアルフの中に入り込んで、身をひそめてたってことか？」

「そしておまえの心ももう、俺の手中にあるのさ……『ソロモンの知恵者』よ」

　ニヤリと笑みを浮かべたアルフが突如、陣の髪を引っつかみ、唇を重ねる。唇……とは、全く違う感触が陣の唇をかすめた。氷よりも冷たい、苦いゼリーのようなものが唇から舌へ、そして喉のどへと落ちていく。

「うっ……うぐぅ！」

　気道をふさがれた苦しみから逃れようと、陣はアルフを突きとばす。アルフはその場に力なく倒れ、動かなくなった。陣の鎖骨が熱く痛み、人じん面めん疽そのような小さな顔が浮かんでくる。シャツの襟えりを開けてそれを確認した陣は、ギョッとした。しわだらけの醜い人面疽から、嘲ちよう笑しようするような冷たい声が響いてきたからだ。

『もう無駄さ……俺はすでにおまえの中に入った』

「な、何をする気だ？」

『電池を長い間ほっとくと、勝手に放電して使えなくなってるよな？　アークダイモンもソロモンの指ゆび環わもそうだ。ソロモンの〈鎖骨〉は〈鍵かぎ〉の誤訳だと言われているが違うね、〈鍵〉と〈鎖骨〉には密接な関係がある。アークの〈鍵〉であるソロモンの指環の充電器が、〈ソロモンの知恵者の鎖骨〉だってわけさ』

「この俺に考古学のウンチクを垂れる気かよ」

『東洋医学では鎖骨の辺りに〈雲門〉というツボがある。呼吸によって肺から出されたエネルギー満タンの〈気〉が最初にここから湧わき出して、全身十二の経脈に行き渡る……つまり温泉の湯元のようなものさね。今、俺おれもおまえの鎖骨で滋養豊かな気をたっぷり吸わせてもらったが、さすが〈ソロモンの知恵者〉の味は最高だねえ。ソロモンの指ゆび環わも〈充電〉のために〈ソロモンの知恵者〉の鎖骨に潜りこんで気を吸うが、ソロモンに匹敵する知恵を持つ者ならば、必ずしもおまえである必要はない……すなわち！』

　カランフルは陣じんの体を使って、ポケットからソロモンの指環を取りだすと、右手の人差し指にはめた。腕を高く突き上げると、反響するように空中に浮かんだアークが揺れる。

『おまえの体と脳ミソを手に入れた俺にも、アークを支配できるという寸法よ！　この俺様は、他ほかのアークダイモンには親子ゲンカをさせるしか能の無いヘタレ野郎とバカにされていたが、親子ゲンカこそ全すべての争いと災いの元凶なんだぜ。そもそもギリシャ神話のゼウスが父クロノスを殺して最高神となったのも、ヘロデ大王が権力を守るために自分の子供たちまでも手にかけたのも、全ては親子の戦いだからな！』

　カランフルは、高らかに笑う。

『全ての戦争と憎しみは、この俺様から生まれている。だからこそ他のアークダイモンどもが自滅する中、この俺様が結局最後に勝ったのさ。残り二匹……〈唯一神の否定〉と〈偶像崇拝〉もアークの前にひれ伏すだろうぜ！　魔神すらもひれ伏させて、俺こそが神の中の神となる。地上の全ての人間を思いのままに命令し、支配するのだ！』

「何を勝手なこと言ってやがる、この梅干野郎！」

　陣は鎖骨にへばりついた人じん面めん疽そを握りつぶそうとしたが、ものすごい力で引き戻される。

『無駄だぜ、おまえの体は俺が完全に支配してるんだ。ここでたっぷり気を吸い取って完全復活といきたいのに、邪魔をされるわけにゃいかないからな』

「気を吸い取って完全復活だと？」

　尋ねた瞬間、陣の口が大きく開いた。

「あがっ！」

　顎あごが外れそうなほど大口を開かされ、激痛が走る。人面疽が笑った。

『ヒヒヒ……もしかして今、〈だとしたら、もし自分が死ねば、こいつは気を吸えないから完全復活できないはずだ〉って考えたかい？　さすがソロモンの知恵者だぜ、気を吸えないのはもちろんだが、神経を支配して筋肉を操ってるってことは、痛みは神経を逆流して俺に流れこんでくる。死の痛みでショック死でもさせられちゃたまらん。今までのアークダイモンとの戦いを見てるかぎりおまえは諦あきらめるタチじゃあなさそうだが、舌を噛かもうとしても無駄だってことは憶おぼえておきな』

　顎がようやく閉じ、陣は激しく息をつく。カランフルが言うとおり、陣の体は何ひとつ陣の思うようにはならない。抵抗しようとしても無駄だということは、間違いないようだ。

（探しつづけてきたアークが目の前にあるのに、何もできないなんて。魔神ですらひれ伏すってことは……アルフや座ざ堂どうもアークに封印されかねないのか？）

　邪魔者を全すべて封印して造る世界とは、どのようなものなのか？　自分の意思に反する者を全て排除した世界……それは、幼稚な単一思想の箱庭のような世界だろう。ましてその思想の持ち主は、人間の恥ずべき悪徳のひとつを有する邪悪なアークダイモンである。

（やれやれ、ゾッとしないな。さて、どうやってこいつを倒すか考えるとするか……）

　陣じんは冷静に考えをめぐらせる。鎖骨の人じん面めん疽そが、下げ卑びた笑い声を立てる。

『さあて……まずはそこにいる剣の魔神を封印するか。封印の呪じゆ文もんは何だったかな？　なんせ俺おれが封印されたのは何千年も昔のことで忘れたが……ああ思い出した、ゴマの鞘さやのようにパチンと開け……〈イフタフ・ヤー・シムシム〉だ！』

　陣の右手の指ゆび環わが、黄こ金がね色にまばゆく輝く。レーザーのように細い光の筋が空に向かい、山の上に浮かんでいるアークの留め金に当たった。留め金には指環と同じ「ダビデの星」と呼ばれる六ろく芒ぼう星せいが刻まれている。その六芒星が光りはじめ、ゆっくりと蓋ふたが開く。

　何千年もの間、誰だれの目にもふれなかった「失われたアーク」の蓋が開くと、中から細かい光の粒子がこぼれだした。朝日に輝く濃いもやのようにも見えた。もやは徐々に形を成して、家を一軒つかみ取れそうなほど巨大な手となる。それを見た瞬間、陣は直感的に、

「『神の手』だ……」

　と、つぶやいた。それは、まさに全ての運命を握る神の手そのもの。何者も逃れることはかなわないだろう。たとえば大統領、たとえばミサイル、あるいは軍隊をまるごとひとつ飲みこんで封印してしまうことも可能なのだ。大量破壊兵器どころではない抑止力によって、世界は「アークの傘の中」に入る。国ごと永遠に封印されたくなければ、従わないわけには行かない。

「これがアークの力……そしてアークの鍵かぎである、ソロモンの指環の『権力』なのか」

『そうとも、これが世界を支配する権力だ。神の力だ！』

　神の手は、力なく倒れていたアルフをつかんでアークの中に引きこんだ。ぱたんと蓋が閉じられ、アークはゆっくりと地面に降りてくる。陣の右肩で、カランフルは満足そうに笑った。

『魔神ですらこんなにあっさりと封印できるとは、さすがアークの力はすごいぜ。人口が千倍に増え、人の世の悪徳が千倍以上にならなかったら、そりゃあ俺達たちアークダイモンもこの力を振り切って脱出することはできなかったわけだな。さて……次はランプの魔神を封印するか』

　ぴくん、と陣の肩が動いた。背中に嫌な汗が流れる。

「座ざ堂どうを……封印するだと？」

『〈成長〉する奴やつはタチが悪い。特にランプの魔神は〈火〉の属性を持つ。〈火〉は小さな火種から大陸を覆うほど巨大化する。火の発明で、人間がどれほどの武力と文明を得たのかは歴史が証明しているからな、〈種火〉のうちにツブしとかなきゃあな。おまえが言うように〈歴史に習う〉なら……モーゼが現れる前にエジプトの王フアラオが、キリストが現れる前にユダヤのヘロデ大王が、救世主の芽を摘もうとして赤子たちを殺したようにな』

「ヘロデ大王は確かに、身内を含む多くの人間を殺害した。だが赤ん坊を皆殺しにした逸話は、キリスト教のプロパガンダのため、福ふく音いん書しよに書かれた作り話という説もあるぞ」

『俺おれに歴史をレクチャーしようってのかい、考古学者さんよ！　何千年もの歴史をこの目で見てきた俺様によ？　ヘロデは大国ローマや英雄シーザーを利用してユダヤに君臨した。偉業を成し遂げるには誰だれしも悪の力が要るんだよ。世界の権力者どもを見てみろ、十じつ戒かいにふれない清廉潔白な奴やつが一人でもいるかい？　力が正義なら悪こそが正義だ。何もできないひ弱な善など、悪でしかないのさ！　さあて、ランプの魔神を呼びだすか』

　カランフルは、陣じんのポケットの中から魔法のランプを取りだす。陣は、空をあおいだ。

『どうしたどうした？　上を向いちまってるじゃねえか、絶望のお手上げってやつかよ』

煽あおるようなカランフルの嘲ちよう笑しように対し、陣は静かな瞳ひとみで答えた。

「いや、ただ考えていただけさ。おまえの理屈では、善が勝てば文句は無いんだよな」

『何ぃ？』

　ゴオオッ、と吹きすさぶ風のような音が聞こえた。夕暮れ近いうす曇りの空に、大きなパラシュートの花が開いていた。相変わらず分厚いコートに身を包んだミハイル・イワノビッチがパラシュートにぶら下がり、シエラをお姫様抱っこしながら舞い降りてくる。

「ガスパージャ・シエラ、映画村に行くのではなかったダー？」

「やっぱりこっちが先よっ！　庶民っ、ＫカーＧゲーＢベーの情報網を駆使してついに見つけたわよっ！　わたしの電話を無視するなんて、覚悟はできてるんでしょうねっ！」

　ミハイルが地面に降り立つのを待ちきれず、シエラは彼の腕から飛びだした。怒りすぎて、顔を真っ赤にし、涙までにじんでいる。陣はつぶやいた。

「今思いっきりカーゲーベーって言ったな。猫かぶらなくていいのか？」

「大丈夫よ、特殊工作員は秘密厳守だから。それより自分の心配をしたほうがいいわよ」

「納得だ。ってことで覚悟しておいたほうがよさそうだぜ、カランフル」

『か、覚悟って何だ？』

　状況を読めず、人じん面めん疽そがとまどう。陣は淡々と答えた。

「座ざ堂どうを本気で怒らせたら、命がいくつあっても足りないってことさ。俺も初めて会ったときから、死にそうな気分だったし」

『お……おまえは、あいつの〈ご主人様〉なんだろ？　〈魔神〉が〈ご主人様〉に逆らうなんて……ソ、ソロモンの指ゆび環わの〈権力〉が及ばないのか？　どうなってるんだ？』

「そのへん俺も正直、座堂に小一時間ほど問いただしたいんだがな」

『ちょっと待て！　何だそれ！』

「何をずっと独り言を言ってるのよ！　そんなにわたしと喋しやべりたくないって言うのなら、こっちにも考えがあるんだからねっ！」

　シエラの迫力に、人じん面めん疽そがビクッとする。カランフルは怯おびえ、叫んだ。

『おい小娘、止まれ！　誰だれがご主人様かわかってるのか、封印されたくなければ……』

「小娘。……ですってぇ？」

　シエラはカランフルのせりふを、陣じんが言っていると思って激怒した。陣の胸ぐらを両手でつかみ、ぐいっと引き寄せる。軽いシエラは、むしろ自分がぶら下がるような形になってつま先立ってしまったが、うるんだ大きな目でにらみつける目力の強さにカランフルはたじろいだ。しかし、この状況に慣れっこになっている陣は、

（さー来るぞ……）

　と、五感を閉ざして待ち構える。さながら、殻にとじこもって灼しや熱くねつの日射を防ぐカタツムリのように。あるいは、巣穴の中にちぢこまって嵐あらしをやり過ごす子リスのように。

「小娘ですってええええええっ！」

　ドカーン、とシエラの怒りが爆発した。

「せっかくわたしがわざわざ追いかけてきてあげたって言うのに、感謝や感動のことばのひとつも無いわけっ？　いったい何様のつもりよっ、庶民のくせに生意気よーっ！」

　ＫカーＧゲーＢベーらしいミハイルですら怯えて木の陰に隠れ、陣の体を乗っ取ったカランフルも目を白黒させて胸ぐらをつかむシエラを見下ろす。

『ちょ……ちょっと待て……』

「だいたい何よっ、庶民のくせにいつの間にかずいぶん偉くなったものね！　わたしの呼び出し電話を無視しつづけて、アルフといっしょに京都旅行のうえ、女優さんと逢あい引びきだなんて、少し調子に乗りすぎてるんじゃなくってっ？」

『だから待て！　いったい何様のつもりはこっちのセリフだ、俺おれはご主人様だぞ！』

「わたしは座ざ堂どうシエラ様よっ！」

『日本語が通じてないようだな。ならばヘブライ語で、シャローム（こんにちは）？』

「わたしがどれだけ心細かったのかわかってるのっ？　寂しくて寂しくて、死んじゃうかと思ったんだからねっ！」

　シエラは陣の胸ぐらをつかんでいた両手を、服をつかんだまま交差させようとする。すさまじい殺気を感じ、カランフルは素早くアークの封印の呪じゆ文もんを唱えかけた。

『ヘブライ語も通じない、つか何かやばい！　イフタフ・ヤー……』

「だから、庶民にも死ぬほどの思いを味わわせてやるわっ！」

　カランフルが呪文の詠えい唱しようを終えるまえにシエラは腕を交差させ、伸びた服で陣の首をぎゅむーっと絞めあげた。陣の喉のどから、苦しげな息が漏れる。

『がふっ……お、おまえ、本気で絞めっ……』

　その瞬間、肩から生えていた人面疽が打ち上げ花火のように飛びだして、地面に落ちた。

『ウギョーッ！　ウギョーッ！』

　人じん面めん疽そは、しわだらけの人間の顔がついた痩やせネズミのような姿になっていた。恐怖におののいて悲鳴を上げながら、小さな体で草むらを這はうように逃げだす。

『ひいいっ、殺される！』

「しょっ……庶民っ、何よそれ！」

　カランフルの気味悪い姿にぞっとして、怒り心頭だったシエラのテンションが一気に下がる。お嬢様のシエラは、そもそもクモとか虫とか気持ち悪いものに対する耐性が低いのだ。陣じんは、にこりと笑ってシエラの頭にポンと手を置いた。

「今回もタイミング悪いな、せっかく感謝してるのにおまえを召喚してないなんて」

「な……何のことよ！」

　陣の優しい笑顔に、シエラはかあっと赤くなる。

「おまえのおかげであいつが出てった。おまえが俺おれを本気で殺すと思ったんだろう」

「ええ、もちろん本気で殺す気だったわよ！」

「うん、いい感じだ。その真に迫った演技が勝因だな……封印の呪じゆ文もんもわかったし」

　陣は右手にはめたソロモンの指ゆび環わを撫なでながら、地面を這いずるカランフルを見つめて、ニヤーッと目を細めた。カランフルは、ギョッとする。

『し……しまった、はかられたっ……ソロモンの知恵者を、甘く見すぎてた……っ！』

「皮肉だな、カモがネギをしょってきたってことか。さっそく試させてもらうぜ、『イフタフ・ヤー・シムシム』！」

　指環から出た光が地上に鎮座していたアークの鍵かぎ穴あなに当たると、パカッと蓋ふたが開いて「神の手」が現れた。シエラは思わず陣の背後に隠れ、彼の腕をぎゅっとつかむ。

「なっ、何なのあの手っ！　説明しなさいよっ！」

「あれが『アーク』さ」

「……えっ？」

　シエラは、目をぱちくりする。陣のことばが、一瞬理解できなかった。

「アーク……？　えっ、しょ、庶民が探してた『アーク』なのっ？　これがっ？」

「そうさ。だからほら、アークダイモンを封印してるだろ」

　神の手は逃げ惑うカランフルを追い詰め、ぎゅっとつかむ。カランフルは往生際悪く、手足をバタバタさせて暴れた。

『くそーっ、せっかく気を吸ったのに！　ああああっ、吸われぇぇぇ……るぅぅぅ……』

　怒号はたちまち力を弱め、カランフルの動きも鈍くなる。消え入るような声が途絶え、電池が切れた玩おも具ちやのようにカランフルの動きが止まる。「神の手」がカランフルをアークの中に引きずりこむと、パタンと音を立てて蓋が閉まった。

「す……すごい……！」

　シエラはアークに駆け寄った。確かめるように、アークの側面のレリーフを指でなぞる。

「これがアークなの？　本物なのねっ？」

「おっと、アルフを外に出さないと。『イフタフ・ヤー・シムシム』！」

　すっかり慣れた調子で陣じんが呪じゆ文もんを唱えると、アルフがアークから飛びだしてくる。

「あっ……あれっ？　どうなってんだい、神山に来てから、急にカランフルとやらに意識を乗っ取られたとこまで憶おぼえてるんだけど……」

　気を失った状態でアークに封印されたのに、アルフは妙に元気である。その瞬間、陣はめまいがして、ひざをついた。アークの中でエネルギーゼロになっていたアルフを召喚したことで、彼女に再び「充電」するための気を大量に吸い取られてしまったのだ。

　あわてて、シエラとアルフが駆け寄った。

「庶民っ、どうしたのっ？」

「大丈夫かい、陣っ？」

　陣を挟んで二人がかち合う。シエラが先ににらみつけてきたので、返す刀でアルフもにらみ返した。シエラはぷんすか怒りながら、アルフにかみつく。

「どっ、どうしてあなたが庶民といっしょに京都旅行してるのよ！　食堂の手伝いをしなさいよっ、お母さんが出前して大変そうだったわよ！」

「大きなお世話だよ、あんたなんて何でもメイド任せで家の手伝いなんてしてないくせにっ！　それに物見遊山で来たわけじゃないんだからねっ、陣ときたらせっかくあたしといるってのにあんたのことばっか考えてたんだから！」

　怒った勢いで、アルフはとんでもないことを言いだした。陣は焦あせって、よけいなことを言うな……と口を挟みたいところだが、気を吸い取られすぎてその余力もない。

（七十二柱の悪魔を封印したソロモンが、どうして悪魔よりも強力なアークダイモンを使役しなかったのか、わかった気がする……。アークから召喚するときには、充電ゼロの状態から一気にフル充電させるわけだから、命がいくつあっても足りないせいだな）

　額を押さえて座りこんでいる陣をよそに、アルフとシエラの論争は続いていた。

「わ、わたしのことばっかりって何なのよっ？」

　シエラが赤くなりながら、反発してかみつく。アルフもムカムカしながら、どなった。

「だからっ！　陣は何でもじっくり探すタイプだけど、今回だけはあんたのために早くアークを見つけたかったんだよっ！」

「どうしてアークがわたしのためなのよ？」

「三者面談のためだよ！　アークダイモンの心配がもう無くなったって聞けば、逃げまくってるあんたのお父っつぁんが戻ってくるだろうって陣は考えたんだよ！」

　アルフのことばを聞いて、シエラはハッと胸を押さえる。顔の赤みが増したのは、怒りのせいではない。心臓がドキドキと、激しく打ちはじめた。

「そっ……それなら、そう言えば良かったじゃない。どうして、わたしにだけ内緒だったのよ？」

「アークに近づけば、アークダイモンの襲撃が激しくなるのは当然じゃん。あたしだって無理について来ただけで、陣じんは連れてくる気じゃなかったんだ」

　アルフは腹立たしげに、乱暴な口調で答える。シエラは大きな目をぱちくりとまたたいて、まだ脱力し、へたりこんでいる陣の顔をじいっとのぞきこんだ。

「それじゃつまり……庶民は、わたしのためにアークを探して、わたしを危険に巻きこまないために電話にも出ず、だまってたってこと？　ぜんぶわたしのため？」

「ば……バカ、勘違いするな！　別におまえのためじゃない、ソロモンの秘宝は俺おれの研究テーマだったから探しただけだ、それだけだっ！」

　陣は赤くなって、ぷいっとそっぽを向く。ここまでバレているのだから、あきらめて「そうだ」と答えればいいのに、あくまでも否定されると、シエラもさすがにムッとする。

「何よっ、わたしだって性悪庶民なんかに勘違いなんかしてないんだから！　ふーんだ！」

　そのようすを見守っていたアルフは、しめしめと舌なめずりをする。

（二人とも似た者どうしだから、どっちも素直じゃなくて距離がちぢまんないなー。ちょうどいいや、二人のあいだに距離があったほうが、割りこむ余地もあるってもんさ）

　アルフは、シエラと反目している陣にすすすっと擦り寄って、猫なで声でささやいた。

「ねえねえ陣、シエラなんて放ほっといて、アークをじっくり見てみようよ。今の戦いで壊れてたらいけないしさ、あたしはシエラと違って考古学に興味も理解もあるんだもんね」

　アルフは陣の腕に抱きつきながら、シエラに向かってアッカンベーをする。シエラはムッとして、ふくれた。

（アルフったら、点数稼ぎのつもりっ？　わたしだって、本当は興味あるんだからっ！）

　でも、はっきり口に出してそう言えないので、シエラは陣がアークの蓋ふたを開けるのを遠目にチラチラ見るだけである。

　陣は、アークの蓋を開けてみた。重い石でできているように見えたが、軽石のように軽かった。中には、ビート板ほどの大きさの石版が入っている。

「これがモーゼに与えられた、十じつ戒かいの石版の本物か……！」

　ずっしりとした歴史の重みを感じる。何千年も伝説の中に埋もれていたそれが自分の手の中にある事実に、陣は震えた。十戒のはずだが、刻まれている文字は八行しか無い。

「あと二戒を封印すると、ここに書き加えられて十戒が完成するってわけだな」

「ま、アークがこっちにあるんだし、あたしもついてるんだから、そいつらもすぐ封印できるさ。楽勝楽勝、これで勝ったも同然だよね」

　アルフは気楽に、陣の肩を叩たたいた。けっこう強く叩かれて、陣は「いたたっ」と顔をしかめる。シエラは腕組みをし、真っ赤な顔でそっぽを向いて、わざと大きな声で言う。

「なっ、何よアルフったらさっきから、庶民なんかにベタベタするなんて趣味わるーい！」

「おまえは性格が悪いようだが……」

　ボソッとつぶやいた陣じんの首を、アルフはぎゅっと抱き寄せた。年齢の割に発育の良い、南方系の果実のようにたわわな胸の谷間に顔が埋まって、陣は窒息しそうになる。

「ふんっだ、自分にできないからって嫉しつ妬としないでよ。ほーらベタベタしちゃうよー」

「い、息っ、息がっ……」

　シエラは大きな目に涙を浮かべて、じたばたしている陣をにらんでいたが、ぷいっと顔をそむけた。

「ふ、ふんっ、好きにすればっ？　わっ、わたしは別に、庶民のことなんて何とも思ってないんだから！　そんなことより三者面談よ、映画村は中止して、パパにアークが見つかったことを伝えなきゃ！　ミハイル！」

「はいはい、お呼びですかダー」

　木の陰に隠れていたミハイルが、平然と出てくる。アルフはギョッとして、アークを隠そうと落ち葉をかけたりあたふたする。

「誰だれかいたのかいっ？　アークだのアークダイモンだの、全部見られてたわけっ？　何かＫカーＧゲーＢベーの人っぽいし絶対ヤバい、アークを持って帰って最終兵器として使うつもりだ！」

「ＫＧＢじゃなくて『今日も元気に冒険だの会ＫＧＢ』だから大丈夫ダー。初めまして、ミハイル・イワノビッチと申しますダー」



    

  
    
      



    

  
    
      　ミハイルはアルフに握手のため右手を差し出すが、アルフがその手を取ろうとした瞬間、あわてて手を引っこめる。

「おっとしまったダー！　武器を持つ右手は、決して人に預けないのダー」

「どう考えてもＫカーＧゲーＢベーなんだけど」

「むしろ逆の意味で怪しいけどな。こんなベタなロシア人いるか？　今七月だぞ？」

　陣じんは毛皮の軍コートに身を包んだミハイルを指さす。ミハイルはダラダラと汗を流しながら、怒って言った。

「しっ、失礼ダー！　このロシア訛なまりを聞けばわかりそうなものダー！　ナスターシャ・ペトローブナという妻と、ミシュートカというかわいい子供もいるダー！」

「思いっきりトルストイが書いた絵本の、熊くまの家族三匹の名前なんだが。それ以前に、ダーはロシア語の『はい』だが、本物のロシア人は当然語尾にダーとかつけないぞ」

「失敬ダー、ガスパージン・アラキ！　タバリッシュ・パブロフに聞くがいいダー！」

「それに本物のロシア人って、あんまり『ガスパージン』とか言わないぞ。まして同志タバリツシュはソビエト連邦崩壊とともに消えた呼び名だ。普通に『ニコライ・パブロフ』って呼ぶか、親しい間柄ならニコライの愛称で『コーリャ』とか『ニカ』とか『ニコラーシカ』とか」

「えっ」

「思いっきり『えっ』って言ったな」

「いっ、いや、我ヤーはロシア人ダー！　ロシア銘菓『シベリヤ』が大好物ダー！」

「シベリヤってカステラでヨウカンを挟んだ日本のお菓子だぞ」

「えっ」

「また『えっ』って言った」

「ちょいとそこの仲良しコンビ、ヨウカンの話はどうでもいいんだよ。ＫＧＢだろうがＣＩＡだろうが、もしそのアークを悪用しようってんなら、剣の魔神の責務においてぶっ潰つぶすってだけのことだからさ」

　アルフは鋭い目で口をはさむ。剣の魔神モード（別名、ウェイトレスＶｅｒ）に変身しなくても、ペルシャの伝統格闘技ズルハネを体得したアルフの戦闘力はかなり高い。余裕の殺気に気づいたミハイルは、あわてて両手を体の前で振った。

「だだだっ、だからそれは心配ご無用ダー！　我らにとってアークとか聖杯とかピラミッドパワーとか、そんな古臭い神話や伝説の最終兵器など興味の対象外ダー。超エ能ス力パ者ーとか宇宙人とか、シベリアのツングースカ大爆発を起こしたＵＦＯ兵器に比べれば、アークダイモンなんて屁へみたいなもんダー！」

「どうやら、一人で別の方向性に行ってるみたいだがな」

「……っていうかっ！　皆してこのわたしを置いてけぼりなわけっ？」

　延々と蚊帳の外にされて、怒りにプルプル震えていたシエラが、ついにどなった。

「あっ座ざ堂どう、いたのか」

「い……いたのか、ですってー！」

「悪い悪い。ミハイルに比べると、百万倍ぐらいキャラが薄いからつい」

「キャラが薄いですってっ？　春はる紗しや学園中の注目の的であるこのわたしのキャラがっ？」

「いや……ミハイルに勝っても自慢にはならんと思うぞ」

「だから、入学式から一ヶ月もわたしの存在に気づかなかったのね！　わたしなんかいなくなっても、痛くもかゆくもないってことね。わたしが一人で留年の危機に悩んでたのに、放ほったらかしにしても全然平気だなんて、冷血漢にもほどがあるわっ！」

　ポケットの中からトーレムが顔を出してなだめようとするが、興奮して半泣き状態のシエラには聞こえていない。陣じんは困惑しながら指摘した。

「話をちゃんと聞いてたのか？　俺おれが京都にアークを探しにきたのはおまえが留年しないようにだし、黙ってたのはおまえを巻きこみたくなかったからだし、いやその」

「もう庶民の魔神になんか、なってあげないんだから！　行くわよっ、ミハイル！」

　陣は思わず口をすべらせてけっこう重要なことを言ってしまい、あわてて口を押さえたが、幸か不幸か興奮しているシエラには全く聞こえていない。

　プンスカしながら立ち去るシエラを、ミハイルがあわてて追いかける。しばらくして、林の向こうからヘリコプターが空高く舞いあがった。

「おい、座堂！　ヘリコプターで来たんならついでに運んでってくれよ！」

　陣はヘリコプターを見上げて叫んだ。アルフはアークの上に座って陣に言う。

「ランプをこすってシエラを呼びだして、ゲートにアークを放ほうりこめば、ヘリコプターに積みこめるじゃん？」

「呼びだしたあとの座堂に噛かみつかれることを思えば、引っ越し屋さんのトラックにいっしょに乗って東京に戻ったほうが百万倍マシだな」

　陣はため息をついたが、ふと表情をゆるめて、去っていくヘリコプターを見送る。

「でも、ま……これで、座堂も留年はまぬがれそうで、良かったな」

　アルフは、陣の横顔を不思議そうに見つめる。

（あんなにポンポン怒鳴られても、シエラのことを心配してるなんて……。っていうか、三度の飯よりも考古学が好きなくせに、伝説のアークを見つけたことよりも、世界を救ったことよりも、シエラの留年のほうが大事なわけ？　はー……シエラといると、いつも敗北感あるんだよなあ。陣のことも腕っぷしで決着つけられるなら、絶対負けないのにさ）

　アルフは寂しくなったが、陣に弱々しい表情を見せるのも悔しかったので、ぷっと頬ほおを膨らませて顔をそむけた。



　結局、考古学者・標しめ野の紫し乃のが、ワゴン車にアークと陣じんたちを乗せ橘たちばな寮までアークを運んでくれることになった。

「いろいろお世話になりました、標野先生。あと、神山に残されていると思われる、ソロモンの財宝の発掘作業の件ですが……」

　朝に京都に向かい、夕方にアークを手に入れたあと、東京まで車で半日以上かかる。ずっと動きっぱなしだったし、時間はもう深夜を過ぎていたので、アルフは疲れと眠さでうとうとして、陣の肩に頭をもたせかけていた。

　やわらかい二の腕が陣の体をふにゃらかと圧迫し、車が揺れるたびにサラサラした長い髪が陣の腕をくすぐる。明らかに男用のシャンプーとはまったく異質の、でも甘すぎない柑かん橘きつ系のシャンプーのさわやかな香りがした。陣は少し緊張して体をこわばらせる。少しでも動くと、アルフの体に必要以上にさわってチカンみたいになりそうなので、びくとも動けなかった。

「大丈夫よ、陣くん。わたしの責任で許可を取って、新あら木き教授が戻って来るまで現場保存をしておきます。あなたの仮説どおり神山全体がピラミッドだとしたら、数年がかりの大規模な発掘作業になるでしょうからね」

「ありがとうございます」

　陣は頭を下げる。体が揺れて、ぱちり、とアルフが目を開いた。陣はあわてて謝る。

「あっ、ごめん。起こすつもりじゃなかったんだけど……」

「アルフさん、起きたの？　ちょうどいいわ、そこの無人販売所で休憩にしましょ。陣くんはおなかがすいてるでしょ、ものすごい大食らいだって新木教授から聞いてるわよ」

「父さんが俺おれの話を？」

　意外なことばに、陣は目をぱちくりさせる。父が自分に興味を持っているとは思っていなかったので、少しとまどった。



　紫乃が車を降りて、トイレに向かう。高速道路では車がビュンビュンと飛ばしているが、道から一歩外れれば家の灯あかりひとつ無い、漆しつ黒こくの山の中である。

　夏だというのに、夜風が寒いぐらいだった。真っ暗な中で、無人販売所の自動販売機の明かりだけが光っている。カラフルなデザインの缶や、コンピューター制御の電光掲示板をそなえた自販機は、原始時代から全く変わらない闇あん黒こくの自然の中にたたずむ小さな文明の砦とりでのように見えた。陣はこの光にホッとし、星空を背景に暗黒星雲のように輪郭を見せる漆黒の山の姿に薄気味悪さを感じた。

「人間にとって最大の発明が『火』だってのは、本当だな。火のおかげで、人間は闇やみを克服することができた。それに、アツアツのうまいものも食えるしな」

　陣は自販機から、お湯が入ったカップうどんを引っ張りだした。無人販売所には、他ほかに客もいない。ベンチに座り、プラスチックのフォークでうどんをすすりはじめた陣じんの横で、アルフは熱い缶しるこをすする。

「山の中って、寒いんだねえ。うちは自営業だから長期の休みってのがなくてさ、あんまりこういう旅ってしたことないんだ。レジャーもいつも、パーッと新幹線ですっ飛ばせる所でなきゃ、浅あさ草くさ花やしきやら、両りよう国ごくの花火やらの近場だったんだ。一度、オシャレに海外旅行とかしてみたいんだけどね」

「アルフはほんとに、見かけは外国人なのに中身は完全に江え戸どっ子なんだな」

　陣が笑う。カランフルとの戦いのあと、無事にここまで帰ってきて、張っていた気がようやく少しゆるんできたようだ。

「ソロモンの秘宝だけど、ほんとにすぐ掘り出さなくていいのかい？　ずっと探してたんだから、すぐにでも発掘したいんじゃ？」

「まあな。……けど、父さんたちだって一生をかけてソロモンの秘宝を探してきたしな。帰ってきてからいっしょに発掘したって、遅くないさ」

「あれ……。何だか、余裕の発言だね。今まで、目の敵にしてたのにさ」

「俺おれの仮説が正しかったとわかれば、それでいいんだ。父さんたちより俺のほうが上だったってことが証明できればそれでいい。それに……」

　父・新あら木き大だい胡ごが陣のことを紫し乃のに話していた、ということばを思い出しながら、陣は静かにほほえんだ。

「父さんたちが俺を放ほったらかしてたおかげで、俺は考古学に出会えたしな」

「ず、ずいぶん大人みたいなこと言うんだね」

　居い心ごこ地ちが悪そうに、アルフは咳せき払ばらいをする。アークを見つけた達成感からくる余裕なのか、あるいはカランフルが反面教師になったのかわからないが、明らかに陣はひとつ大人になった。どぎまぎすることが増えたのはそのせいかもしれない……と、アルフは思った。

「……あたしも、おっ母かさんと仲直りすっかな。ガキじゃあるまいし、カッコ悪いよね」

「ソロモンの秘宝、発掘するのが今から楽しみだな。ソロモンの指ゆび環わに反応したのがアークだけだったということは、恐らく神山に埋まっている残りの財宝は、魔法を秘めてはいない軍資金がわりの、ふつうの宝物なんだろうけど」

「ふつうの宝物って何さ。金貨とか宝石とか？」

「聖書によれば、黄金の食器や鋼鉄の鎧よろいや武器だろうな。ソロモン王の母バテシェバの最初の夫だった戦士ウリヤは、鉄の民族ヒッタイト人だった。バテシェバが息子のためにウリヤのツテを使って、ヒッタイトから大量に輸入したのかも……。ああ、長年ぼろぼろの文献を必死につなげて調べてきた歴史の謎なぞが、もうすぐこの目で解明できるんだな」

　陣はキラキラと目を輝かせる。アルフもつられて、笑顔を浮かべた。

「まあ、アークダイモンもあと二匹だけど、アークに封印するのは簡単だし、ほとんど勝利宣言出してもいいぐらいだね。やっと平和になって、良かった良かった。アークダイモンがいなくなったら、またザコばっかりになるから、あたしはおなかすくけどさ」

「……ひょっとして、また俺おれを食わせろという婉えん曲きよくな言い回しか？」

「あ、いやいや。陣じんは食べないよ、だって……食べたら無くなっちゃうじゃん」

　アルフは手を後ろで組んで、照れくさそうに小石を蹴ける。

「？　まあ、食べれば無くなるのが当然だけどさ？」

　アルフの真意がいまいち理解できず、陣は首をかしげる。

「はー……やっぱ鈍感だ」

　陣に聞こえないぐらいの小さな声でつぶやいて、アルフはがっくりとうなだれた。

「お待たせ。じゃ、行きましょうか」

　夜中だというのに、しっかりと化粧を直して紫し乃のが戻ってきた。



　こうしてアークは、明けて昼過ぎには橘たちばな寮の陣の部屋に無事運ばれた。

　それから五日が過ぎ……ついに、三者面談の日がやってきた。

　シエラはドキドキしながら教室で待っていた。彼女と向かいあって、小学生にしか見えない、クラス一小柄でクラス一童顔な担任教師・雛ひな菊ぎくかすみが緊張した表情で座っている。

　表情は緊張していても、髪はお団子だし服装も子供っぽい。少女にしか見えないが、慢性的な肩こりをロハス（笑）なエステ（笑）とホットヨガ（笑）で癒いやしつつ、ランチ（笑）は隠れ家的お店（笑）のパスタ（笑）とスイーツ（笑）をめぐり、自分へのご褒美（笑）として秘湯の隠れ宿（笑）でマイナスイオン（笑）を吸収してキレイ肌（笑）を保つという、どこにでもいる二十八歳独身ワーキングガール（笑）である。

「えっとぅ……座ざ堂どうさんの保護者の方、遅いですぅ……」

　雛菊先生の横ではでっぷり太った理事長が、椅い子すからこぼれそうなほどにふんぞりかえり、金歯をきらめかせながら扇子をはためかせていた。

「ブフォフォフォフォ。春はる紗しや学園一のセレブである座堂さんが留年とは驚きですねぇ～」

「おことばですが理事長ぅ……。座堂さんはまだ赤点を取っただけで、留年とは……」

　肉圧に押されて遠慮がちながら、雛菊先生は必死に抗弁する。理事長はシエラの顔をまじまじと見つめて舌なめずりした。どうひいき目に見ても、新種のアークダイモンである。

「もう一年、余分にその美しい顔を見られるのでわたしは嬉うれしいですがねぇ～、ブフォフォフォ」

　シエラは、思わず少し椅子を引いて距離を取る。

（ミハイル・イワノビッチ、何をしてるのよ！　パパを今朝には連れて戻るって言ってたくせに、完かん璧ぺき遅刻じゃないっ！）

　シエラはそわそわする。三者面談は十時からの予定だったが、すでに十一時が近かった。

「ブフォフォフォフォ……どうやらご両親は来られないようですねぇ～。一時間待ってダメなら、お開きという約束でしたねぇ～、ブフォフォ」

　理事長が、金とダイヤでゴテゴテと飾り立てた腕時計をシエラに見せる。

（ああ……もうダメだわ！　やっぱり、あんな怪しいＫカーＧゲーＢベーの人なんて信用するんじゃなかった！　庶民が悪いのよっ、庶民がそばにいてくれないからあんな人に頼るしか……）

　シエラは顔をおおう。だが……そのとき、教室の扉がガラッと開いて、陣じんが入ってきた。

「えっ……しょ、庶民っ？　どうして……っ？」

　シエラは目をまん丸にする。理事長が怒って、陣を指さした。

「ブッフォー！　チミは誰だれですねっ、今は大事な話し合いの途中なんですねぇ～！」

「あれ？　今日って終業式じゃ？」

　陣はとぼけた表情で目をぱちくりして、頭をかいた。雛ひな菊ぎく先生が呆あきれて答える。

「終業式は明日ですぅ。新あら木きくんともあろう人が、ずいぶん勘違いですぅ。それに新木くんともあろう人が、目上にタメ口はいけないですぅ」

「別に俺おれ、理事長なんか目上と思ってねーしタメ口でじゅうぶんじゃん」

「ブフォーッ！　なっ何ですと――！　無ぶ礼れいじゃないですかチミ――っ！」

「しかし、終業式は、明日だったのか。困ったなぁ～、ただ帰るのももったいないけど、まだ十時だからアルフライラも開いてないしなぁ～」

「ブフォフォッ、どこまで勘違い野郎ですかねぇ～。もう十一時ですねぇ～、ブフォッ」

　理事長が真っ赤な顔で怒りながら腕時計を見せると、陣は首をかしげてポケットから携帯電話を取りだした。

「え？　俺の携帯はまだ十時半だけど？」

「ブフォッ！　なっ……何ですとぉ～っ？」

　理事長は思わず立ちあがり、陣の携帯電話を奪い取る。たしかに、まだ十時半だ。

「ブフォーッ！　こっ、これは何かの間違いですねぇ～！」

「教室の時計も、十時半だぜ。理事長の時計が進んでるんじゃ？」

　陣は平然と、教室の壁にかけられたアナログ時計を指さす。確かに針は十時半だ。

（えっ……？　あ、あの時計、たしかにさっきまで十一時近かったのに……っ？）

　シエラは目をこすった。理事長はあわてて、自分の時計と壁の時計を見比べる。

「ブフォッ……さっ、三百万円もした時計なのにっ……！」

「磁石の影響かもしれないぜ、財布の留め金とかを調べてみたらどうだ？　磁石の影響で、クレジットカードが使えなくなったりすることもあるし」

「クレジットカードがっ？　ブフォーッ！　それは一大事ですねぇーっ！」

　陣に言われて、理事長はあたふたと背広を脱ぐと、ポケットを全部ひっくり返して磁石を探しはじめた。シエラのことは、完全に失念しているようだ。

　置いてけぼりになったシエラはポカーンとしていたが、そのときポケットの中でマナーモードにしていた携帯電話が震えた。携帯電話の時計表示は、十一時になっている。

（えっ？　やっぱりもう十一時じゃない、どうして壁の時計は十時半なのっ？）

　携帯電話を取りだしてみると、ストラップがわりにくっついていたはずのトーレムがいない。ハッとして、シエラは壁の時計に視線を向ける。よーく見ると、長針の後ろにトーレムがいて、回ろうとする針を必死に押さえている。

（ど……どういうことっ？）

　シエラが携帯のメールを開くと、陣じんからメールが二通届いていた。一通目は十分前で、『トーレム、俺おれは今教室の外にいるが、もう少し時間稼ぎの必要がある。壁の時計を十時半に合わせろ、後は俺がうまくやる』

　二通目は、今届いた分で、

『座ざ堂どう、ミハイルから連絡があって、こっちに向かってるが少し遅れるらしい。俺が時間稼ぎをするから、心配すんな』

　シエラの頬ほおが、カアッと赤くなった。携帯電話を閉じて、ぎゅっと胸に抱きながら、陣のほうに目を向ける。陣は、血相を変えながら背広を調べている理事長の横で、ああだこうだと口を出して引き伸ばしていたが、シエラの視線に気づくと、少し笑った。

　―――大丈夫、おまえは心配するな。俺に任せとけ―――

　ふだん無口なのがもったいないほどの、独特の穏やかさのある陣の声が、シエラの胸の中ではっきりと再現される。

「庶民……」

　胸が詰まって、シエラは思わず涙ぐむ。一人ぼっちで留年を目前にしていた不安と、安あん堵どと、陣が自分を助けにきてくれたという嬉うれしさが、胸の中で混ぜこぜになっていた。

「ブッフォー！　背広を調べはじめてから十分以上経たっているような気がするのに、壁時計は十時半のままですねぇ～？　どういうことですねぇ～っ？」

「楽しい時間は早く過ぎるが、辛つらい時間はなかなか過ぎないものさ」

「そっ、そんな屁へ理り屈くつでは納得できないですねぇ～？」

「じゃあ科学的に説明してやろう。理事長の体重は？」

「ブフォッ！　そそそっ、そんなことチミに話す必要はないですねぇ～っ！」

「質量の重い物体ほど、強い重力を生む。強い重力があるところでは、時間の流れがゆっくりになる。アインシュタインの相対性理論にそう書いてある」

「ブフォッ……？　で、では時間の流れが遅いのは、わたしのメタボリック症候群のせいだと言うんですねぇ～？　な、何ということですねぇ～！」

　雛ひな菊ぎく先生は、陣の言っていることがツッコミどころありまくりだということに気づいてはいたが、時間稼ぎをしていることが何となくわかったようだ。コロッと騙だまされている理事長の姿に、笑いをこらえていた。シエラも、陣じんの大胆さに感心してしまう。

（うーん、わたしも相対性理論とかは全然わからないけれど、庶民が言ってることが何となくうさんくさいということはわかるわ。でも、いつまで長引かせられるのかしら……というより、本当にパパは来るの？）

　陣を信じる気持ちは強かったけれども、どうしても不安はぬぐえない。いや、今日の陣がこんなに頼もしく見えるからこそ、留年して離れたくないという気持ちが強くなって、余計に不安が強くなっていた。

　ふと、頭を抱えていた理事長の動きが止まる。陣は、ギクッとした。

「ブフォッ……？　ちょっと待ってほしいですねぇ～？」

「あ、ついに気づいたかな」

「強い重力で時間の流れがゆっくりになる……とすると、重たいわたしの時間が『ゆっくり』になるわけだから、わたしの腕時計は『遅れる』はずですねぇ～？　チミ、よくもわたしにいいかげんなことを言ったですねぇ～！　しかもさっきから上から目線の失礼千万なタメ口、超ムカつくですねぇ～！　チミも留年させられたいですねぇ～っ？」

　だまされたことに気づいた理事長が、激怒しながら陣に詰め寄る。迫力と肉圧に押されて、陣は後ずさった。シエラは、絶望して胸がはり裂けそうになる。



    

  
    
      



    

  
    
      （庶民のバカバカ、タメ口で相手が怒り倍増することぐらいわからないのっ？　ああっ、もう駄目なのかしら……。あっでも庶民がいっしょに留年するならそれはそれで……いや、やっぱりだめ！　満もち月づきの欠けたることも無しとうたわれるセレブで優等生のこの座ざ堂どうシエラ様が留年だなんて、決してあってはいけないことよ！）

　陣じんの顔も引きつって、先ほどまでの余裕が無くなっている。もう策は無いのか、あるいは今必死に考えているのか、どちらにせよ崖がけっぷちにいることに間違いはない。



　絶体絶命と思われたそのとき、突如、

「バララララッ……！」

　という轟ごう音おんが教室に響いた。ヘリコプターのローターの音だ。ローターが作るすさまじい下降気流がダウンバーストとなって校庭を襲い、校舎の窓がビリビリと振動して、窓ガラスにピシパシとひびが入る。理事長はびっくりして頭をかかえ、机の下に逃げこんだ。巨体を小さな机の中にねじこんだので、入りきれず、机が浮き上がっている状態だが。

「なななっ、何ですねぇ～っ？　爆撃ですかねぇ～っ、ブフォフォフォ助けてー！」

「直接来たんだ、あのうさんくさいＫカーＧゲーＢベー！」

　陣が教室の窓を開ける。とたんに飛びこんできたヘリコプターのすさまじい音と風圧に、シエラは耳を押さえた。ふわっとしたシルエットの制服のスカートが風にひるがえり、白い太ももの上に位置する禁断の領域が見えかけ、陣はあわてて窓の外に目を向けた。

「おいミハイルっ、ここにはヘリポート無いぞ！」

　陣は頭上でホバリングしているヘリコプターに向かってどなる。操縦席にいるミハイル・イワノビッチが、縄ばしごを投げ下ろして、後部座席に声をかける。

「仕方が無いダー、ここで下りてくださいダー」

「ちょちょちょっ……あり得ない！　わしは文科系なのだっ、そんなアクションはジャッキー・チェンにやらせておけ！」

　後部座席で、特徴ある（ありすぎる）シルクハットにカイゼルひげの中年男が青ざめて反論する。シエラの父で先代のランプの魔神、座堂ピエールである。

　すると、隣に座っていた女性が立ち上がった。オードリー・ヘップバーンを意識しまくった、タイトなワンピースに大きなサングラス、アリアーヌ巻きのスカーフでまとめた髪、細い体を強調した、重量感のあるゴージャスなイヤリングやブレスレットなどの宝石類……彼女はいともたやすく、縄ばしごに手をかける。ピエールは血相を変えて叫んだ。

「ママっ！　何をするのだ、危ないぞっ！」

「大事な娘が留年の危機だというのに、地上三十メートルから縄ばしごで下りることぐらい何が危ないんですの？　寝言は寝てから言いやがれですわ。あなたったら魔法ばかり使っていて、自分の体を使うことを忘れているんじゃないですの？」

　表情ひとつ変えずそう言って、シエラの母はすいすいと鮮やかに降りてくる。縄ばしごの終点と校舎のあいだには五メートルほどの距離があったが、彼女は反動をつけてひらりと飛び、ガラスを割って突っこんできた。

　突然のアクション的展開に、陣じんたちは固まっていた。ピエールも震えながら下りてきて窓に飛び移るが、距離が足りずに落ちかけたところを、陣がはっしと腕をつかんで引きとめた。

「遅いじゃないかよ、座ざ堂どうの親父おやじさん」

「すまんすまん。パリから自家用ジェットで帰ってくる途中、ミグとかスホイとかに追いかけられてしまってな」

「戦闘機に追いかけられたって、思いっきり領空侵犯したんだな」

「何とか振り切って日本上空まで逃げてきたのだが、イージス艦のレーダーに引っかかって艦対空迎撃ミサイルで攻撃されてしまってな。ははは、焦あせった焦った」

「今絶対、総理官邸とか大変な騒ぎになってるような気がするが」

「で、ジェット機が撃ち落されたので脱出して、ヘリコプターで駆けつけたというわけなのだよ。わが愛する妻『オードリー』とともにな」

「その名前、漢字で『踊』って書くんだろ」

「さすがは楔くさび形がた文字マニアだな。ようやくセレブ流漢字の読み書きをマスターしたか」

「当たってたのかよ……」

　硬い声でつぶやきながら、陣はピエールを引きあげる。

　シエラは、まさか母親まで来ると思っていなくて、明らかにとまどっていた。ほとんど家に居つかず、外国を遊び歩いていた母だ。「お帰りなさい」というのは抵抗があるが、「お久しぶり」は家族に対しておかしい。複雑な気持ちに揺れ動いているシエラに、「オードリー」はサングラスごしにちらっと目を向け、宝石で飾られたハンドバッグから小切手を取りだす。

「三者面談でしたわね、理事長。遅れたぶん、手っ取り早くお話をまとめるですよ」

「ブフォッ……て、手っ取り早く、とは？」

「上品な言いかたをすれば、カネに物を言わせるということですわ。白紙の小切手を差しあげますから、好きなだけマルを書きやがれです」

「ブフォーッ！」

　理事長は鼻息荒く、小切手を両手でつかんだ。陣は小声でつぶやく。

「なんか、座堂のおふくろさんのセレブ語に乱れが見えるのは気のせいか？」

「妻はもともと超貧乏な庶民で、我が家の住み込みメイドとして働いていたのだ。メイドの前は、百個ぐらいバイトを転々としていた苦学生だったのだ」

「それ、生徒会副会長の氷ひ室むろ江え利り子こと設定かぶってるだろ」

「おお、他ほかにもそのような苦学生がいるのだな。ならば恐らく彼女も、あの試合のことは知っていることだろう」

「何かうさんくさい方向に向かいつつある気がするが、とりあえず聞いておく。あの試合……とは？」

「『罵ば畏い闘と百ひやく忙ぼう殺さつ』だ」

　ビシッ、とピエールが人差し指を立てる。陣じんが固い声でつぶやいた。

「出たな、昔の少年ジャン○ピ」

「ば……『罵ば畏い闘と百ひやく忙ぼう殺さつ』……！」

「ブフォッ！　知っているのか、雛ひな菊ぎく先生！」

　青ざめた雛菊先生に、理事長が尋ねる。雛菊先生は、緊迫した表情でうなずいた。

「わ、わたしも学生時代、学生課の掲示板に貼はりだされたアルバイト募集のチラシを見ていたとき、小耳にはさんだだけですぅ。『罵畏闘百忙殺』……世界中から集まった猛者フリーターたちが過酷な百の試練バイトを労働たたかいぬくというですぅ。ちなみに時給は千二百円と割高ですが、百の試練バイトはいずれも忙殺の名に恥じぬほどの殺人的な忙しさゆえ、完全制覇した勇者フリーターはただ一人ですぅ。あまりにも危険なうえ、労働基準法にも引っかかるので、今では開催が禁止されていると聞きますですぅ……！」

「あ、その完全制覇した伝説のフリーターって、あたくしのことですわ」

　オードリーが自分を指さしてあっけらかんと言う。理事長と雛菊先生は、驚きよう愕がくしてひれ伏した。

「ざ、座ざ堂どうさんのお母様が、あの伝説の『罵畏闘百忙殺』の完全制覇者ですぅっ？」

「さーて、わたしの人生を決める三者面談だというのに、どこまで脱線するのかしら」

　シエラは凍りついた笑顔を浮かべながら、棒読みで言う。

「おおそうだ、われわれは三者面談に来たのだった！　さあシエラ、この白紙の小切手さえあればいくら赤点を取っても留年の心配は無いぞ、喜びなさい」

　能天気に言ったピエールにシエラは不審の目を向け、彼の袖そでを引っぱって、教室のすみに連れていく。担任や理事長に聞こえないよう、シエラは小声でどなった。

「白紙の小切手ですって？　何考えてるのよ、パパ！」

「カネで全すべてを解決するのは、選ばれたお金持ちだけに許された特権じゃあないか。遠慮せず、セレブらしくばんばん買収しなさい」

「そのおカネが、うちには無いんでしょっ？　ジェット機まで撃ち落されて、どうするのよ！　ママの前でおカネが無いところを暴露したら、離婚されちゃうじゃない！」

「別に、ふだん家にいないママなんだから、離婚してもそんなに変わらないと思うが」

「ばっ、バカ言わないでよ！　離婚したら家にいないどころか、二度と会えなくなっちゃうかもしれないじゃないっ！」

　シエラは真っ赤になってうったえた。オードリーが、優しくほほえんでシエラの肩をたたく。

「お金のことなら心配しなくても大丈夫ですわ。後でゆっくりと説明するですよ、シエラ」

　大丈夫ではないから、心配しているのである。シエラは不安そうに、いやにニコニコしている父母の顔を見比べていた。



　ニコライにリムジンで迎えに来させて、シエラ一家は座ざ堂どう家に帰った。

　なぜかついて来させられた陣じんにとって、メイドたちがずらりと並んでの出迎えも、豪華な座堂家の調度品も、見るのは二度目だが何度見ても別世界で落ちつかない。

　長らく留守にしていたピエールとオードリーが帰ってきて、ニコライとメアリーは安あん堵どの表情を浮かべた。ご主人様の人数が増えたぶん彼らは忙しくなるが、シエラの寂しそうな顔を見なくてすむならたいしたことではない。家族ではない自分たち使用人には、せいぜい温かいお茶を入れることぐらいしか慰めるすべが無いことを、毎日もどかしく思っていたからだ。

「少年に来てもらったのは、他ほかでもない。アークを見つけてくれた礼を言わねばならんからな」

　使用人たちは完全にシャットアウトしてしまい、家族と陣だけになった居間のソファに座って、ピエールが話しはじめた。

「別に礼を言われる筋合いはないさ。俺おれの研究なんだから」

「まあそう謙けん遜そんするな。お礼は、白紙の小切手と金の延べ棒のどっちがいいかな？」

　ピエールは、テーブルの上に置いてあったルイ・ヴィトンのボストンバッグのジッパーを開いた。中から、小ぶりの板チョコほどの大きさの金の薄板がゴロゴロ出てくる。

「こっ……これ、思いっきり銀行強盗のシチュエーションじゃないか！」

「パパっ……いくら貧乏になったらママに離婚されるからって、ついに越えてはいけない一線を越えちゃったのっ？　バカバカバカっ、パパが刑務所に入っちゃったら、どっちにしても家族バラバラになるじゃないのっ！」

　シエラは涙を浮かべて、ピエールの胸をポカポカ殴る。

「ママも何とか言ってよ、言葉もかけたくないほどパパを嫌いになっちゃったのっ？」

　涙ながらにシエラは振りかえる。オードリーは真っ赤な唇に、同じ色のマニキュアを塗った爪つめをついっと当て、感心したようすで軽く唇をとがらせる。

「うーん。純金の金塊インゴツトをぎっしり入れても破けないなんて、さすがヴィトンのバッグは違うです」

「何とか言ってとは言ったが、何でも言えばいいってもんじゃないだろ」

　陣が呆あきれてツッコむと、オードリーは手を腰と口に当てて、高らかに笑った。

「オホホホホ！　心配ご無用です、これはれっきとした座堂家の財産ですわ」

「で……でも、うちにはもうこんなお金は無いはずじゃ……」

　シエラは金の延べ棒の数を数えながら、指折り計算する。オードリーはほほえんだ。

「この金塊インゴツトは一枚一キロです。今、金の価格は小売でグラム三千円弱ですから、一枚三百万。それが百枚あるですからざっと三億円です。座ざ堂どう家にとっては、ハナクソみたいなものですわ」

「い、いえ、あのねママ……座堂家のお金はもう……その……」

　どこまで話すべきかとためらうシエラに、オードリーは余裕の笑みであっさりと答える。

「わかってるですよ、シエラ。パパがランプの魔神じゃなくなったから、今までのように魔法でお金を出せなくなったんでしょ？」

「えっ……し、知ってたのっ？」

　シエラは目をグルグルさせる。怯おびえるようにうつむいて、小さな声でたずねた。

「そ……それじゃ……パパと離婚しちゃうの……？」

「パパと離婚ですって？　なんでです？」

「なんでって……パパが、お金に不自由させないって言って結婚したんでしょ？　お金が無くなったら離婚されるってパパが言ったから、だからわたし……」

「オッホホホ！　そのとおりです、大事な家族を守るにはお金が要るです。というわけで、パパがお金を稼げなくなったら、あたくしが稼げばいいだけの話ですわ」

　オードリーのことばがいまいち飲みこめず、シエラは首をかしげる。

「ママが……稼ぐ？」

「これでもあたくしは『罵ば畏い闘と百ひやく忙ぼう殺さつ』の完全制覇者です。座堂家でメイドをする前は、イギリス秘密情報部でスパイのバイトをしてたです。だからパパが魔法でお金を出していることは、結婚する前からわかっていたですわ」

「……イギリス秘密情報部って、ジェームズ・ボンドとかがいるところ？　それ、明らかにパパの収入源を英国政府が探ってたってことよね……？」

「あっ、スパイって言ってもそんな大げさなものじゃないですよ？　パパがテロリストと癒着があったら、ソッコーで暗殺するように言われてただけです」

「イギリス秘密情報部の『殺しのライセンス』って、バイトでももらえたのね……」

「そういうわけで、シエラが万一『ご主人様』を見つけて魔法書がリセットされると、パパが魔法でお金を出せなくなって座堂家が傾いてしまうことは想定の範囲内だったです。そのときにそなえてあたくしは、バイト時代に培った世界中のコネクションを利用し、パパの資産を元手に複合型国際大企業『シェラザード』を作りあげたのですわ」

「えっ……！　このあいだ六本木ヒルズを買収した『シェラザード』って、ママの会社だったのっ？」

「お金は使えば無くなるです。けれど、稼げばどんどん増えるです。魔法なんかに頼らなくても、労働こそが無から無限の富を生みだす真の錬金術！　そういうわけで、ママは十五年かけてやっとママの会社を世界的大企業にしたです。これでもう座ざ堂どう家は心配ないです、シエラにも迷惑かけずにすむですわ」

　オードリーは、シエラの肩を両手でポンとたたいた。シエラは、まだ状況がよくのみこめていない。

「そ……それじゃ、ママがわたしの小さいころからしょっちゅう家にいなかったのは、わたしを放ほうってパパのお金で豪遊してたからじゃなかったの……？」

「もち、パパのお金を資産運用してたです。シエラには寂しい思いをさせてしまったですけど、根回しのためのパーティ出席とか会社の管理で日本に帰るひまが無かったです。でも、ようやく会社が軌道に乗って落ちついたので、パパを呼んで説明したですわ」

「えっ……！　パパ、アークダイモンを怖がって逃げたんじゃなかったのっ？」

　シエラは信じられないようにピエールを見上げる。ピエールは心外そうに鼻息を荒くした。

「バカも休み休み言いなさい。かわいい娘がこんなケダモノ野郎のメイドにされたというのに、見捨てるはずがないだろう」

「オッサン、聞こえてるぞ」

　陣じんが硬い声でつぶやく。オードリーは、シエラの頭を優しくなでた。

「同感ですわ。あたくしも、かわいい娘がどこの馬の骨とも知れない楔くさび形がた文字マニアのクソヤローに仕えているなんてパパから聞いて、気が気じゃなかったです。でももう大丈夫ですよ、座堂家は再び、大金持ちに戻ったですからね」

「……それって……どういうこと？」

「会社は軌道に乗ったし、時間をかけて、日本にいながらにして世界中のわが社を管理するシステムを作りあげたですから、これからは家にいられるです。もちろん魔法書なんて無くっても、お金はザクザクです。もうシエラがランプの魔神になる必要は無いというわけです」

「もう……ランプの魔神にならなくていい……？」

　シエラはとまどって、一度陣のほうを見た。

　こんな状況は、想定していなかった。シエラの頭の中のシナリオとしては「十じつ戒かいのアークダイモンを全すべて倒す」→「魔法書の呪じゆ文もんが全部埋まり、シエラは一人前のランプの魔神となる」→「陣に呼びだされなくても、いくらでも魔法が使えるようになる」→「座堂家復興。両親が帰ってきて幸せに暮らす」だった。

　それが「アークダイモンは別に全部倒さなくてもいい」「魔法書が無くても金はある」「両親はもう帰ってきてる」ということで、何もかもが番狂わせだ。最初はセレブの自分が庶民の陣に仕えるなんてと反発していたが……実を言えば魔神レベルアップのため、陣が「ちちんぷいぷい」の呪じゆ文もんをとなえて頭を撫なでてくれるのが、少しだけうれしかった。

　なのにもう陣じんのところには行かなくていい、二度とメイド服姿になる必要もない、陣の魔神になる理由もないという。突然放ほうり出されたシエラは、すがるように陣にたずねた。

「で……でも、そんなの庶民が困るわよねっ？　わたしはそりゃあ、あなたみたいな庶民に仕えなくても良くなったのはうれしいけども？　だってほら、庶民は寮で食事ヌキにされることもあるし、これから夏休みだから学食もしまっちゃうし、わたしがいないと困るんじゃないのかしら？　だとしたら、非っ常～っに不本意だけど、突然見放すのもかわいそうだから、もう少し庶民の魔神でいてあげても……その、別にいいわよ？　夏休みだから学校では会えないわけだし、あなた『が』わたし『に』会いたいというのなら、ランプで呼びだす以外にこの四十日間会う方法はないわけだし？　だ、だから頭を下げてどうしてもって頼むんならっ……わたしって、その、困っている人は放っておけない性分だし」

　すなおに「陣に呼びだされる理由がなくなっても、絶対に呼びだしてほしい」と言えばいいのだが、自分の本心をあらわすのは恥ずかしく、ついそんな言いかたをしてしまった。

（でも……庶民なら、わたしがちょっぴり毒舌テイストだって知ってるから、その行間にひそんだ真意をかぎとってくれるだろうけど。暗号みたいな楔くさび形がた文字だって解読できるんだから、当然、それぐらいの喩たとえはわかるわよねっ？）

　期待に胸をふくらませ、シエラは陣の返事を待つ。だが陣の答えは意外なものだった。

「まあ、飯に関しては困るかもしれないけど、おまえもずっとメイドなんて嫌がってたし、ちょうど良かったじゃないか。ここでお開きにしようぜ」

「……えっ？　お……お開きって、どういう……？」

　愕がく然ぜんとしているシエラの手に、陣は魔法のランプを渡した。

「当初の目的どおり、セレブな生活に戻れたんだから、もう魔神なんかになる必要はないだろ。これは返す、おまえはもう自由の身ってことさ」

「ちょ……ちょっと！　このわたしが、もうちょっと魔神でいてあげてもいいって言ってるのよっ？　ここは、涙を流してむせび泣きながら感謝するところじゃないのっ？」

　立ち去ろうとした陣の腕を、シエラが追いすがってつかむ。だが陣は、彼女の手をそっと引きはがし、静かだが強い口調で説得した。

「忘れてるようだが、うちの寮は女子禁制だ。父さんたちからの連絡が長いあいだとだえてる以上、あそこを追い出されたら俺おれは路頭に迷う。おまえも一文無しになったら路頭に迷うだろうと思ってランプで呼び出してたけど、もうその心配が無いんなら、俺もわざわざリスクを冒おかす必要はない。おまえが来ないことが、一番俺のためになるんだよ」

「そんな……」

　シエラは息をのむ。しかし、まったく陣の言うとおりだった。自分にとって、陣の魔神でいることに、今までは「座ざ堂どう家復興のため、使用人たちを路頭に迷わせないため」という大義があった。けれど今はただの「お金持ちの余暇の過ごし方」でしかない。

（それじゃ……わたしが庶民の魔神でありつづける理由は、もう何一つ無くなってしまったわけなの？）

　シエラはためらいながら、重々しく後ずさった。厳しかった陣じんの表情が、ホッとゆるむ。

「じゃ、俺おれは寮に帰るぜ」

「か……帰りなさいよ。もう、わたしには庶民なんて必要ないんだから！」

　シエラはうつむいたまま、真っ赤になっている。陣はほほえんだ。

「だな。親がいるんだから、他人の俺なんか必要ないだろ。じゃな」

「な、夏休みは四十日もあるんだから！　四十日も会わなかったら、庶民のことなんかきっと忘れちゃうんだから！　もう二度と、庶民の部屋になんか行かないんだから……っ、……あ、安心しなさいよ……ねっ……！」

　シエラの声が突然震えて、顔からぽとり、と水滴が落ちた。涙だ、と気づいた瞬間、陣はあわててシエラに背中を向けた。

「ああ、そうしてくれるとありがたいぜ」

「こら庶民っ！　きさま行間を読むということを知らんのかっ、シエラの本当の気持ちがわからんのかっ！」

　いきなり話に横入りしたピエールの口を、オードリーが後ろから塞ふさいで制止してひそひそとささやく。

「ちょっとパパ！　あなたこそ行間を読みやがれです、新あら木きくんの本当の気持ちがわからないんですのっ？」

「モガガガガ！　ガッ」

　じたばたしていたピエールが、一瞬にしてガクッと首を落とした。オードリーは自分の頭をコツンと叩たたいて、ぺろっとかわいく舌を出す。

「おっと、落としちゃったです。コンサート会場のスタッフのバイトで、出待ちしてるファンを制止するときのクセがうっかり出ちゃったですわ」

　もちろん、そんな制止の仕方をしてはいけません。

　シエラはこぶしをぎゅっと握って突っ立ったまま、何百万円もするペルシャ絨じゆう毯たんの上にぽとぽとと涙を落としていた。追いかけたい気持ちを必死に止めているので、細い足がわずかに震えていた。



　陣は座ざ堂どう家の門から外に出た。

「これで自由の身、だな……」

　夕方の西日がぎらぎらと赤くて、そのまぶしさと熱気に、陣は思わず手を目にかざす。

　目を陰にすると、門の横にアルフが立っていたことに気づいた。

「誰だれが？　陣じんが、それとも……シエラが？」

「いたのか、アルフ。どうしてここに？」

　陣に問われたアルフは、ムスッとして頭をかいた。

「夕ゆう也やがメシ食いに来て、陣がいないって言うもんだからさ。シエラの両親が帰ってきて、留年もまぬがれたらしいし、女のカンってやつ……シエラにランプを渡したんだろ？」

「座ざ堂どうが魔法を使えなくても金を稼げるようになれば、俺おれはもう必要ないからな」

　陣はアルフの追及から無意識に逃げようとして、夕方の道を歩きだす。アルフは狩人かりうどのように、ひたひたと陣を追跡する。

「だけど、陣にはシエラがまだ必要じゃないか」

「アークが手に入ったんだから、魔神の力は必要ないと思うが」

「あと二匹残ってるよ。『偶像崇拝』と『唯一神の否定』がさ」

「こっちにはアークがあるんだから、わざわざ封印されに来るほどバカじゃないだろ」

「ソロモンの知恵と『指ゆび環わ』を持っていても、あんたがただの大食いの男子高校生だって事実には変わりないんだよ？　京都のときみたいに体を乗っとられたら？　陣の手にアークがあることで、奴やつら逆に『やられる前に先手必勝』って思うかもしれないじゃないか」

　アルフは険しい表情で陣の背中を刺すように見つめる。だが陣が返事をしないので、イラ立ちに顔を真っ赤にしながら足を止めた。

「……陣が心配だ、って言ってるんだよ！　わかんないのかいっ？」

　アルフの青い目から、大粒の涙がぽろぽろ落ちている。振り返った陣は、とまどった。

「な、なんで泣いてるんだ？」

「シエラが魔法を使えなくても、ランプはけっこう戦いに使えるじゃないか。それを返すのは、武器を失うってことだよ？　アークが見つかったことで、まだ二匹も残ってるアークダイモンがテンパって襲ってくるかもしれないのに、どうして今ランプを……！」

「アークダイモンがアークを狙ねらっても、俺の問題だ。座堂が協力する必要はないだろ。だってさ……あいつ、両親に見捨てられてなかったんだよ」

　シエラのことを語る陣の目が、ひときわ優しくうるんだことにアルフは気づいた。

「見捨てられてなかったって？　だってシエラのおっ母かさんって海外で豪遊してたし、お父っつぁんはアークダイモン怖さに逃げたんだろ？」

「どっちも座堂のためだったんだよ。座堂には、これから幸せな家庭が待ってるのに、巻きこむわけには行かないだろ」

「シエラをかばって突き放したの？　アークダイモンとの戦いに巻きこまないために？」

「座堂と違って俺は、何があったって親も悲しんだりしないからな」

　一片の迷いもかげりもなくそう言い残し、陣は夕ゆう陽ひに向かって歩いていく。アルフは、追いかけなかった。ただじっと、陣の背中を見つめていた。

（覚悟はできてる、ってことなんだね……陣じん）

　赤く燃える空に、黒いカラスが群れをなして飛んでいく。不吉な声で歌うのは、死者への弔歌か。死を運ぶという鳥を見上げてアルフは唇を噛かみしめ、ぐっとこぶしを握る。

（あんなわがままシエラのために命を危険にさらすなんて、陣はバカだ。そして、その陣を守るために命をかけようかと今考えてるあたしは、もっとバカだ。でも……陣のためなら、あたしはバカでかまわない）

　夜がひたひたとしのび寄り、強くなりはじめた風が、アルフの長い黄金の髪を吹きなぶる。決意を固めた少女の瞳ひとみが、逃げずそむけずきりりと前方を見すえている。

　残るアークダイモンは二体。その姿、能力、魔力は、いまだ不明……。



    

  
    
      


二話　渚なぎさのビーチプリンセス！





　一学期の終業式……その日の午後、春はる紗しや学園の男子寮であ橘たちばな寮で、氷ひ室むろ啓けい太たは沈痛な面持ちで夏休みの帰省準備をしていた。ボストンバッグに夏休みの宿題や実家へのお土産みやげを詰めこみながら、啓太は深いため息をつく。

（はー……。高たか嶺ねの花はしょせん高嶺の花だった。手に取ろうとした瞬間、ガケからまっさかさまに落っこちた気分だ。怖いよう、夢の中にまで怖い執事が追いかけてくるよう。とっとと実家にトンズラして、ほとぼりが冷めるのを待とう……）

「氷室、寮長がお呼びだぞ」

　同室の少年が、やつれた啓太に声をかける。

「へ？　寮長？」

　ぱちくり、と啓太は大きな目をまたたく。部屋の扉を開けると、橘寮寮長にして生徒会長の高等部三年生、近衛このえ右う京きようが腕組みをして廊下に立っていた。普段は四人の幹部寮生を引き連れているのだが全員帰省してしまったらしく、珍しく一人きりだった。

「何か御用ですか、寮長」

「帰省の準備ができているようだな。氷室、おまえはわたしの命令をよく聞いて役立ってくれる。いずれはこの橘寮の寮長になれる器だと見込んでいる」

「もったいないおことばです、寮長。ぼくごとき、まだまだ役不足です」

　いちおう謙けん遜そんはしてみるが、心の底では「当然じゃね？」と思っている啓太。そのことばを聞いた右京は珍しく、満面の笑みを浮かべた。

「そのとおりだ、さすがよく判っているではないか！　というわけで修行に行こう」

「は？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げた啓太の腕を、右京はぐいっとつかむ。剣道部主将でもある右京の、剣道で鍛えた握力は、決して逃がさないと言わんばかりに啓太の腕を締めつける。

「あいたたたた！」

「最近、高等部の何とかいう女子の周囲をウロウロしているそうではないか？」

　右京にはありえない満面の笑みだが、その目が全然笑っていないことに啓太は気づいた。

（しまった！　硬派の寮長は、ぼくが軟派なことをしていると思って怒っているんだ！）

　正解は、右京も「高等部の何とかいう女子」すなわち座ざ堂どうシエラのことを、気高く美しい理想の大和撫子やまとなでしことして心の奥深くで想おもい慕っているのだが、そのことを啓太は知らない。

「い、いえ！　それは寮長の気のせいです、たまたまです！　だって座堂先輩はぼくなんかにはとうてい手の届かない高たか嶺ねの花です、近づいたら火傷やけどどころじゃすみません！　そりゃもーぱっくりまっぷたつですって！」

「そうか。まあ今回はたまたまだったとしても、これからも恒久的に、わたしの後継者としてもっとも有望なおまえの心を邪気で乱させるわけには行かぬ。というわけで、寮長としての親心だ。山ごもりに付き合ってやろう」

「山ごもりって何ですか」

「滝に打たれたりして修行するのだ。二人っきりで、夏休みめいっぱい♪」

　語尾の♪も、明らかにふだんの右う京きようのテンションではない。最近シエラとの距離をぐんぐん縮めて、先日は彼女の車にまで乗ってしまうほど急接近中の啓けい太たを引き離したい、というのが、右京の本音だった。

（新あら木きも怪しい動きをしていたが、奴やつは宇う多た田だと相思相愛の中だと判明し、当面の敵はいないものと安あん堵どしていたのに……まさか、飼い犬に手を噛かまれるとはな）

　念のため、陣じんと夕ゆう也やが相思相愛だというのは右京の完かん璧ぺきな誤解である。

　剣道部主将として武勲をあげても、生徒会長として学園中に権力を及ぼしても、他ほかの生徒の相手に多忙なシエラが彼を振りかえることはない。知性、体力、整った容よう貌ぼう、旧家の家柄、全すべてが揃そろい完璧な右京の人生にただひとつ足りないもの……それがシエラだった。

　啓太と山ごもりをすれば、自分も夏じゅうシエラと会えないわけなのだが、嫉しつ妬とにかられた右京はそんな単純なことにも気づいていない。啓太は焦あせって、考えをめぐらせる。

（こ、これはまずい。いくら座ざ堂どう先輩にハートブレイクしたとしても、寮長と二人っきりで山ごもりなんてまっぴらごめんだ。だいたい寮長は今年大学受験のくせに、受験勉強もせず後輩を巻きこんで、せっかくの夏を滝に打たれるなんて何という青春の無駄遣い！　何とかして、この危機的状況を打破せねば！）

　ものすごい勢いで脳細胞を働かせ、啓太はピーンとひらめいた。

「あっ……そ、そうだ、すみません寮長！　寮長といっしょに山ごもりできるなんて恐悦至極に存じますが、無理なんです！　明日、姉といっしょに海水浴に行く約束が！」

　姉とは生徒会副会長の高等部二年生、氷ひ室むろ江え利り子こである。怜れい悧りなメガネ美少女だが、その一方で苦学生のスーパーフリーター、また女のカンでシエラを恋敵と嗅かぎ取りその私生活を暴いて右京に彼女を諦あきらめさせようとしているパパラッチでもある。

「副会長と海水浴？　姉弟きようだいで仲が良いのだな」

「いやー仲がいいんじゃなくて、女の子だけで海に行ったらナンパされちゃうじゃないですか。姉は潔癖だからそういうの嫌いな人なので」

「副会長がナンパされる？」

　心がざわついて右京は胸を押さえた。江利子は男顔負けの知性と事務能力を誇る右京の頼もしい片腕である。確かにいっしょに遊園地の観覧車に乗ったとき、夕焼けに照らされた江え利り子この顔が紅潮して少し色っぽく見えたが、右う京きようはその気持ちを必死に否定していた。

（副会長は他ほかのくだらないバカな女どもとは違う、聡そう明めいで知的な人材だ。かわいいだとか色っぽいだとか、そんな目で見るのは彼女への侮ぶ辱じよくではないか！）

　江利子は、常に冷静な参謀役として自分の側そばにいた。その距離を少しでも変えることは、二人の関係を崩壊させるような気がした。とは言え、しょせん右京は弱冠十八歳である。

「江利子」「ナンパ」の単語を聞いただけで、全身の血液が沸騰しそうになった。

「よしわかった！　ならばわたしが護衛する！」

「は？」

「わたしも副会長の海水浴の供をする！　夏の海は危険だらけだ、万全を期さんとな！」

「えっあっそっそうなんですか？」

　降ってわいたラッキーに、啓けい太たはポンッと両手を打った。

「いやー寮長がいっしょなら安心です、どうか姉と二人で海に行ってきてください」

「え？　ちょっと待て、おまえは行かんのか？　わたしと副会長だけで海へ行けと？」

　とまどう右京を、啓太は舌先三寸で言いくるめる。

「万一のときにぼくがいてはかえって足手まといです。涙をのんで留守番します、では！」

「ちょちょちょっ、ちょっと待てー！」

　呼び止める右京を無視して、啓太はバタンと部屋の扉を閉め、話を切りあげてしまった。



　とりあえず山やま篭こもりに行かずにすんだ啓太。あとは江利子を海水浴に行かせるだけだ。

「姉さん、明日海水浴に行かない？」

　啓太が帰省した、古びたアパートの一室で、江利子はお守りの紐ひもに鈴を通す内職をしていた。江利子の母は造花を作り、どう見ても素浪人にしか見えない父は番傘を貼はっていた。

「海水浴？　そんな暇無いわよ、夏祭りまでにお守り千個納品しなくちゃ。せっかくテスト休みでペースが上がってたのに、今日は終業式で半日取られてノルマがやばいのよ」

　猫なで声の啓太に、江利子は働く手を休めず答えた。

「そう言えば、最近姉さんよく家にいるね。前は、バイトでずっと出てたのに」

「期末考査の勉強をするために、バイトを全部辞めたからよ。夏休み中はどこもバイト不足になるからすぐに次が見つかる予定だったんだけど、条件のいいのはなかなかねー」

「バイトが暇ならちょうどいいじゃないか、スカッと海水浴で青春を燃やそうよ。内職は、ぼくが代わりにやって納品してくるからさ」

　啓太に指摘されたとおり、確かに江利子は以前ほど外出しなくなった。苦学生の江利子は、以前はバイト以上に、シエラのパパラッチで忙しかった。彼女が本当は箱入り娘のお嬢様ではなく、男子寮に出入りしてクラスメイトの新あら木き陣じんとたびたび逢あい引びきしている発展家さんだという証拠をつかんで右京に見せつけ、シエラを諦あきらめさせようとしていた。

　ところが、肝心のシエラが最近、まったく陣じんと接点を持っていないのだ。

（二人は別れてしまったのかしら？　もしそうなら、パパラッチどころか、フリーになった座ざ堂どうシエラが会長に乗りかえるかも！　彼女は会長の存在を気にしていないようだけど、期末考査の前に会長が寮生を探して座堂家に行ったという噂うわさもあるし、日本男児のストイックさをたたえつつ超絶美形で知的な会長のこと、女子ならば一目でフォーリンラブするはず！　ってゆーかわたしはした！　この状況はもしかして、この氷ひ室むろ江え利り子こ、人生最大の乙おと女めのピンチっ？）

　一人で妄想を暴走させ、青ざめて頭をかかえている江利子の顔を、啓けい太たが心配そうにのぞきこむ。

「ちょ……ど、どうしたの、姉さん？　具合が悪そうだけど」

「えっあっううんっ！　べべべっ別に大したことないのよっ！」

　江利子はあわてて両手を振ったが、明らかにようすがおかしい。啓太は心配半分、自分の邪心半分で、江利子をいたわる。

「働きすぎで疲れてるんだよ、やっぱり明日はパーッと海水浴に行きなよ」

「でっでもいっしょに行く友達なんていないしっ」

「あっ、言い忘れてたけど、寮長がどうしても姉さんといっしょに海水浴に行きたいんだってさ」

「……えっ」

　啓太のことばを聞いて、江利子の心臓がトムとジェリーのように膨張した。

「姉さん。一瞬、左胸からハート型のものが飛び出したようだけど……それって内臓？」

「か、会長が？　わたしとっ？　ざど……じゃない、他ほかの人じゃなくて？　わっわたしと行きたいって？　名指しで？　むしろご指名で？」

　江利子の広い額が、カアッと赤くなる。江利子が右う京きように好意を持っていることは、弟として薄々感じてはいたが、案の定食いついてくれたので、啓太はしめしめとほくそえむ。

「そういうわけで、行ってらっしゃい」

　しかし江利子は、ためらって両手の指を突きあわせた。

「あ、でも……水着が無いし。スクール水着じゃだめでしょ」

（うん、だめだよ！　スク水はつるぺたのみに許された神聖な装備品なんだ、姉さんみたいに、着き痩やせするけど脱いだらけっこうすごいタイプの人には決して向かないよ！）

　つるぺたすくみずに一家言ある啓太は、拳こぶしを握りしめながら心の中で断言する。

「江利子。水着なら、お母さんのを貸してあげましょう。ゴホッ、ゴホッ」

　後れ毛の乱れた結い髪に割かつ烹ぽう着ぎ、といういかにも幸薄そうな江利子の母親が咳せきこみながらよろよろと立ちあがり、衣装ケースがわりのダンボールの中から水着を持ってくる。思いっきり派手な、真っ赤なビキニだった。江利子は愕がく然ぜんとして叫ぶ。

「なっ何よこれ！」

「地味かしら。ゴホ……ゴホッ」

「何なのよこの真っ赤で露出ムラムラのビキニ！　か、母さんこんなの着てるのっ？」

「ボディラインは若い娘に負けないつもりよ。ゴホゴホッ、ゴホン」

「ひょっとして母さんがいつも咳せきこんでるのって、ちっちゃい下着でおなか冷やしてるからなんじゃないの？　わたしは、こういうのはちょっと……」

「いやいや、姉さんはプロポーションもいいし色も白いからきっと似合うよ。寮長もイチコロだと思うよ！」

　啓けい太たはいっしょうけんめい誉ほめる。ただ一人、傘を貼はっていた父親だけが、聞こえるかどうかというようなボソボソした声で、

「あー……学生がそういう刺激的なのを着るのは、父さんはどうかと思うが……。っていうか、うちの娘をたぶらかそうとしているのはどこの馬の骨だ？　どうしてみんな、父さんにだけ情報を流してくれないのだ……？」

　と、反論するが、なにせボソボソしていて聞こえない。江え利り子こは真っ赤な顔で、真っ赤なビキニを見つめる。

（こ、こんな大胆な水着で会長の前に出るなんてそんな……。あっ、いやでも待てよ）

　江利子は男子寮橘たちばな寮と女子寮・桜寮が、橘寮の女子禁制の規則をめぐって大運動会で争ったという話を思いだす。後で校内新聞に載ったシエラの相撲スーツ姿を見て男子生徒たちが、

「超セレブなのに、ちょっと砕けてわれわれ庶民に歩み寄ってくれるなんて光栄至極」

「思い切ったこういう大胆さも、いかにも生まれついてのお嬢様という感じの人の良さそうな天然っぽさを強調していてよろしいなあ」

　と、鼻の下を伸ばしていたことを思いだし、雷に打たれたような衝撃を感じた。

（そうよっ、座ざ堂どうシエラはおとなしそうな顔をして実は大胆なのだわ！　相撲スーツでバラエティも行けると見せておいて、軽音楽コンクールのウサミミメイドでしっかり萌もえポイントを押さえるなんて、何というあざとさ！　わたしも『マジメでお堅い副会長』のイメージを百八十度転換し、大胆お色気属性という意外性で会長を振り向かせてみせる！）

　江利子は決意を固め、ぐっとこぶしを握った。

「わかったわ、啓太！　わたし、この水着で会長と海水浴に行くわ！」

「父さんの意見は完全無視ですかそうですか……」

　はるか太古から繰り返される、年とし頃ごろの娘を持つ父親の宿命に抗あらがおうとしてもしょせんは甘んじるしかないことを思い知らされ、江利子の父は傘の骨にノリを塗るはけを男泣きの涙で濡ぬらした。



　翌日は、真っ青な空にもくもくと入道雲がわく、絵に描かいたような夏空となった。

　入道雲の表面は真珠のような銀白色をして、ぎらぎらと光っている。白い砂浜の照り返しで、目が痛くなる。ビーチには色とりどりのパラソルが鮮やかに花開き、この夏一番の暑さも手伝って海はイモの子を洗うようである。

「おっ」

「へー」

「ほっほう」

　男たちが、感心したような声を上げて振りかえる。彼女と来ているくせに振りかえって、みぞおちに肘ひじを埋められた者もいる。

　彼らの視線の中心に江え利り子こがいた。真っ赤なビキニだけではさすがに恥ずかしくて腰にパレオを巻いたのだが、歩くたびにひらひらしたパレオの間から白いふとももがちらちらのぞくのは、いっそ丸見せするよりも何だか、ああ何だか。

（や……やっぱり、この水着って似合ってないのかしら？　みんなジロジロ見てるし、会長はずっとそっぽ向いてるし。ああっ、わたしってどうしていつもこんなにドジなの！）

　江利子は自己嫌悪にさいなまれてうなだれ、ぎゅっと唇を噛かんだ。

　実を言えば、みんながジロジロ見ているのは、江利子の知的な表情とマッチしたスマートな脚線美や、メガネがかもし出す内向的なイメージに反する、攻撃的なまでに大きな胸であった。隣を歩いている右京も、江利子の胸の谷間を正視できず、横を向いていた。

（くっくそっ、下郎ども！　無遠慮に副会長をジロジロ見るな！　ああここに竹刀があれば、あの軽けい佻ちよう浮ふ薄はくのやからに片っ端から大和魂を注入してやるというのに！）

　右京はふだんほとんど和服なので私服の洋服のセンスの悪さには定評があるのだが、今回も「ビーチといえばアロハシャツ」ということで、アロハを着ている。それも若向きのオシャレなやつではなく、ハイビスカスとかがでかでかと描かかれているベタなやつなので、なおさら妬そねみの視線を集めてしまう。

「くそー、あいつ服の趣味は悪いのに女の趣味はいいのかよ。むかつく奴やつだぜ」

「センスより顔か？　結局、顔が全すべてなのか？」

「いやでもあの、やつれた団地妻のようなロン毛は無いだろう」

　だがその妬みの視線すら、右京には江利子への熱い視線のように思えた。

「ふ……副会長」

「なっ何ですか、会長っ？」

　そわそわしている右京とどぎまぎしている江利子は、どちらも態度がぎこちない。

「そ、その……水着は、もう少し別のものにしたほうがよかったのではないか？」

　男の邪眼を集めないような地味な水着でないと気が気でないという意味だったのだが、自分に自信のない江利子の胸にはそのことばがズキンと突き刺さり、萎い縮しゆくしてしまった。

「や、やっぱり似合いませんよね。せっかく誘っていただいたのに会長に恥をかかせてすみません……着替えてきます！」

　江え利り子こはくるりと背を向けて、海の家が並んでいるほうへ逃げるように駆けていく。

「あっ、待て副会長！　誰だれもそんなことは言っていないぞ、勘違いするな！　わたしはただ……！」

　右う京きようはとっさに江利子を引きとめようとするが、はたと冷静になる。

（いや待て。『わたしはただ』何だ、と続けようとしたのだ……？）

　右京の白い顔が真っ赤に火ほ照てる。もちろん夏の日差しのせいばかりではない。

（な、何だ、この動どう悸き・めまい・息切れはっ？　この近衛このえ右京ともあろう者が、夏休み初日からさっそく夏バテだというのかっ？）

　右京は頭をかかえ、砂の上にひざをついた。周りの海水浴客が「何だ何だ」「熱射病か？」と、不審の目を向ける。

　そのとき右京の耳に、安物のスピーカーの割れた音が響いてきた。

『お待たせいたしました！　渚なぎさのビーチプリンセスコンテスト、エントリー完了いたしました！　これより自己紹介のあと、水着審査を行います！　ピチピチギャルをご覧になりたい皆様は灯台の下にお集まりください！　写真撮影は禁止です！』

「おおっ、待ちかねたぜー！」



    

  
    
      



    

  
    
      　とたんに周囲にいた男たちがいっせいに立ち上がり、百メートルほど離れた崖がけの上に建つ灯台に向かってわれ先にと走り出す。座りこんでいた右う京きようは足を引っかけられ、蹴けられ、転がされて、あわててその場から這はいだした。

「なっ何だ、屍し肉にくに群がるハイエナのように目の色変えおって！　日本男児たる者がヘラヘラと女の水着を眺めるなど言語道断、軽けい佻ちよう浮ふ薄はく、大和魂は滅んだか！　それと『渚なぎさのビーチプリンセス』って、渚とビーチが重なっているようだが、それは良いのか！」

『あっ、今すべりこみで二名のエントリーがありました！　二十四番、童顔とグラマラスバディがミスマッチなブルマー娘、桃もも井い杏あんちゃん！　そして二十五番、女神と見まがうばかりの気品高い完全無欠な美び貌ぼうと天使を思わせる優しげな物腰がかもし出す薫り高きセレブのオーラが見る者全すべてをひれ伏させずにはいられない、座ざ堂どうシエラ、様っ！　ですっ！』

　なぜか司会者まで「様」付けである。砂の上に這いつくばっていた右京がその瞬間、ばね仕掛けの人形のようにぴんっと立ち上がった。

「ざっ……座堂シエラが……なぜここにっ？」

　珍しい名前だがもしかすると同姓同名かもしれない、と右京は冷静に考える。だがその心の反対側で「水着審査」ということばがこだまのように響きつづける。

（あ、ありえない、あの良家の令嬢にして絶滅危き惧ぐ種に指定されている大和撫子やまとなでしこが衆愚の前で肌を露出するなどと！　いや待て、たしか『桃井杏』は座堂シエラの同級生の名。彼女ら女子寮生に協力して、座堂シエラがキュートな相撲スーツ姿で寮対抗運動会に出たことがあった！　つまり友情を大切にする彼女は、今回も桃井に付きあったのではっ？）

　右京はいてもたってもいられず、その目で真実を確かめようと、灯台を目指して走る。足には自信のある右京のこと、砂煙を上げて疾走し、先ほど右京に足を引っかけた男たちを抜き去った。

「すっすげえ、あいつ何であんな必死なんだ！　筋金入りの変態さんだ！」

　たちまち右京は、灯台が建つ崖の下に造られた即席の舞台に到着した。すでに多くの男性が十と重え二は十た重えに舞台を取りかこんでおり、長身の右京でもつま先立たなければ舞台が見えないほど混雑していた。

　鉄骨を組んだ舞台の上に、少女から熟女まで二十五名の女性が立っていた。水着審査はまだなので、全員洋服を着ている。エントリーするぐらいだから美形揃ぞろいだが、その中でもダントツに輝いているのが、当然ながらシエラだった。

（や……やはり本物だった！）

　誰だれもが少しでも舞台をよく見ようとして押しあいへしあいしている中でもまれながら、右京は必死に目を凝らす。シエラはただ他ほかの参加者とともに立っているだけだったが、明らかにオーラが違う。華がある、というのかいるだけで人の視線をひきつける。漂う気品は、まさにプリンセスそのものだ。

（座ざ堂どうシエラ……こんなゴミゴミしたところでもなお、あんなにも美しく誇り高い……）

　厳格な旧家で生まれ育ち、幼いころから文武両道に研けん鑽さんを積むことだけを教えられてきた右う京きようは、その甲か斐いあって見事な女嫌いのカタブツに育った。だが、そんな彼の前に脳みそが沸騰するほどの衝撃をともなって、「彼女」が現れたときのことを、右京は走馬灯のように思いだしていた。



　シエラとの最初の出会いは三年あまり前、温かい春雨がそぼ降る初春のころ……忘れようとしても、忘れられない。彼女が、中等部の入学試験の合格発表を見にきた日のことだった。

　当時、右京は中等部二年生で、生徒会役員として受験生の案内をしていた。さまざまな小学校の制服に身を包んだ受験生たちが、入れかわり立ちかわり掲示板の場所を聞きに来る。最初は校門を入った場所に掲示される予定だったのだが、雨が降ったので急きゆう遽きよ体育館へ変更になり、迷子になった受験生が右往左往していた。

　むろん本当に迷子になっている受験生なら、右京はきちんと道案内をし職務を遂行しただろう。しかしわざわざ右京を選んで道を聞く受験生の多くは、ちょっと自分に自信がありそうな感じの、発育も良さ目な女子だった。

「合格してたらあのイケてる上級生と恋に部活にがんばるんだっ♪　不合格でもここで接点作っておいて、個人的なおつきあいに繋つなげとこ♪」

　ちょっと離れた場所から、右京にちらちら目を向けつつ、そんなあけすけなことを話して盛り上がっている女子たちもいる。右京は、はーっとため息をついた。

（まったく……。これだから、女など……）

　整った容よう貌ぼうと、旧家の血筋がかもし出す王子様ふうのモテオーラのおかげで幼稚園時代からすでにモテモテだった右京だが、自分の所有権をめぐって女子数人が取っ組み合いの大おお喧げん嘩かをするのを何度も目の当たりにしてきた。どんなにかわいい姿をしていても女子などしょせん、右京と仲良くしている女子を見るやケリを入れ、嫌がる右京の腕を強引に引っぱって「あたちのほうが、かわいいでちょ？」と猫なで声でたずねるのが関の山なのだ。

　そんな乱暴で浅ましい姿ばかり見せつけられて、女子への夢も憧あこがれも早い時期に砕かれた。小学生のころにはもう今の無ぶ愛あい想そうキャラができあがっていて、女子は遠くから眺めているだけだった。たまに自信のある女子が我こそはと攻略に来たが、冷たくはねつけた。甘い声で擦り寄ってくるくせに、はねつけた後は決まって逆ギレし「何よっ、ちょっとばかり顔がいいからって！」と右京を口汚くののしる姿も、何十回と見てきた。

　それが、女というものの本性だ。女とは全すべて、二面性があって、自己中心的で……と、右京はずっと思っていた。座堂シエラを見るまでは。

　さまざまな小学校の制服がごちゃごちゃと入り乱れて雑然とする中で、シエラが校門をくぐった。その瞬間、受験生たちは自分の合否を確認することも忘れてそちらに視線を集中させた。

「なっ……何だ、あの子！　アイドル……っていうか女優っ？」

「あの制服もすごく上品でかわいくて似合ってる、あんな制服見たことない！」

「あれって確か、スイスの全寮制の女学校の制服よ。ヨーロッパの王族とか貴族や大財閥の令嬢だけが通うことを許されているという、最上級セレブ御ご用よう達たしのローザンヌ女学園……エコール・ド・ローザンヌ！」

　受験生たちは足を止め、我知らず少女に道を開ける。その中をシエラは、生まれつきの王女のように堂々と歩いてきた。小学六年生とは思えない気品に、思わず本気で地面にひれ伏した者もいる。

　だが彼女自身は決して高慢ではなく、まるで彼女を敬う人民を温かく見守る聖母のような優しい表情をたたえていた。シエラの背後には当時まだ十七歳の執事見習いだったニコライが、今よりも小柄な体にしっかりと黒い外がい套とうをまとい、自らは濡ぬれながらシエラに傘をさしかけていた。

　右う京きようもまた、彼女の気品の前に固まってしまっていた。受験票を手に、シエラはゆっくりと右京に近づいてくる。

「すみません、在校生の方でしょうか。合格発表の掲示板が見当たらないのですが、ご存知ありませんか？」

「シエラお嬢様っ、そのようなことわたくしが代わりにお聞きいたしますのに！」

　傘をさしていたニコライがあわてるが、シエラはにこっとほほえんだ。

「あら、ごめんなさい。だって少しでも早く合格発表を見たかったんですもの。このすてきな学園で中学校生活を送れるかもしれないと思うと、いてもたってもいられなくて」

　スイスの寄宿舎に放ほうりこまれていたシエラは、ようやく日本に帰ってこられて、これからは家から学校に通えるのが嬉うれしかったのだ。その輝くような笑顔が、右京の心臓を貫いた。右京は真っ赤になりながら、しどろもどろに答える。

「い、いや、この学園よりも……あなたのほうが……すて……」

「あっシエラお嬢様！　あそこに、掲示場への矢印が！」

　受験生たちが道を開けた先に案内板を見つけたニコライが指さした。右京のことばが途切れてしまう。

「まあ、見つかって良かったわ。すみません、お世話をおかけいたしました」

　ぺこり、とシエラは右京に頭を下げた。

「あっ。ああ……」

　合格していれば良いな、とか、合格していなくても個人的に接点を持ちたい、とか、本当はそんなことばをかけたかった。言いかけていた「あなたのほうがすてきだ」も、はっきりと伝えたかった。ニコライとともに先へ行くシエラを、できれば呼び止めて伝えたかった。けれど右う京きようは、思い直した。

（いや……。そんなことをすれば、わたしに近づいてきた女どもと同じになってしまうではないか。あの気高く美しい人に軽けい蔑べつされたくはない、決して声をかけたりはすまい）

　固くそう誓って、三年あまりの時間が過ぎていった。

　三年のあいだ、右京は誓いどおりシエラに声はかけなかったし、近寄ろうともしなかった。だが、遠くからずっとシエラのことを見守りつづけていた。

　時が経たてば、シエラのアラも見えて忘れられるかと思ってもいた。しかし、時が経つほど彼女はなおさら鮮やかにつややかに成長し、今では学園中の人気者になって近づくことすらためらわれる。

　右京はただ一度、高等部三年に進級した四月、あと一年でこの学園を離れなければならない……と焦あせってシエラに恋文を送った。けれど、平へい安あん朝ちようさながらの木の枝にくくりつけた恋文は「虫のついた枝を靴箱に入れられて嫌がらせされた」としか見られず、シエラに届くことはなかった。

　右京も今では、自分らしからぬ暴走を反省している。決してシエラには関かかわるまい、と自分の気持ちを前よりももっと強く抑えるようになっていた。



　そういうわけで、右京の心の中であるていど心の整理もついた状態での、今回のシエラとの遭遇は、奇襲攻撃にもほどがあった。油断していた右京は、激しく動揺させられる。

　舞台の上では、コンテストの参加者たちが自己紹介と特技の披露を始めていた。順番がまだ来ていない参加者は、舞台の後ろに並んだパイプ椅い子すに座っている。

　そんな中でもシエラは圧倒的に人目を引いた。観客たちも、マイクの前でセクシーダンスを披露している参加者を華麗に無視して、ただ後ろのほうで座っているだけのシエラに注目しまくっている。

　当のシエラは気づいていないようすで、ただ多くの人の前にいることが恥ずかしそうにとまどっている。それに気づいて、「かくし芸」を終えて戻ってきた杏あんが遠慮がちに声をかけた。

「シエラ様ぁ、つきあってもらっちゃってごめんなさぁい。あたし人に見られるのって大好きなんだけどぉ、一人じゃちょっと自信が無くってぇ……シエラ様みたいな完全無欠の美少女がいっしょなら心強いのぉ」

　甘ったるいしゃべり方は、明らかに周囲の男を意識している。自信が無くって、と言いながら、杏はいつものボブカットに赤はちまき、童顔とアンバランスな発育優良体型を、ゼッケンつきの体操服とブルマに包んで、思いっきりやる気を出しているようだ。

　ちなみに杏が披露した「かくし芸」は、体操服での「牛乳一気飲み」。顔や胸に牛乳をこぼしたりして、何やらいろいろあざとい。

「あっ……いえ、いいのよ。クラスメイトの頼みですもの」

　にこっ、とシエラはいつもの笑顔を作った。

　昨日、終業式のあとで杏あんに「渚なぎさのビーチプリンセスコンテスト」という、渚とビーチがかぶっているあたりからすでにかなりバカっぽそうなイベントに誘われたとき、シエラは正直恥ずかしくて迷った。

　けれど、そういえば杏は陣じんのことをけっこう気に入っているというのを、風の噂うわさで聞いたことがある。バカっぽいキャラを売りにしている杏は、陣のような気難しそうなタイプには好かれないと自覚しているようで、他ほかの男子にはお色気攻撃をかけても陣に対してはいつも一歩引いたスタンスである。自分なんか陣に釣り合わない、とガラにもなく遠慮している杏がいつ気が変わって陣に突撃するか、シエラはこっそりものすごく気にしていたので、この機会に彼女との距離を縮めて情報が入りやすくしておいたほうがいいかな……という計算もあった。

　しかし、それより何より少しはじけたほうが気が晴れるような気がして、シエラは杏の誘いに乗ったのだった。

（そうよ、わたしはこうやって、いつも完かん璧ぺきに猫をかぶってきたわ。庶民なんかのことで、動揺なんてするものですか。このわたし、が！　あんな庶民、に！）

　ぶるぶるっ、とシエラは首を横に振る。その目の前に突然、焼きソバが差しだされた。

「はいどーぞ！　差し入れなわけですよ！」

　シエラは驚いて、焼きソバを持った男に目を向ける。小麦色に日焼けした、サーファー風の金髪の男が駅弁のように首から焼きソバの入った箱を提げていた。腕をむき出しにしたピチピチのＴシャツの上にエプロン姿で、見ているだけで暑苦しい。司会者が、あわててすっ飛んできた。

「こら焼きソバ屋！　こんなところで営業をするな、おまえの店はあっちだろう！」

「だって、みんなこっちに集まってて客が来ないわけですよ。あっ綺き麗れいなお嬢さん、かき氷はどうです？　シロップもいろいろあるわけですよ」

　焼きソバ屋は、箱の中に並べていた色とりどりのシロップをシエラに見せた。シロップには小さな銀色のおたまじゃくしが浸つかっている。それを見て、シエラはハッと目を見開いた。杏が焼きソバ屋を見て目をハートにし、豊かな胸を膨らませて甘えた声で誘惑する。

「お兄さん、ワイルドでけっこういい感じぃ！　ねぇん、かき氷機のハンドルよりもあたしのハートをかき回してみなぁい？」

「かき氷だろーが焼きソバだろーがここで営業はダメ！　帰れ！」

　司会者に尻しりを蹴けり上げられ、焼きソバ屋はあわてて逃げだした。杏はつまらなそうに指をくわえ、少し体をくねらせつつ、その姿を見送った。

「ざんねぇん、お近づきになりたかったのにぃ……」

「氷みつのシロップをすくう小さなおたまじゃくしは、甘かん露ろじゃくしって言うのよね……」

　唐突に、シエラがつぶやいた。司会者が驚いて、シエラにマイクを向ける。

「何という知性、何という豆知識！　シエラ様、美しいだけではなく頭も良い才色兼備があなたの特技なのですか！　ずっと謎なぞだったのですが、カレーを入れるあれは何というのでしょうか？」

　どさくさにまぎれて司会者は、思い切り個人的な質問をする。シエラは、はっと胸を押さえた。その豆知識も、今まで、一巻に一度は必ず復習してきたおなじみのものだ。

「カレー用ソースポットよ」

　と、シエラは答えた。観衆が、おおっとどよめいた。

「カレー用ソースポット！　初めて知った！　割とふつうの名だ！」

「本当だ！　何かもっとインドっぽい名前かと思っていた！　『マハトマタージマハールヴェーダ』みたいな！」

「まさに美の女神ヴィーナスの美び貌ぼうと、智の女神アテナの知性をあわせ持った、至上の美少女だ！　ああっ、シエラ様の足元にひれ伏したい！」

　観衆らの感動をよそに、シエラは思い出していた……はじめて陣じんの魔神として召喚されたとき、陣はカレー用ソースポットの名を知らなかった。庶民だから名前を知らないのね、と嘲ちよう笑しようしたシエラに対し、陣が教えてくれたのが甘露じゃくしだった。

（そうよ……庶民ったら、偉そうに、何でも知ってると思って、いつもわたしに上から教えてたんだから、腹が立つったらないわ。玉子焼きの焼き方も、庶民が教えてくれたのよね……とりあえず卵は割ってから焼くこととか。庶民の言うとおりに焼いたら、初めてでもおいしい玉子焼きが焼けて、庶民はおいしいって言ったのに……なのにどうして！　わたしと離れて平気なのよ！　もう、そんなにおいしい玉子焼きを食べなくってもいいって言うのっ？　後悔しても知らないんだから！）

　シエラは怒りの表情で立ち上がると、いきなり司会者からマイクを奪い取った。

「いえ、わたしの隠し芸は豆知識じゃなくて、歌を歌います！　曲は『ラブラブラビット』でっ！」

　シエラの登場に、圧倒的な歓声が上がった。もうシエラは、多くの人に見られて恥ずかしいとか、そんなことは考えていなかった。

（見てなさいよ、庶民！　ここにいる何百人って男が、みんなわたしに注目してるのよ？　こんなモテモテのかわいい女の子を逃がすなんてバーカバーカ！　わたしの人気者っぷりを見て、死ぬほど後悔するがいいわっ！）

　という、あくまでも陣に対する腹いせのために、シエラは普段よりかぶる猫を当社比二倍ほど増量し、愛くるしいばかりの笑顔で蝶ちようのように軽く振り付けをして歌いはじめた。

「うおおおおお！　かわいいいいい！」

　観客達たちが、オオオオオンッ、と海も思わず割れるような歓声を上げた。右う京きようも、さっきからずっとシエラに心を奪われたまま、生気を抜かれたように立ちつくしていた。

（や……やはりかわいすぎる。美しすぎる。こいつら全員ライバルか？　ああ、全員を斬きり捨ててしまいたい、この世の中の全すべての男を斬り捨てたいっ！）

　ちょっと危険なことを考えながら、右京は悶もん々もんとしていた。



　一方、右京に水着を批判されたと勘違いした江え利り子こは着替えるため、海の家に向かっていた。

（バカな江利子、座ざ堂どうさんがいなくなれば会長が好きになってくれるとでも思ってパパラッチしてたの？　座堂さんが新あら木きくんと付きあっていようがなかろうが、わたしなんて会長につりあいっこないのに……）

　自己嫌悪にかられ、恥ずかしくて、江利子はこのまま砂に埋まって消えてしまいたい気分だった。海の家で着替えたら、右京に顔を合わせずに、黙って帰ってしまおうかとも思っていた。

（似合いもしないこんな格好をして、きっと会長も呆あきれてたわ。ああもう、穴があったら入りたい、そして一生出てきたくない！）

　だが……江利子が海の家に向かう途中、砂浜に並んだ屋台のひとつからもくもくと黒煙が上がっているのに気づいた。

「えっ……？　こ、こんなところで火事っ？」

　江利子は煙が出ている屋台のほうに走る。焼きソバ屋の鉄板が火のついたまま放置されており、その上に置いてあった焼きソバが燃えあがっていたのだ。

「きゃああちょっと！　何やってるのよ、ここの店員はっ？」

　江利子は水着を着替えようとしていたことも忘れ、脊せき髄ずい反射で店に飛びこんだ。燃えあがる焼きソバをコテで鉄板から下ろし、砂の上に落として、焼きソバをほぐすのに使われていたヤカンの水をぶっかけると、ジュウッと音がして火が消える。

「ふーやれやれ、油が多いと油煙に引火して燃えあがることがあるのよね。まったく、どこのド素人しろうとかしら？　バイトの風上にも置けないわ！」

　江利子がホッと一息ついたとき、どやどやと親子連れがやってきた。

「すみませーん、焼きソバ五つください」

「えっ……焼きソバっ？」

　江利子は驚いて、周囲を見回す。店員が戻ってくるようすはない。

「すみません、今店の者がおりませんので……」

　数々のバイトをこなす苦学生の江利子は、職業柄、プロっぽい丁寧な口調で返事してしまう。そのため、親子連れは江え利り子こが無関係の人間だとは思わなかったようだ。

「あなたがいるじゃないですか。他ほかの屋台は混こんでるし、急いでくださいよ」

「えっ？　急いでくださいって言われても……」

　江利子はとまどう。屋台の料理屋のバイトは今までにも何度も経験したことがあるが、それには保健所の許可がいる。江利子は当然許可が無いので、ここで料理をするのは違法なのだが、小さな子供たちがおなかをすかせてぐずり出し、両親が困っているようすを見て、決意した。

（保健所の検査は受けてなくても、伝説のバイトちゃんと呼ばれたこの氷ひ室むろ江利子、そこらのバイトよりはるかに腕と衛生技術は上！　店員は戻ってこないみたいだし、一回ぐらい作ってもばれやしないわ！）

　江利子は鉄板に油をしき、あざやかな手つきでたちまち焼きソバを仕上げた。待っていた子供たちから、歓声が上がる。

「わーっ、はやーい！」

「一個四百円で、五個二千円いただきます」

「たかーい！　でもおいしーい！　ほっぺが落ちそうー！」

　親子連れは喜んで、少し離れた砂の上に座るとおいしそうに食べはじめた。その食いっぷりや、屋台からただよう、他の屋台よりも圧倒的においしそうな香りに引き寄せられて、他の客たちがわらわらと集まってきた。

「本当においしそうだな。俺おれにもおくれ」

「わたしには二パックお願いね」

「えっ……？」

　一回限り、と思っていた江利子はとまどう。しかし「お客様に頼まれたらノーとは言わない」という接客の礼儀が身にしみついており、お客さんに頼まれると断れないのだ。

「二パックですね！　かしこまりー！」

　勢い良く答えて、江利子は焼きソバを新たにいためはじめた。

（いやいや、わたし何やってるんだろう？　こんなところで焼きソバなんて……確かに、働いてると悲しい気持ちがまぎれはするんだけど……）

　そのとき、焼きソバ屋の青年がほうほうの体で店に戻ってきた。

「ひいひい……司会者の野郎、思いっきりケツを蹴けりやがって。水着コンテストを見ながら営業すれば、一石二鳥だと思ったわけなんだがなあ」

「あら？　あなたは……」

　江利子は驚いて、焼きソバをいためていたコテを落とす。青年は「あーっ！」と叫んで江利子を指さした。

「江利子！　俺だよ俺、覚えてるかっ？」

「覚えてますよ、貝ばい人と先輩。ピザ屋ではお世話になりました……でもどうして今、焼きソバ屋に？」

　怪け訝げんそうな江え利り子この手を、貝人は両手でしっかり握る。

「昔のことはいいわけさ。それより、わざわざ俺おれの店を手伝いに来てくれたわけか！　おまえは昔から、突然のヘルプに強かったよな！」

「いえ俺の店って、知りませんでしたが。貝人先輩、ピザ屋はクビになったんですか？」

「ま、まあな。あんないい匂においのする食い物の配達は、俺には向いてなかったわけさ」

「食べたんですね」

「いやいや、まだ自分に合った仕事に出会えていないわけさ。自分探しの途中なわけさ」

「無いものは探せないと思いますが」

「相変わらず辛しん辣らつだなあ。俺にだって夢はあるわけさ、『罵ば畏い闘と百ひやく忙ぼう殺さつ』をただ一人勝ち抜いた伝説のフリーター『オードリー』を目指すって夢がな！」

「言うことはご立派ですが、営業中の自分のお店を放ほうって行くのはどうかと……」

「江利子はまじめだなあ。江利子がピザ屋をやめたとたんに業績が下がって俺もクビになっちゃったし、俺には江利子がいないと駄目なわけよ、うん」

　貝人は江利子の隣に来て、金髪にタオルを巻く。右う京きようとは全然違う、明るくて人懐っこくてあけすけな物言いに、江利子はとまどう。

「貝人先輩、相変わらずそうやってバイトの女の子を口説いてるんですか。ピザ屋をクビになった理由、それもあるんじゃないですか？」

「とんでもない！　俺は、かわいい子しか口説かないわけさ」

「またそういう調子のいいことを……」

　江利子は呆あきれてため息をつくが、貝人はブルブルと首を横に振る。

「本心だってばさ！　その上、働き者なら言うことないわけよ。江利子、バイト代は山分けにするから手伝ってくれないか？　相棒がドタキャンしちゃって困ってるわけさ」

「無理ですよ、保健所に怒られます。先輩がいなかったから仕方なくやってただけで……」

「相棒の許可書を使い回せばいいわけさ」

「そんな無茶苦茶な！」

「大丈夫大丈夫、相棒より江利子のほうが顔と料理の腕は勝ってるわけだからな」

　貝人の論理はつくづくハチャメチャだが、ハチャメチャなだけにこのまま放っていったらまた屋台が火事になりかねないので、放っておけないなと江利子は感じた。それに、貝人の明るさも仕事も、辛つらい悲しみを紛らわせてくれる。悲しみが癒いえるまで、もう少しここで働きたい、と思ったのも事実だった。

「わ、わかりました。でも保健所に怒られたら、貝人先輩が責任を取ってくださいよね」

「責任取れ？　お嫁にしてくれってわけ？」

「だからっ！　冗談はやめてください！」

「顔赤いぞ江え利り子こ。ほんとにまじめなわけだなーおまえ」

　江利子をからかいながら、貝ばい人とは焼きソバをいためはじめた。焼けた鉄板に油をしき、焼きソバをいためたあと、キャベツと肉を加えてソースで味付けする。これを一食分ずつパックに入れて、新しい焼きソバをいためはじめる……という手順である。

「貝人先輩、それじゃお客さん待たせちゃいますよ」

　江利子は貝人からコテを奪うと、同じように焼きソバをいためはじめた。貝人は怪け訝げんそうな目を江利子に向ける。

「誰だれが作ったって、時間がかかるのは同じだろ。キャベツに火が通りにくいわけだからさ」

「さあどうでしょう」

　不敵な笑みを浮かべ、江利子は鉄板の上にキャベツと肉を載せた。ところが、江利子はそれを焼きソバと混ぜていためるのではなく、いためた焼きソバをキャベツの上に載せたのだ。そして、あいたスペースで次の焼きソバをいためはじめる。貝人は驚いて、目を見開いた。

「そっ、そうか！　熱するだけではキャベツには火が通りにくいが、焼きソバを使って蒸し焼きにすればすぐに火が通るわけか！　しかも火を通している間に次の焼きソバがスタンバっているから、キャベツに火が通るまでのタイムロスがないというわけだ！」

「さあこれでスピードは倍になりました。お客さんどんどんさばきますよ、貝人先輩！」

　気温は三十五度をこえている。ビーチの照り返しや火の消えることがない鉄板の側そばという悪条件が重なり、江利子の周りは五十度近くまで上がっていた。焼きソバから立ちのぼる蒸気で、むっとするほど湿度も高い。玉のような汗がぼろぼろと零こぼれ落ちる。それが焼きソバに落ちないように、江利子はセットした髪の上からバンダナがわりのタオルをぎゅっとしばった。

　悲しみを忘れるには、二つの方法がある。ひとつは時間の流れにまかせて悲しみが風化するのを待つ方法。もうひとつは、悲しみが追いついてこられないほどの猛スピードで突っ走って、振りきってしまう方法。

　江利子は後者を選んだ。夢中で働けば、忘れられるはずだと信じた。

「お姉さん、焼きソバ五つ追加ね！」

「はいっ！　かしこまりー！」

「つくづくすごいわけだなあ、江利子は……」

　貝人は感心して、せっせと働く江利子に熱い視線を向けていた。



　渚なぎさのビーチプリンセスコンテストのほうはかくし芸が終わり、続く水着審査のために参加者が水着に着替えるべく、十分の休憩となった。

　コンテストに集まっていた観客達たちは、今のうちに腹ごしらえを、と海の家のほうへ戻ってくる。どこの屋台も人が並んでいてなかなか順番が回ってきそうになかったが、その中で江え利り子この店だけが猛烈に回転していた。観客たちは自然、江利子の店に長い列を作る。

「わっすげえ、本当にすぐ順番が回ってきた」

　最前列にやってきた若者達が、信じられないように顔を見合わせる。すでにできあがっている焼きソバのパックを、江利子が次々に渡していった。

「ありがとうございましたー、次の方ご注文お聞きしまーす、かしこまりー！」

「あのお姉さん手際いいなあ。カレー屋に並んだ奴やつらなんて、まだ列の後ろのほうだぜ」

「まあ水着審査が始まっても、座ざ堂どうシエラ様以外は見る価値ないしな。ゆっくり食ってこーぜ」

「えっ、でも桃もも井い杏あんはぜったいゼッケンつきのスク水で来るだろ。ちょっと見たいかも」

　去っていく若者たちの会話を小耳に挟んで、江利子は思わず耳をかっぽじる。

「座堂……シエラ？」

「ああ、高校生ぐらいの、すっげえ美人の女の子がいたわけさ。まあ優勝だろうな」

　貝ばい人とはうっとりした目で思いだしている。どうしてシエラがここにいるのかわからなくて、江利子は混乱した。

（新あら木き陣じんと接点が無くなったと思ったら、渚なぎさのビーチプリンセスコンテストに出るなんて、座堂シエラ、相変わらず行動が謎なぞだわ。まさか、本気で会長を狙ねらうつもりになったと？　会長のあとをつけて、ビーチまで追いかけてきたとっ？）

　自分がパパラッチをしていると、他人までストーカーに思えてくる。江利子は一瞬、シエラのもとへ行って問いただしたくなったが、思いなおした。

（いえ……。問いただしてどうなるというの？　会長に手を出さないで、なんて言う資格はわたしには無いわ。選ぶのは会長だもの……座堂さんといっしょにいるほうが美男美女で良いのかもしれないわ。いいのよ、わたしに夏の海のラブロマンスなんて贅ぜい沢たくだったのよ。青あお海の苔りと削り粉こにまみれて焼きソバを焼いてるのがお似合いだわ）

　削り粉とは、鰹かつお節ぶしなどを削ったときに出る細かい粉で、鰹節のかわりに焼きソバやタコ焼きに振りかける。味が濃くておいしい。さらに焼きソバには揚げ玉（天かす）を混ぜると、しっとりしたソバとサクサクした揚げ玉の質感のハーモニーが最高だ。脱線終わり。

　ところで、江利子が焼きソバを焼いているとは知らず、右う京きようもこの列に並んでいた。

（ついつい一時審査を最後まで見てしまったが、副会長はどうしたろうか。わたしが見当たらなくなって探しているのなら申し訳ない、何か食べ物でも買っていって謝ろう。考えてみればわたしが半ば強引についてきたのに、一瞬といえど副会長のことを忘れるとは、わたしは何という薄情な人間なのだ）

　別に食べ物を買っていかなくても謝れるのだが、お土産みやげ持参でないと顔を合わせにくかったのは、心のどこかで、江え利り子この水着についてのコメントが不適切だったのではないか、彼女を怒らせたのではないかと心配だったからだ。

　しかしその一方で、シエラの水着審査に間に合わなかったらどうしよう、と思っている自分もいる。その得手勝手な優柔不断さが、右う京きようは我ながら心苦しい。

（ともあれここが一番回転が良いと聞いて並んだのだが、どれぐらいかかるだろうか？）

　少しそわそわして数十メートル先のテントに視線をやった瞬間、右京は愕がく然ぜんとした。

（ふ……副会長っ？　なぜ焼きソバを焼いているのだっ？　バイト禁止の我が校で、苦学生の彼女が特例で許されていることは知っているが……いやそういう問題ではなく！）

　江利子の姿を見て前に出ようとした右京だが、他ほかの客に胸を突かれて押し戻された。

「おいテメー、水着審査の時間を焦あせってんのかもしれねーがちゃんと待ってろ！」

「べっ別にわたしは、水着審査を見ることに必死になっているわけではないっ！」

　江利子は忙しく働いているので、右京に気付いていない。前に行けないということになると、右京は数十メートルの距離をひどく遠く感じた。

　水着を着替えに行ったはずの江利子がどうして焼きソバを焼いているのか、それ以前に、隣でキャベツを切っている少し頭が軽そうだがサーファー風のマッチョなイケメンは何者なのか？　右京の胸の底が、真夏の太陽に焼かれるようにじりじりとくすぶり始めた。

　タオルバンダナをしている江利子は、熱気で頬ほおが火照り、顔も汗まみれだ。並んでいる客から、失礼な言葉が投げかけられる。

「おいオバサン、まだかよ！　もう二十分も待ってるぜ、水着審査が始まるだろーがっ！」

（オバサンだとっ？　彼女はまだ高校二年生だぞ、どこに目をつけているのだ！）

　タオルバンダナを外せば、オバサンどころか平均よりずっと整った顔立ちの知的な少女であることを、右京は知っている。心の中で思わず叫んでいたのだが、

「おい！　客だからって失礼なこと言ってっと、キャベツといっしょに刻むわけだぜ！」

　と、貝ばい人とが激げつ昂こうした。江利子はびっくりして貝人を見、彼が真剣に怒った表情をしているのを見て、とまどった。

「ちょ、ちょっと、貝人先輩っ……！　お客さん怖がりますよ？　わたしはがんばりますから大丈夫です、お客様あと五分ほどお待ちくださいませー」

　にこっ、と江利子は満面の笑みを浮かべる。怒っていた客たちが、ぽっと赤くなった。

「あっいや……べ、別に全然待ってないから大丈夫」

「そっそうそう、待ってるほうがお姉さんのかわいい顔見てられるし！　待たされ上等！」

「やだお客さんったら、そんなほんとのことを」

　いつものまじめな江利子なら「セクハラ発言！」とレッドカードを出しかねないところだが、プロとして客商売モードに徹している彼女は、にこやかに受け流す。江利子が不特定多数に笑顔を向けているのも、職務上で笑顔を向けられただけなのに舞い上がっている勘違い男どもも、右う京きようには気に入らない。

（くそっ……あのフォローはわたしが入れたかったのに！）

　後悔先に立たず。貝ばい人とと良いコンビネーションで働いている江え利り子この気心の知れたような笑顔を見て、右京は地じ団だん太だを踏む。

（副会長め、生徒会の仕事をしているときはいつも妙に緊張していて、あんな砕けた笑顔を見せないのに。そりゃ確かにわたしは無口で無ぶ愛あい想そうなカタブツだが……ああ何だ、このイラ立ちは！）

　右京は砂の上に、「の」の字の書き取りを始める。一方、焼きソバ屋のテントの下では、貝人がばつが悪そうに頭をかいていた。

「悪い悪い、俺おれはどうも短気なわけでさ。フォローしてもらって、手間かけちゃったな」

「いいんですよ。わたしのために怒って下さったんですし」

「江利子は本当に、プロ根性あるし働き者だし使えるわけだよなぁ……」

　貝人は江利子を、熱っぽい目で見つめる。江利子は、はっと頬ほおを赤らめてうつむいた。右京は「の」の字の書き取りも忘れて、頭のてっぺんから湯気が出そうになる。

（なっ何だ、あの男！　わたしに許可もなく副会長を下の名前で呼び捨てとは馴なれなれしいにもほどがある！　副会長もそんな奴やつに頬を赤らめたりするなっ！）

　右京が紅ぐ蓮れんのオーラを燃やしていることも知らず、貝人は江利子の手を取った。江利子は焦あせって身を引いたが、貝人は手を離さない。

「ちょっ……焼きソバが焦げちゃいますよ、貝人先輩」

「江利子。俺には『罵ば畏い闘と百ひやく忙ぼう殺さつ』を完全制覇するという夢があったわけよ。だが罵畏闘百忙殺が今は開催されていない以上、自分探しもやめる時期かなと思ったりもするわけさ」

「はあ」

「バイトでだいぶ金もたまったし、そろそろ自分の店を持ってもいいかなと思ってるわけさ。でも、手伝ってくれる人材がいなくて二の足を踏んでたわけさ。それでその……もしおまえさえ良ければ、一生俺の店で働いてくれないかなって思うわけなんだが……」

「えっ……。そ、それって……それってもしかして……」

　突然の告白に、江利子は混乱して目を白黒させた。そのとき、

「許さーん！」

　ついに右京がブチギレた。ずらりと並んでいる行列をちぎっては投げちぎっては投げ、猛烈な勢いで前進する。貝人と江利子は、びっくりして目をまん丸にした。

「ちょっとお客さんっ、順番守ってくれないと困るわけですよ！」

「って……えっ？　かっ、会長っ？」

　右京は焼きソバの鉄板を華麗に飛び越えると、呆ぼう然ぜんとしている江利子の前に立って貝人をにらみつけた。右京も長身だが貝人のほうが背が高く、日焼けしたサーファー体型がいかにも男っぽい。右う京きようは一瞬、視線を下げて自分の体を確認してしまう。

（うっ……な、何という生っちろい肌だ！　剣道部は体育会系といえどもしょせんはインドアスポーツ、マッチョな小麦色のサーファーにはかなわないのかっ？）

　右京には珍しく、劣等感にさいなまれて頭をかかえる。呆あきれていた貝ばい人とが、頭をかきながら右京の肩をガシッとつかんだ。

「はいはいぼーや、厨ちゆう房ぼうまで入ってきちゃだめなわけだ。順番守ろーな」

「わっ、わたしはぼーやではない！　無ぶ礼れいな事を言うとただではすまさんぞ！」

　右京は怒って貝人の手を払おうとする。が、貝人は右京の肩にかけた手に力を加える。すさまじい握力に肩が砕けそうになって、右京は思わずうめき、砂上に片ひざをついた。

「くうっ……！　何だ、このバカ力……！」

「こちとら、海千山千のバイトで体力つけてるわけさ。クルミ餅もちの材料のクルミを手で握って割ったりしてな！」

「クルミ餅のクルミは手で割っていたのか……クルミの袋の中に入っているハート型の金具が便利なのに！」

「リスの形してるやつもありますね」

　江え利り子こが、取りあえず話に入っておく。右京は貝人をビシッと指さした。

「しかし、たとえ貴様がクルミを素手で握りつぶすマッチョマンだとしても、たとえわたしがインドア派のモヤシ君だとしても！　やはり、どう考えても譲れない。永久就職など、このわたしが許さんっ！」

「永久就職？　終身雇用のことなわけか？」

「とぼけるなっ！　氷ひ室むろ江利子はわたしの生徒会運営に欠かせない人材だ、わたしの許可も無くヘッドハントは許さん！　彼女は絶対に手放さん、あきらめろっ！」

　江利子の顔が、ボッと赤くなった。貝人は、右京が息まで荒げて何を力説しているのかさっぱりわからず、妙な奴やつだと言わんばかりに首をかしげていたが、そのとき、

「桃もも井い杏あんちゃん、期待どおりのスク水ゼッケンありがとう！　でもランドセル背負うのは反則だからね！　さーていよいよ水着審査も最後の一人を迎えました！　エントリーナンバー二十五、現在の人気ダントツでナンバーワン、座ざ堂どうシエラ様！　水着はフェミニンなセーラーワンピです！」

　と、ビーチのほうからひときわ大きな歓声が上がった。焼きソバ屋に行列を作っていた客たちがたちまち列を乱して、灯台のほうへ駆けだす。

「おいおい、結局焼きソバ間に合わなかったじゃねーかよ！」

「ソバなんかどうでもいいだろっ、あの超美少女シエラ様の水着だぞ！　しかもセーラーワンピだ！　セーラー襟えりヒラヒラの、ミニスカートフリフリだ！」

「やっぱりスク水ゼッケンだったか！　ランドセル付きなら見れば良かった！」

「俺おれもこうしちゃいられねーわけだぜ！　んじゃ後は任せたわけだ！」

　最後にそう叫んで走り出したのは、貝ばい人とだ。右う京きようは驚いて、彼を目で追う。

「後は任せた、って……ちょっと待て！」

　焼きソバ屋の周りには、誰だれもいなくなってしまった。荒涼たる砂浜に風が吹き、「氷」の旗が寂しげにそよいでいる。注文した客がみんな去ってしまったので、江え利り子この前の鉄板には山盛りの焼きソバが残った。江利子は、ふう、とため息をついた。

「こんなに作ったのに、売れ残っちゃいましたね……困ったな」

「困った？　それだけでいいのか、あんな誠意の無い男に腹が立たないのか！」

　右京は本気で怒っている。江利子は、どうして右京がそんなに怒るのかわからない。

「誠意って何のことですか」

「永久就職を持ちかけた彼女を置いて他ほかの女子の水着を見に行くなど、尻しり軽がるではないか！」

「永久就職って……単語の意味が違うような」

　ふと、灯台のほうから割れるような歓声が聞こえてきた。シエラが登場したのだ、と察して江利子は右京に声をかける。

「座ざ堂どうさんが出てきたみたいですよ、会長。すごい騒ぎですね……男性なら誰でも一目で心を奪われてしまうあの座堂さんが、しかも水着姿になっているんですから、当然ですよね。貝人先輩が店を放ほうりだすのも、無理ないかもしれません」

「認めてどうする！　あんないいかげんな奴やつを！」

「会長も、わたしに遠慮なさらず行ってくださっていいんですよ？」

「なっ！」

　右京はうめいた。メガネの下からじっと見つめる江利子の目は、妙に明るい。全すべてを悟った明るさだ……だからこそ、冬の青空のように、むしろ身を切られるほどに寂しい。

「わかっています。会長が座堂さんのことを好きだと、うすうす気づいていました」

「な……何だとっ？　バカなことを言うなっ、この硬派のわたしが女子になど……！」

　右京は必死に否定するが、江利子はそっと首を横に振る。

「今日はっきりわかりました……わたしのようなつまらない娘を、副会長として会長のおそばに置いてお役に立てていただけるだけで、身にあまる光栄だということが。舞台の上であんなに人をひきつけてやまない座堂さんと、焼きソバを焼いて取り残されたわたしと……同列に考えるなんて、おこがましいことなんだと」

　江利子のことばが、右京の胸に突き刺さる。

「会長が座堂さんを好きだということに、正直、嫉しつ妬としたこともありました。でもそれは、スッポンが月に嫉妬するような愚かなことだったんですね」

「し……嫉妬？　それは副会長としてか……それとも？」

「わたし、ほんとにバカでした……。たとえ座堂さんがいなくても、わたしなんかじゃ会長とつりあわないってことを、今日まで気づかないなんて……」

　ぽろり、と江え利り子この目から涙がこぼれた。その瞬間、右う京きようは心臓が何かにぎゅっとつかまれたように感じた。江利子は失態であるかのように、あわててメガネを外し、素早く目をこすって、ふたたびメガネをかけなおす。

「し、失礼しました。無様なところをお見せしました……副会長として、会長をお送りするときには、常に笑顔でと心がけているのですが」

「お送りだと……？　何に送るというのだ？」

「座ざ堂どうさんのもとへです。会長は硬派で、座堂さんに告白などなさっていないようですが……わたしなんかに言われてもうれしくないでしょうけれど、会長はとても素敵です」

　右京は、なぜ江利子がほほえんでいるのかわからない。悲しみを必死に押し殺して、どうして右京に笑顔を見せるのかわからない。

「いえ、顔だけのことじゃありません……会長が、外見だけを見て近寄る女子を疎んじておられることは、副会長ですから、よく存じています。会長は真面目まじめで誠実で責任感の強いかたです、芯しんの強い日本男児です。その、何にも寄りかからず決してぶれない、凛りんとした孤高のお心に、幹部寮生の皆さんも忠誠を誓っておられますし……わたしも同じです」

「副会長として……か？」

「会長は素敵です、告白すれば絶対に座堂さんと両思いになります。わたしもせいいっぱい応援しますから……ほら、もう行かれないと座堂さんの出番が終わってしまいますよ」

　副会長として、江利子はいつも三歩下がって自分のあとをついてきたことを、右京は思い返した。それがあまりにも当たり前になってしまい、いつのまにか振りかえることを忘れていたことに、右京はようやく気づいた。いつも江利子は後ろからついてきていたのに。

「座堂シエラの出番が終われば、当然、灯台へ行った奴やつらはまた帰ってくるわけだな？」

　右京は、貝ばい人とが放ほうりだしていった包丁を手に取った。

「ということは……この焼きソバを全部パックに詰め、新しいソバを焼きはじめなくては、またすぐ忙しくなるのではないか？　ならば、キャベツを切る人間も必要だろう」

「キャベツ？」

「そうだ、キャベツだ。それとも焼きソバにレタスを入れるのか？」

「いえ、そうではなくて」

　江利子は右京がどういうつもりなのかわからなくて、とまどいながら言った。

「キャベツを切っていたら、座堂さんの出番が終わってしまうと思うのですが……」

「話が通じない奴だ。座堂シエラの出番が終わったときのために、キャベツを切るのだと言っているだろうが。男子厨ちゆう房ぼうに入らずで料理をしたことはないが、なあに日本刀でワラ束を斬きるのとそう変わりはあるまい」

「話が通じてないのは会長です！　今、みんな座堂さんを見に行ってるんですよ？　座堂さんの水着姿ですよ、きっととても綺き麗れいですよ？」

「おまえの水着だって綺麗だ」

　キャベツを抱えて、右う京きようはボソッとつぶやく。えっ、と江え利り子こは目を丸くした。

「おかしい。今、幻聴が……」

「幻聴ではない」

「海で死んだ人の声が？」

「わたしが言ったと言っているだろうが！　それに……髪をひっつめて汗まみれになって、一生懸命焼きソバを焼いている姿も美しい！」

　右京は真っ赤になってどなる。江利子は、呆ぼう然ぜんとして右京を見つめた。

「ど……どうして怒ってるんですか？」

「怒ってない！　いいからソバをいためろ、わたしはキャベツを切る！」

「は、はい！」

　どう考えても右京が怒っているので、江利子はあわててソバをいためはじめた。右京は、ざくざくとキャベツを切りはじめる。まな板もいっしょに切れているのはご愛あい嬌きようだ。

　ソバにサラダ油をかけながら、ふと、江利子は手を止める。

「……あれ？　美しい……っておっしゃいました？」

「キャベツが切れたぞ！　どうだ、あのいいかげんなサーファー男よりもずっと上手だろう！　だから、あんな奴やつのところに永久就職なんかするな！」

　右京は江利子のことばをさえぎりながら、角切りまな板が混じった角切りキャベツをボウルに入れて、押しつける。普段の冷えびえとしたクールさとは別人のような右京に、江利子はとまどいっぱなしだ。

「あの……生徒会長。永久就職って……？」

「だから！　あのサーファー男が、一生俺おれの店で働いてくれないかと言ってただろう！」

「ええ。この不景気に終身雇用なんて、いい話ですよね」

「終身雇用？　えーと……永久就職じゃなくて、終身雇用？　純粋に終身雇用？」

「永久就職も終身雇用も、同じじゃないんですか？」

　江利子が無む垢くな瞳ひとみで尋ねるので、右京は思わずうめいた。

「う」

「でも大丈夫です、会長。わたしはアルバイトはいろいろやってますけれど、メインは生徒会ですから。生徒会に骨をうずめるつもりで、全面的に会長をサポートしますから！」

「そ、それは……『生徒会に永久就職する』という意味か？」

「ですから会長も遠慮なく座ざ堂どうさんとおつきあいしてください、留守はわたしが守ります」

「……副会長。どうやらおまえには、まだわたしの言いたいことが通じていないらしい」

　右京はため息をつくと、いきなり江利子を引き寄せて抱きしめた。女の子を扱うにはあまりにも力が強すぎる。江え利り子こはびっくりして、右う京きようの腕の中で身を固くした。

「どっ、どうされたんですかっ、会長っ？　貧血で倒れかけて、思わずわたしにしがみついたとかっ？　あの、申し訳ありませんが、少し痛いんですけど……」

「副会長としてわたしのそばにいたのなら、わたしが不器用だということも理解しておけ」

「そ……それはどういう？」

「ことばでも説明できないが……だからといって、抱きしめてみてもやはり不器用なのだ。女子の体はきゃしゃで柔らかすぎて、力の加減がわからん。ボクシングの試合なら、クリンチで減点対象だ。さっきの水着の話といい、今の気持ちといい、おまえにどう伝えればいいのか……本気で、わからないのだ」

　右京に抱きしめられて、江利子はドキドキして心臓が爆発しそうだった。右京の胸の中から、江利子は遠慮がちに目を上げる。

「あ、あの……もしかして、わたしの誤解かもしれませんが……。会長がわたしに伝えたいこと、というのは、もしかして……」

「もしかして、何だ？」

「あ……いえ。わたしも不器用なので、ことばではうまく伝えられません」

「ことば……では？　では何ならば伝わると……」

　右京のことばが終わるのを待たず、江利子は爪つま先さき立って、彼の唇を唇でふさいだ。右京の目が、驚きに大きく見開かれる。

「ふ……副会長……」

　気丈な江利子に似合わず、彼女の唇は小さく震えて冷たかった。緊張しているようで、右京のアロハシャツをつかむ手にも、腱けんが白くなるぐらいぎゅっと力が入っている。

　震えながら、江利子は右京から離れた。

「す……すみません。誤解ですよね？　この解答は……間違いですよね？」

　江利子の震えを止めようとするかのように、右京は強く彼女を抱きしめる。

「いや、正解だ」

　右京は、はっきりと言い切る。それを聞いて、江利子の目から涙がこぼれた。

「そうか、よくわかった。こうすれば……伝わるわけだな」

　今度は、右京のほうから江利子に唇を重ねた。江利子はまだ緊張していたが、右京に全すべてをゆだねるように、ゆっくりと目を閉じた。緊張がゆるむと、彼の服をきつくつかんでいた江利子の手から力が抜け、花が咲くようにそっと開かれた。

　そのかたわらで、火にかけられたまま放ほうっておかれた焼きソバは、炎の柱と化していた。



　……というわけで、右京と江利子はあれやこれや、消防団の人に叱しかられたりもした末に、ようやく収まるべきところに収まって大団円なわけだが、いっぽう舞台の上のシエラは浮かない顔をしていた。

　スレンダーな体を清せい楚そなセーラー襟えりのワンピース水着に包んだシエラの姿に、ビーチは揺れていた。真夏の太陽よりもまぶしくフラッシュがたかれ、審査員も絶賛の声を上げる。

「何という神々しいまでの美しさだ！　水着コンテストと聞いてエロい事を妄想した自分を恥じる！　ぼんきゅばーんだのぽよんぽよんだのぷにぷにだのもふもふだの、そんな即物的なものは真の美の前では何の価値もありはしない！　まさに十五世紀イタリア・ルネッサンスの巨匠ボッティチェリの絵画『ビーナスの誕生』を思わせる、美しさ純粋さ崇高さ神々しさだ！」

「確かに。色白ロングヘアのナイチチ具合といい、まさに『ビーナスの誕生』！　座ざ堂どうシエラ様こそ渚なぎさのビーチプリンセス、いや渚の女神だ！」

　しかし、賞賛の嵐あらしの中にいてもシエラは孤独だった。優勝者の王冠を被かぶせられ、色鮮やかな花の首飾りを幾重にもかけられても、その表情はうかないままだ。両腕に抱いたきらめくトロフィーもむなしい。

「すごいわねぇ、シエラ様。この賞賛、まるで本物の王女様の戴たい冠かん式しきのようだわ！　そんなシエラ様のクラスメイトになれたなんてあたしは本当に幸せ者だわ、光栄だわぁ～ん！」

　杏あんはうっとりと目を輝かせて、シエラをたたえる。だがシエラはそんな自分自身を、他ひ人とごとのようにさめた思いで見ていた。



    

  
    
      



    

  
    
      （これがセレブであるわたしの本来の姿なんだわ。全すべての人がわたしの前にひざまずき、賞賛し、崇拝する。溢あふれるばかりのお金もある。もう魔神レベルを上げる必要なんてない、メイド服なんか着なくていい。元通り、完全無欠のお嬢様に戻れたのに、どうして寂しいの？　何千人もの人がわたしに憧あこがれの目を向けているのに、なぜこんなに空虚なの？）

　メイド服を着ていたとき、屈辱の姿を誰だれにも見られたくなかった。けれどその秘密を知る陣じんだけは、シエラのわがままを呆あきれながらも、軽く受け流した。初めて上手に卵焼きを焼けたときには優しくほほえみ、「ちちんぷいぷい」の呪じゆ文もんとともに頭をなでてくれた。

（誰にも見られたくないんじゃない。わたし、庶民だけに見せたかったんじゃないの？）

　けれどシエラが再びお金持ちの身分に戻り、アークも手に入った今、陣が彼女を呼び出す理由はない。あらためてそのことを痛感したシエラの目から、涙がぽろぽろとこぼれ落ちた。

「おおーっとこれは！　渚なぎさのビーチプリンセスの目から感動の涙がこぼれております、まさにビーナスの真珠のような美しさだ！」

　シエラの涙が更に人々の賛辞を煽あおる。けれど、誰一人シエラの本当の気持ちを理解してくれてはいない……灼しやく熱ねつの夏の太陽の下で、一人ぼっちのシエラの心は凍えていた。



    

  
    
      


三話　邪神降臨・誰だれが邪神よっ！





　夏休みが始まって一週間が過ぎた。八月がどんどん近づいてくる。海水浴から戻ってきたシエラは、日々ますます落ちこんでいた。

　使用人たちを心配させないように、つとめて明るくふるまってはいた。ニコライに車を出させてドライブしたり、メイド長メアリーに料理を教わったり、メイドたちと広い庭でクリケットを楽しんだりしていた。

　けれど、自分の部屋で一人でいると、シエラはたまらなく寂しくなった。両親が帰ってきて、食事もいつも大きな食堂のテーブルに家族三人そろって着席し、いっしょに食事して会話もそこそこ弾んでいるのだから、何も寂しくなる理由などないはずなのだ。

　実際、今の生活はシエラが幼いころから憧あこがれていたものだった。家族三人そろっての毎日……なのに、家族がバラバラだったとき以上の寂しさが胸を打つ。

（どうしてこんなに寂しいの？　パパもママも、家族がもう帰ってきたっていうのに……。もしかしたら庶民はわたしにとって、家族以上の存在だったって……こと？）

　一瞬そんなことを考えてみたが、シエラはブルブルッと首を横に振る。

「いいえっ、断じて違うわっ！　庶民なんて、いつも無ぶ愛あい想そうで楔くさび形がた文字しか興味無くって、大嫌いなんだから……っ！」

　などと口では強がりを言いながらも、シエラの頼りなげな視線はちらちらとサイドテーブルの上の携帯電話に向けられている。

（……やっぱり、気が変わって電話してくるとか、無いわよね）

　陣じんに返してもらった魔法のランプは、人の手にふれないよう、額縁つきのガラスの箱に入れて壁に飾ってあった。携帯電話のストラップになっているトーレムも、気になるようすで携帯電話のまわりをウロウロし、からまって動けなくなったりしていた。

　そのとき、コンコンとノックの音が響いた。ドキン、とシエラの心臓がはねあがる。

「は……はいっ？」

　にじみかけた涙をあわててぬぐい、シエラは立ちあがった。

（まさかっ……庶民だったらどうしよう。心が通じるって、あるのかしら……？）

　期待に胸をドキドキさせ、頬ほおを真っ赤に染めながら、シエラは部屋の扉を開く。

「しょみ……！」

　ん、と言いかけてシエラは絶句する。立っていたのは父・ピエールだった。

「ジュッテーム、わが娘よ。元気かね？」

　相変わらずのタキシード姿で能天気なピエールを見て、シエラは一気にどっと疲れた。

「ええ。今にも死にそうなほど元気よ」

「それは良かった！　いやー、やっとアークダイモンの心配も無くなったし、日本に帰ってこれたし、元通りお金持ちになったのも良いのだが、暇でなー」

　ピエールは図々しくシエラの部屋に入ってきて、高級ソファにどかっと座る。傷心のシエラはそっとしておいてほしいのに、ずかずかとプライベート空間に踏みこまれ、イライラした。

「暇なら、オペラでも見に行けばいいじゃない」

「えぇ～っ、一人でかね～ぇぇ？　シエラ、いっしょに行かんかね。夏休みだろう」

「わたしは今、そんな気分じゃないわよ。ママと行けばいいじゃない」

「ママは自分の部屋でコンピューターのモニターを二十台並べて、世界中の支社に指示したりで猛烈に忙しいのだよ。経済市場は一分でも目を離すと、大損ぶっこいてしまうらしい。いやー多芸多才だな、玉たまの輿こしに乗ったのはパパのほうだったようだ。はっはっは」

「そののん気な笑い声、疲れるからやめて」

「とりあえず、もう魔法でお金を出す必要もないので、今のわしにはまったく仕事が無いのだよ。何か暇つぶしをせねば死んでしまう」

「欧米のお金持ちは、仕事をしなくてもお金が稼げるときは、ボランティアをするわよ」

「はっはっは。このわしが、タダで赤の他人に何かしてやるとでも思うのかね？　いいからパパと遊んでくれ～！　退屈だ～、退屈だ～！」

　ピエールはジタバタと手足をばたつかせる。シエラはこめかみがズキズキ痛み、顔をしかめた。

「たぶん、ママにもそうやってゴネたから、部屋を放ほうり出されたんでしょ？」

「おや超能力」

「わたしも同じよ、出てって！」

　シエラはピエールが載ったソファを押して、廊下へ出そうとする。重そうなので、トーレムも微力ながら手伝う。ソファに載せられたまま、ピエールは捨てぜりふを吐いた。

「いいさいいさ、年とし頃ごろの娘に父親がウザがられるのは運命のようなものだ。退屈だから、新あら木き陣じんのとこにでも遊びに行くかな。携帯番号も知ってるし」

「はぁっ？　何言ってるのよ、庶民のところに何しに行くわけっ？」

「アークダイモンに襲われてるところを見物するのだよ。ローマ皇帝が剣士をコロッセオで戦わせたように、血で血を洗う殺し合いは最上級のセレブの娯楽だからな。はっはっは」

　ピエールのことばを聞いて、シエラはソファを押す手を止めた。怪け訝げんそうに、ピエールをにらむ。

「庶民はアークを持ってるんだから、もうアークダイモンに襲われやしないでしょ？」

「それはつまり、水戸○ピー門が印いん籠ろうを持ってるんだから、悪代官はもう攻撃してこないはず、という理論かね」

「違うの？」

　緊迫した表情のシエラに対し、ピエールはチチチッと人差し指を横に振った。

「悪代官には三パターンあるのだよ。①マルイチ速攻でひれ伏して謝る。②マルニ天下の副将軍の名を騙かたる悪党め、ってやっぱり攻撃してくる。③マルサン知ったことか、つか生かして帰すわけにいかん、斬きれ斬れーっ、って状況が悪化する」

　ごくり、とシエラが息をのむ。

「つまり、残り二匹のアークダイモンが庶民を攻撃してくることもありうる、って？」

「むしろ相手が強力な武器を持ったことで、窮きゆう鼠そ猫を噛かむ状態で逆ギレして、反対に攻撃を一挙に激化させるということもありうる、ということだ」

「……つまり……庶民は依然、危ない状況なの？」

「そのとおり。むしろ、アークを手に入れる前よりも危ない状況かもしれないってこと」

　他ひ人とごとのようにピエールは言いはなつが、シエラは口元に手を当て難しい顔で考えこんだ。

「ということは……ランプの魔神であるわたしの力がまだ必要、ということじゃない？」

「ほっときなさい。自分からランプを返したんだし、何があっても自己責任だ。あんな庶民にかまってる暇があったら、パパと原宿にクレープでも食べに行こうじゃないか」

「でも明らかに今の状況では、庶民にはわたしが必要なのよね？」

「おことばだがシエラ、おまえはレベル０どころか今はレベルマイナス魔神で魔法なんか使えないだろう。力にはなれんと思うぞ」

「庶民は、ああ見えてもここ一番の勝負所で小知恵がはたらくのよ。わたしには何もできなくても、ランプのゲートを利用して敵を倒せるわ」

「その手も二度は使えんだろう、無駄無駄。人助けをしたかったら、退屈で死にそうなパパの命を助けてくれ。大おお江え戸どネズミーランドを借り切ってもいいぞ？」

　シエラはピエールのことばを無視して、額縁の中の魔法のランプをもう一度見上げた。

「ねえパパ……ランプを他ほかの人がこすったら、わたしはその人の魔神になるのよね？」

「ただし魔法書はリセットされて、レベル０からやり直しだがな。それに、庶民くんとのつきあいでわかってきたが、ランプをこする人間は誰だれでもいいというわけではない。『ソロモンの指ゆび環わ』を持っていなくてはな」

「『ソロモンの指環』を持ってればいいのよね？　そして、庶民なんかよりもずーっともーっとわたしに感謝する人がいれば、わたしはあっという間にレベルアップして、アークダイモンなんてはだしで逃げだすような最強魔神になるわけよね？」

「娘よ、何かスゲー嫌な予感がするのだが、何を考えているのかね？」

「わたしが軽音楽コンクールに出てあげただけで、死ぬほど感謝した人がいるのよ。あいつにメイド服姿を見られるのは、庶民に見られるよりずっと嫌だけど……庶民を助けるには、この方法しか無いんだものね」

　シエラは額縁をはずしてランプを取りだすと、部屋から駆けだした。トーレムが、あわてて追いかけ、シエラのスカートにつかまってポケットまで必死によじのぼる。

「ニコライ！　車を出して！」

「おいおいおい！　娘よ、もしかして庶民以外のご主人様に身を投げだすつもりかっ？」

　ピエールは焦あせって追いかけようとするが、焦りすぎて自分で自分の足を踏んづけ、すっ転んで床に顔を思いっきり打ちつけた。ごいん、と音がする。通りかかったメイド長のメアリー・サバントが、心配そうに声をかける。

「旦だん那な様、大丈夫ですか？　シエラお嬢様の部屋の床は、メイドたちがお嬢様に喜んでもらおうと特に念入りにワックスがけをするので、ものすごくすべりやすいのです」

「う、うむ。ニコライも四月、額にでかいシップを貼はっていたのでどうしたのかと尋ねたら、ここですっ転んだのだと言っていたのを、あと十秒早く思い出すべきだったな」

「ああ、そう言えばシエラお嬢様が、ハンカチに刺繍をする宿題を持って帰られた日……お部屋の前でミスター・パブロフがカエルのようにぶっ倒れておりましたね」

　メアリーは頬ほおに手を当てて思い出す。シエラが初めて陣じんに呼び出された日……残された服を見たニコライは、シエラがシャワールームにいると勘違いして慌てて部屋を飛び出し、すっ転んだのだ。

「おっと！　心ここ地ち良い痛みの余韻にのんびりひたっている場合ではない！」

　むくり、とピエールは身を起こす。鼻血が流れて、カイゼルひげを濡ぬらしていた。車が出る音が聞こえた。排気量の大きそうな「ブロロロロッ」という低い音なので、ニコライがいつもの超高級オープンカーでシエラを乗せていったことがわかった。

「もう間に合わんか？　車を出せば間に合うだろうが、シエラは一度決意したら絶対戻らんだろうから、実質的に間に合わん。しかし娘よ、わしがあの庶民をご主人様にしてもいいと思ったのは、あいつがいかにもカタブツのクソマジメで、かわいいおまえが萌もえ萌もえメイド服を着て部屋にいても間違いなど無いという安心感があったからだ！　だが他ほかの多くの男はそうではない、世間知らずのおまえにはわからんだろうが男は狼おおかみなのだっ！　ああーわしのかわいい娘が狼の毒どく牙がに～！　こんなスーパートラブルが来るとわかっていたら、暇で退屈だなんて言わなければよかったー！」

　ピエールは、頭をかかえて身もだえた。



　いっぽう橘たちばな寮の陣の部屋では、夕ゆう也やが怒鳴り散らしていた。

「片づけろ―――――――――――――――――――――――――――――――っ！」

　かつて、陣じんの両親の発掘品が入ったダンボール箱で埋まっていた部屋のど真ん中には、巨大なアークが転がっている。

　しかもその周囲には、陣が春はる紗しや学園の中高共用図書館から借りてきた本の山がいくつもできていた。陣は自分の机で本を読んでいたが、不思議そうに振りかえる。

「片づいてるじゃないか。何か問題でもあるか？」

「どこが片づいてるんだ！　何だ、このでかい箱は！　また発掘品かよ！」

「それは収納箱だ。部屋の中に収納箱がある状態を、おまえは『片づいてない』と言うのか」

「カリスマ収納主婦も驚きの論理展開だが騙だまされんぞ、こんな重そうな収納箱があるか！」

「絶対騙されると高をくくってたんだが」

「おまえ俺おれをナメすぎだ。片づけないと寮長に……！」

「寮長は、珍しく洋服着てさっき出ていったぞ。手に花持ってた。というわけで、寮に残ってるのは俺たちだけだ。残念だったな」

「寮長が洋服？　花？　まさかデートかっ？　あのカタブツの寮長でも夏休みにはデートだというのに俺たちときたら！　おまえが散らかして部屋の風水が悪くなってるせいだ！」

「なるほど、そうつながるのか。おまえの論理展開のほうがびっくりだ」

「とにかく片づけろー！」

　ついに夕ゆう也やはブチギレて、ピーピーやかんのように頭から蒸気を吹きだす。

「すぐ怒る奴やつだな」

「怒られなきゃやらないおまえが悪い！」

　夕也は腹立ちつつも、陣が言うことを聞いて片づけはじめたので一いつ旦たんは落ちついて、自分も机のまわりを片づけ、夏休みの宿題などをボストンバッグに詰めはじめる。

「ったく、終業式が終わったらすぐ帰省するつもりだったのに、おまえが散らかしてたせいで俺まで片づかなかったじゃねーか。あれ？　ここに置いてあった『デスメタリカ』のライブのテープどこだ？」

「テープって何だ？」

　陣はゴミの山をゴミ袋にぶちこみながら、きょとんとしてたずねる。

「俺がこのあいだ、ラジオからカセットテープに録音したデスメタそれだー！」

　夕也は突如、真っ青になって陣のゴミ袋を指さす。陣は、明るく笑った。

「ははは、夏と言えば怪談だな。でもそこは『おまえだー！』ですから」

「ちげーよ！　おまえが今捨てたのが俺のテープだ、ちゃんとラベル見て捨てろよ！」

　夕也は激怒して陣の胸ぐらをつかみあげる。こめかみに血管が浮きあがり、歯をむきだし、目は血走り、鼻息はフーフーと荒い。陣はあわてて、両手で夕也を制止した。

「まあまあ、そう激げつ昂こうするな。だしじゃこ食べるか？」

「足りないのは俺おれのカルシウムじゃないっ、おまえの一般常識だ！　やっぱり本を図書館に返してこい！　読むなら図書館で読め！」

　どかっ、と夕ゆう也やは陣じんと数十冊の本を部屋から蹴けりだした。

　陣も、別にわざと散らかしていたわけではない。アークダイモンを簡単に撃破できるぐらいにアークを使いこなせるよう、図書館から本を借りまくって調べていたのだ。アークのそばを離れるのが心配なので、部屋で読んでいたわけだが……。

「……仕方ないな。さっさと返して、帰ってくるか」

　陣はため息をついて、本を持ち易やすいようにひもで縛る。何十冊もあるので、かなり重い。

　両手に本を提げて、ヒイヒイ言いながら寮を出ると、超高級オープンカーが停とまっていた。後部座席のシエラの顔を見た瞬間、陣は顔をこわばらせた。

「ざ、座ざ堂どう……！」

　アークダイモンが今攻撃しては来ないかと、陣は警戒して素早く周囲を見回す。その動作は、シエラにはあからさまに目をそらしたようにしか見えない。ムッとして、思わずいつものようにドカーンと怒鳴りたかったが、ニコライがいるのでぐっとこらえてほほえむ。

「ごきげんよう、新あら木きくん。ちょうどよかったわ、寮の人に呼びだしてもらおうかと思っていたところなの。あなたは電話をかけても出ないという噂だから」

　もちろん、陣に電話をかけてくるのはシエラ本人なのであるが。笑顔の裏から放たれる、白銀の槍やりのようなオーラが陣の全身をグサグサと貫く。

「な……何でおまえがここにいるんだ！」

「あなたに話があるのよ」

「奇遇だな。俺には無い」

　陣はシエラと目を合わせず、逃げるように車の横を通りすぎる。少しでもシエラを遠ざけていないと不安だった。その態度にニコライが「カチン」と来て、わずかに車を進め、陣の背中に「どん」と追突した。

「どわっ！」

　両手に重い荷物を提げていた陣は、あえなくバランスを崩して顔から倒れた。さすがのシエラも驚いて目をまるくしていたが、ニコライは運転席から素早く降りると、陣を助手席に、本を後部座席に放ほうりこんで、ふたたび出発する。

「新木様。シエラお嬢様が、お話があるそうですが、乗られませんか？」

　陣を乗せてしまってから、にっこりとニコライがほほえむ。陣は、地面で打って真っ赤になった鼻を押さえながら、ニコライをにらんだ。

「……今、明らかに誘拐の手口だったよな」

「これは人聞きの悪い。お嫌なら、いつでも車から降りられるのも自由なのですよ？」

　ぱかっ、と助手席のドアが開いた。運転席のボタンで開くようだ。景色が目にもとまらぬ速さで通りすぎて行く。明らかに、時速百キロを超えている。

「死ぬ死ぬ死ぬ！　この状況で降りたら死ぬ！」

「降りられませんか？　それが新木様のお望みでしたら、不ふ肖しようニコライ・パブロフ、厳粛に従わせていただきます」

　ニコライが再びボタンを押すと、固定されていた助手席のドアが風圧でバタンと閉じた。陣じんは青ざめ、あわててシートベルトをする。シエラも、いつもは冷静でクソ真面目まじめなニコライが、たまにブチギレることは薄々知ってはいたが、さすがに目が点になっていた。

（これが以前、シエラお嬢様が香か住すみ愛あい花か様に話されていた新あら木き陣か……。まあ何者であろうともこのニコライ、シエラお嬢様のためならばこの手を血で汚すことに一点の迷いも無い！）

　迷って下さい。

　陣はあきらめのため息をつき、シエラと目を合わせないようにうつむいて尋ねた。

「それで、話って何だよ。俺おれは、学校の図書館に本を返しに行かないといけないんだが」

「あら、ではまず図書館までお送りするわ。こんなに本があっては、重くて大変でしょう。お話は、図書館でゆっくりすればいいのですもの」

　シエラは、名案だと言わんばかりにポンと手を打つ。ニコライの前で魔法のランプの話はできないから、図書館で話を……とシエラは考えたのだが、陣は「うっ」とうめいた。

（俺のそばにゆっくりいたら危ないってことが、何でわからないんだ、こいつ。まったく、親の心子知らずとはこのことだ。『おまえを危険にさらしたくないから』なんて、本気で言わなくちゃいけないのか？　何かの罰ゲームか？）

　陣は、死にそうな気分になって助手席で頭をかかえる。

「さすがはシエラお嬢様、何とお優しいのでしょう。では、図書館に向かいます」

　ニコライが、爽さわやかにほほえんでハンドルを切った。



　春はる紗しや学園中高共用図書館では、図書委員の本ほん田だ聡さと子こが本を何冊も抱えながら、書架の整理をしていた。

　黒目がちの瞳ひとみをメガネと長い黒髪で隠し、寡か黙もくで目立たない雰囲気の聡子は中等部三年生。夏休みでも、きちんと制服を着ている。

　その横では聡子の親友の家庭科部部長、安あん藤どう奈な津つが、相変わらず中学生とは思えないナイスバディを夏っぽいキャミソールに包み、相変わらず中学生とは思えないオカンアートを披露していた。本日の作品は、バスタオルで作った筒みたいなものである。筒の片方にはゴムが入っていて、巨大なゴムスカートのようにも見える。

「ねーねーさとっちってば。聞いてる？」

「さとっち……とは、わたしのことでしょうか……？」

「だからー！　夏だよ？　青春は太陽がいっぱいの季節だよ？　われら燃えよ青春、って感じなわけ！　こんなカビくさい図書館にこもってないで、海行こうよ海。まわりの目を気にしないで着替えれるように、お着替えバスタオルも作ってあげたんだからさー！」

　奈な津つは聡さと子この手から本を奪い、強引にバスタオルの筒のようなものを押しつける。

「……それ、頭からかぶって、巨大テルテルボウズみたいになるやつ……ですよね？」

「それそれ。便利だよー、まさに暮らしの知恵袋」

「嫌です」

「またまたー、そんな遠慮しなくていいから！」

「遠慮じゃないです」

「ほら、あたしとさとっちとおそろいで、フェールトで似顔絵と名前のアップリケも入れたんだよ。フェールトでっ」

　自慢げに奈津がバスタオルを指さす。古臭い稚拙なイラストが、フェ―――ルトでアップリケされていた。聡子は全く感情のこもらない声で、淡々と答える。

「とってもすてきですね。安あん藤どうさんは本当に手芸がお上手ですね。わたしなんかがいただいてしまっては、もったいなすぎますので、けっこうです」

「いいのいいの、そんな遠慮しないで、さとっちは特別なんだから。あたしとさとっちの仲でしょ？　そんなに気に入ったんなら、十個ぐらい作ってあげる勢いだけど？」

「真実を語るには……人を傷つけるしかない運命なのでしょうか……？」

「何それ、なんかの本の名言？　あたしが最近、本を読んで一番感動した名言はねえ、『調味料を入れる順番は〈さしすせそ〉の順番で』」

「それは名言ではなく、豆知識です」

「つまり、砂糖、塩、酢、醤せう油ゆ、ソルトの順ってことだね」

「塩、二回入りましたね」

「だから現代人は、塩分過多になるんだよねえ。困ったもんだ」

　奈津は腕組みをして、難しい顔でうなずく。

「もっと困った人が、わたしの目の前にいるような気がしますが……」

「っていうわけで、塩分つながりで海に行こっ！」

「この、どこへ行くのか行き先不明の会話がそうつながるとは、思ってもいませんでした」

「どうせ夏休み中なんて誰だれも来ないじゃん。司書の先生すら来ないしさ」

「ですから……邪魔者のいない夏休みのあいだに、ゆっくりと一学期のあいだ酷使された本の手入れや整理をしておきたいわけです……。たとえば、破れかけた本の表紙を、東○ピーハンズで買ってきたフィルムコートで補強したりですね……」

「あ、ひらめいた。フィルムコートの下に季節の押し花をはさんだら、かわいいじゃん」

「そういうオカンアートは、ご自分の夏休みの自由工作でのみお楽しみください」

「今オカンアートっつった？」

　にらむ安あん藤どうを、聡さと子こはクールにスルーする。そんな図書館に、中等部一年生の香か住すみ愛あい花かがやってきた。フリルたっぷりの私服を着て、肩に大きなボストンバッグをかけている。

「あっ、部長！　探しましたよー！」

　ぱたぱた、と愛花が目を輝かせて子犬のように走ってくる。何も無い床で一度ずでっとこけて、しこたま鼻を打ったが、何事もなかったように再び走ってくる。何事もなかったような顔をしていても、鼻は真っ赤だ。奈な津つは、呆あきれてつぶやいた。

「香住……コケることに耐性つけるまえに、何も無いところでコケないように注意を払うってことはできないわけ？　っていうか何の用？」

「これから実家に帰省するので、しばらく会えないからご挨あい拶さつです。おうちにいらっしゃらなくて、学校図書館に行かれたっておうちの方にうかがったので」

「あ、そっか……香住は寮生だから、実家は学校からちょっと遠いってことだ」

　納得して、奈津はポンと手を打った。

「じゃあ、夏休みのあいだ会えないねえ。そうだ、せっかくだから帰りの電車の中で寝れるように、アイマスクあげようか」

　気前よくニコッと笑った奈津に、愛花もニコッとこぼれるような笑みを返す。

「フェールトで作った、気持ち悪い目のアップリケのついたやつなら、けっこうです」

「さとっちも香住も欲が無いねえ。まあまあ、そう遠慮せずあたしのウチに寄っていきなってば。爪つま楊よう枝じで作った五重塔でも何でも、欲しいもの何でも持って帰っていいからさ！」

「うわーん、要らないぃぃぃ！」

　愛花は、ズルズルと奈津の家まで引きずっていかれた。聡さと子こはホッとする反面、奈津が自分以外にもけっこう愛花とも仲がいいのが、少しだけだが、気にかかった。

（何でしょう、この『感じ』は……）

　人類の知恵の結晶である「本」を、聡子は全すべて読み終えた。今の彼女にはもう、森しん羅ら万ばん象しよう、わからないことなどない。人間がいまだ知りえない知識以外の全てが、彼女の中にあるはずだった。なのに、今抱いている自分の感情がわからないことに、聡子はとまどう。

「どうやら、わたしはまだ『全知の存在』ではなかったということですね……。『神』になるには、やはり『アーク』や、完全な『魔神の魔法書』が必要なんですね……」

　聡子はしばし考えこんでいたが、奈津や愛花の邪魔が入って山積みになったまま放ほうりだされた本の存在を思いだす。

「そうそう……新あら木き先輩が来られる前に、書架を片付けておかなければ。わが使い魔セーレを中近東の『ヘロディオン』に向かわせた今、新木先輩がどこまでアークの情報を手にいれたのかを知りうるのは、この図書館でだけですからね……ククク……」

　聡さと子こは、陣じんがすでにアークを手にいれたことは知らない。

　彼女には目的があった。アークダイモンを含めた全てを凌りよう駕がする「神」となること。だが、現実はなかなか思いどおりには進まない。まず、その神の魔力であるところの「ランプの魔神の魔法書」は新米魔神・シエラの頑張りが足りないのでほとんど呪じゆ文もんが埋まっていない。またアークにしても、陣の研究の進み具合を横目で盗んで自分で探しに行くつもりではあったが、首尾よく見つけたとしてもアークを操るための「ソロモンの鍵かぎ」が無い。

　それを持っている陣が意外に強敵だということを、聡子は今までの「かませ犬」のアークダイモンたちの情けない敗退の仕方から、じゅうぶん学んでいた。

「わたしが世界各地の文献で調べたところによれば、『ソロモンの鍵』と『ソロモンの鎖骨』は同意語。鍵は、ソロモンが魔王を使役した『智ち』、伝説のシバの女王に愛された『仁じん』、どんな敵をも倒す『武ぶ』、そして決して逃げない『勇ゆう』……すなわち『智仁武勇ちちんぷいぷい』を持つ王者の鎖骨の中で魔力を吸収してゆく……。そして『鍵』は、ひとつではない」

　聡子は制服の胸のボタンをひとつ外す。全然日焼けしていない青白い肌の、右の鎖骨がわずかに光っている。心霊手術のように、まったく血を流すこともなく指を差しこむと、六ろく芒ぼう星せいを刻んだ銀の指ゆび環わが出てきた。にぶい輝きを見て、聡子は不満そうにため息をつく。



    

  
    
      



    

  
    
      「誰だれでも鍵を失なくしたときのために『合あい鍵かぎ』は作っておくもの、賢者であるソロモン王ならばなおさらです……。しかし『合鍵』は、『智仁武勇の王』すなわち『ソロモンの知恵者』の鎖骨の中でなければ育たないようす。このわたしの鎖骨では、やはり力不足……ですか。学年でも、けっこう頭いいほうだと自負していたのですけれど……ね」

　陣じんの鎖骨の中で「育った」ソロモンの指ゆび環わは、さほど長時間そこにあったわけではないにも関かかわらず、黄金に美しく輝いていたのを聡さと子こは思いだす。体内から出された今も、陣がアークダイモンと戦い、知恵や力や勇気や……そしてシエラをかばう思い……それらを強めて行くにつれ、ソロモンの指環もまた力を増している。

（わたしでは、ソロモンの合あい鍵かぎを成長させられない、これでは鍵かぎの役に立たない……。アークを操るには、新あら木き先輩の指環を盗むのが一番手っ取り早い方法ですが……今までのアークダイモンの惨敗ぶりからして、新木先輩にまったくノーリスクで勝てる見込みがあるとは思えませんね）

　むろんアークダイモンには人を超える魔力がある。しかし賢者には、その魔力の裏をかいて逆転に持ちこむ知恵が存在することを、人間の本を読んできた聡子はよく知っている。

（力と力のぶつかりあいならば、いずれ力のインフレーションが起きて双方滅びるのが必定。しかし知恵には限りがない、なぜなら人の頭で考えることには限界がないですからね。時間や宇宙にすらも限りはあるのに、人の頭の中には『無限』という概念が存在し得る……。すなわち、地上で最も恒久なる者、最も巨大なる者が存在しているのは、人の頭の中……ということになります。有限の魔力しか持たないアークダイモンが、無限の知恵に勝てるわけがない……それがすなわち、ソロモン王の強さの秘密でした。神をもしのぐ、人の知恵の力……この指環を完成させるためには、それが必要です。ソロモンに匹敵する知恵を持つ、『智仁武勇の王』の鎖骨が……）

　聡子は図書館の二階に上がり、窓から空を見上げる。使い魔セーレに、その「王の鎖骨」を持ち帰るよう命令して、もう数日も帰りを待っている。世界中のどこからでも、まばたきひとつする間に何でも盗んでくることを誇る、盗賊王子のふたつ名を持った魔王セーレにしては珍しいことだった。

「まだなんでしょうか……セーレは」

　未完成の指環を握りしめ、聡子は静かに空を見つめた。



　ふと、車のブレーキ音が聞こえて、聡子は視線を落とした。シエラのオープンカーが、学園の駐車場に停とまったところだった。助手席の陣を見て、聡子は唇の端を上げる。

「あら、いいタイミングですね……。新木先輩は大量に本を借りて帰って、どこまで『アーク』のありかに近づけたのでしょうか……楽しみですね、ククク……」

　陣たちを迎えに出ようとして、聡子は窓に背中を向けた。その聡子に狙ねらいを定めたように、天空の彼方かなたから何かが超高速度で飛んできた。

　はっ……と、聡子は振りかえる。格子枠の大きなガラス窓がガチャーンと音を立てて砕け散り、黒いボロ布のかたまりが床に落ちた。とうもろこし色の髪を見た瞬間、聡さと子こはそれがセーレだということに気づいた。青ざめた顔は赤黒い血で汚れ、すでに虫の息となっていた。さすがの聡子も驚いて、セーレをその腕に抱きあげる。

「セーレ！　いったい何があったのです、ソロモン七十二柱の悪魔の一柱ひとりであるあなたがこんなことになるなんて……っ？」

　セーレは、黒い逆五ご芒ぼう星せいのペインティングをほどこした目を、かすかに開く。

『わ……わが主人マスター……。申し訳ありません、このセーレともあろう魔も王のが……王の鎖骨を手に入れることが、できませんでした……』

「そんなものはどうでもいい、説明しなさい！　何をされたのかがわからなければ、治癒させることもできないでしょう！」

　聡子が本気で怒ったので、弱って今にも意識が消えかけそうだったセーレが、はっと目を見開いた。

『わが主人マスター……？　治癒とおっしゃいましたか……わたしはあなたにとって、いくらでも印刷できる本のわずか一ページに過ぎぬもの。ページが破れれば、また新しい本を買えばいいと……そういうこと、では？』

　聡子も驚く。たしかに彼女にとってセーレや他ほかの魔王は、ただの印刷物でしかなかったはずだ。奈な津つに覚えた奇妙な『感じ』といい今日はわからないことばかりで、聡子は自分自身にとまどう。

『しかし、わが主人マスター……破れたページの修繕は不可能です、わたしはどうしようもないほどの致命傷を受けました。恐ろしい相手でした……』

　セーレは、喉のどからあふれた血が気管に詰まったようすで、苦しそうに血を吐いた。

「セーレ！　まさかあなた、死ぬのでは……ないでしょうね？」

『申し訳ありません、わが主人マスター。不ふ甲が斐いないことですが、どうやらそのようです……』

「あなたはヘロディオンに行ったはず。ヘロデ王の墓所で、何があったというのです？」

『わかりません、わたしにも何があったのか……。ただわかったのは、敵が桁違いの存在だったということだけ。盗賊王子と呼ばれたこのセーレをはるかに超えるスピードの前に、相手の正体を確めることもできませんでした……。わたしにできることといえば、ただひとつ……わが主人マスターに警戒するようお伝えすること。少しでも知っていることは、知らないよりもはるかに備えになる……ものと……』

「わたしに伝えに戻ったというのですか……？　敵襲を受けても、もし安静に傷を癒いやせば助かっていたかもしれないのですよ、セーレ？　なぜ、こんな暴挙を！」

『それが、わが主人マスターへの忠誠です……』

「わたしは良い主人ではなかったはずです、セーレ」

『あなたは、よほどのことがなければ他の魔王を使わなかった……。わたしをヘロディオンに向かわせているあいだ、新あら木き陣じんの動向が気になっても、あの青ざめた子馬、地獄の公爵バティンや……その他ほかの悪魔を使わずにわたしの帰りを待ってくださった……。神となる野望よりも、わたしのささやかな嫉妬に気をはらってくださった……』

　嫉しつ妬と、ということばに聡さと子こは固まった。セーレは、聡子が他の魔王を使役することに嫉妬していた。その気持ちを理解していたということは、聡子の心にも「嫉妬」が存在しているということなのだ。

　嫉妬は愛から発生する。完全なる存在である「神」は唯一絶対無二であるがゆえに、他者を求める本能である愛は存在しないはずだ。その唯一絶対無二の存在を目指していた自分の心の中に、知らぬうちに「愛」がはびこっていたという事実を突きつけられて、聡子は愕がく然ぜんとした。

　思えば、親友の安あん藤どう奈な津つは、聡子にとっては唯一の友人だったが、奈津自身は他人を放ほうっておけない性格のために友人が多い。さっき奈津が愛あい花かにかまっているのを見たときの気持ちは、たしかに「嫉妬」だったのかもしれない。

「わたしが……あなたに気をはらったと？」

『あなたはお優しい方です、わが主人マスター。いや……優しくなられた、何百年も人間たちに関かかわり、人間たちの知恵の結晶である本を集めているあいだに。だからこそわたしは案じたのです……わたしを攻撃した残忍無比な存在に対し、今のあなたでは……知恵は昔より勝ってはいても、心が勝てるものかどうか……。お伝えするのが間に合って良かった……』

　セーレはもう目を開けていることも辛つらいらしく、目を閉じた。その頬ほおに、ぽたぽたと熱い液体が降りそそぐ。恵みの雨のように……聡子の涙であることを、目を開けなくてもセーレにはわかっていた。そして、あえて目を開けてそれを確めないことが、彼にできる彼女への最後の気配りだった。

『他の誰だれにも代えがたい……わが主人マスター……。あなたはわたしにとって、誰よりも良い主人でした……。あなたにお仕えできたことは……このセーレ、命にも代えられぬ……光……栄……』

「セーレ！　死んではだめ―――!!」

　叫んでも、命の火が消えるのを止めることはできなかった。聡子の手の中で、セーレは一瞬にして炎と化す。後には、燃えた本の一ページだけが残った。拾いあげようとすると、炭化したそれは塵ちりとなって消し飛んだ。

「セーレ……」

　聡子は押し殺すような声でつぶやいた。一度、拳こぶしで床を叩たたいた。

　そこに、陣とシエラが入ってきた。

「あっ、いたいた。本ほん田だ、借りてた本のことなんだけど」

　聡子はあわてて目をこすり、何もなかったような顔をして立ちあがる。

「新あら木き……先輩。何かご用でしょうか……？」

「借りてた本をまとめて返しに……あれ、何だ、なんだかコゲ臭いな」

「あ、いえ、大丈夫です」

　聡さと子こはなるたけ平静を装おうとする。陣じんは不思議そうに、彼女の顔を見つめた。

「大丈夫そうには見えないけどな。白目が赤いようだが、本のホコリで結膜炎とか」

「ちょっと庶民！　ふつうこういうときは、気をつかって何も聞かないものよ！」

　シエラが聡子には聞こえないよう小声でささやき、陣の横腹にひじ鉄を埋める。陣は「うぐっ」と低くうめいた。聡子は、自分の顔を両手で押さえる。

「白目が赤い……？　ではやはり、泣いていたんでしょうか……わたしは……」

「な、泣いてた？　何があったんだ？」

「また限定フィギュアが売り切れたの？」

　シエラも、心配そうにたずねる。陣が赤ちゃんにされてしまったとき、本屋の前で、いつも無表情な聡子が泣いているのを一度だけ見たことがあるのを思いだした。

「限定フィギュアって何だ？　まあいい、いつも本を借りてる恩があるし、俺おれにできることなら何でも協力するぞ！　金は貸せないが！」

「何でも協力……してくださいますか……？」

「ああ、くれぐれも金は貸せないが！」

「庶民庶民、生々しいからやめなさいよね」

　シエラが顔を引きつらせつつ、陣の袖そでを引っぱる。聡子は無表情な目で陣を見つめた。

「胸を貸していただくだけでけっこうです。わたしには……他ほかに泣ける場所が無いので」

　そう言うと、聡子はいきなり陣の胸ぐらを両手でつかんで引き寄せ、彼の胸に顔をうずめた。泣くと言っても、シエラのようにわんわん泣くわけではない。肩すらも震わせず、声を殺して泣いている。ただ、熱い涙が陣のシャツを濡ぬらしていくばかりだ。

「な、何があったんだ、本ほん田だ……？」

　陣はどうしていいのかわからなくて、手持ちぶさたで、両手を聡子に近づけたり離したり、どうしようもなくなってバンザイしたりしていた。陣が顔を赤くしてあたふたしているようすを見ているうち、シエラのこめかみに浮かんだ血管の数が増えていく。

（なっ……何よ、庶民ったら！　わたしの目の前で、アルフばかりか、下級生にまで手を出すなんてっ！　こうなったらわたしも、やっぱり宇う多た田だくんのランプの魔神になるんだから！　庶民の部屋で宇多田くんのお世話を優しくあれこれ焼いてあげるのを見て、嫉しつ妬とに憤死寸前になるがいいわっ！）

　確かシエラがそれを決意したのは「ほかの人の魔神になってでも、陣を守る」という崇高な思いからだったような気がするが、華麗に忘却しているようだ。

「さて！　新木くんも送ったし、わたしはもういち橘たちばな寮に戻るわ。ニコラーイ♪」

　爽さわやかに背を向けて、シエラはニコライを呼ぶ。

「まっ、待て！　俺おれをこのまま放ほうっていくのか！　この状況、どうオチつけるんだ！」

　泣いている聡さと子こにへばりつかれたまま、陣じんはあわてて叫んだ。



　結局、陣と聡子もなぜかシエラの車に乗って橘たちばな寮に向かった。聡子がへばりついたまま、離れなかったからだ。

「すみません、新あら木き先輩……なかなか涙が止まらなくて」

「あー、いいんだいいんだ」

　陣は顔をこわばらせている。聡子が迷惑というよりも、隣に座っているシエラの微笑が怖かった。

（こいつが、顔の筋肉の力だけで笑ってるときってのは、メチャクチャ怒ってるんだよな……。俺に話があるって言ってたけど、崖がけっぷちに呼ばれて話のあと突き落とされるんじゃないだろうな……）

　聡子にくっつかれていることよりも、そっちが心配で、陣は生きた心ここ地ちがしなかった。



　一方、夕ゆう也やは、陣が図書館に本を持っていってもまだまだ散らかっている寮の部屋で、帰省準備が終わり、アークに腰かけながら、ボストンバッグのジッパーを閉じていた。

「やっとこの部屋ともおさらばか。本の雪崩にのみこまれることも、夜中にトイレに起きたときにこの石の箱に足の小指ぶつけて悶もん絶ぜつすることもなく、ぐっすり眠れるんだなあ」

　しみじみしながら、夕也は立ちあがってボストンバッグを肩に引っかける。

「さて、そろそろ行くか……それとも新幹線が一本遅れるけど、陣にさよならを言ってからにするかな。あいつは夏休みでもどこにも帰省できないんだもんな、あんまり薄情にするとかわいそうだ。うんうん、俺って何て優しいルームメイトなんだろう」

　自画自賛して夕也はうなずき、もう一度アークに腰をかけようとした。ところがそこにアークは無く、夕也は力いっぱい尻しりもちをついてしまう。

「ぎゃー！　いってー、尾てい骨が尾てい骨が！」

　夕也は床を転げまわる。部屋の真ん中に居座って思いっきり邪魔になっていた「石の箱」が、こつぜんと消えていた。

「なっ、無いっ？　なんであんなデカイものが、一瞬で消えたんだっ？」

「知りたいか？　人間は、知らぬほうが良いこともある……という神の慈悲を理解せず、何でも知りたがって自滅するものだが、どうやらそなたもそのようだな」

　冷ややかな少女の声が頭上から聞こえた。夕也の顔が、ビクッと引きつる。

「あり得ないことが三つある。女子禁制の男子寮で、女の子の声が聞こえたってこと。それが、明らかに頭の上から聞こえてくるってこと」

「二つしかないようだが？」

「三つめは俺おれが、幽霊ごときが怖くて顔を上げられないチキン野郎だったってことだ」

　夕ゆう也やはガクガク震え、真っ青な顔から脂汗をしたたらせている。少女の声は笑った。

「心配することはない。そなたが臆おく病びようなのではなく、わらわが呪のろいをかけたのだ。そなたの若い生命力を、あのお方にささげてもらうぞ……」

　そのことばが終わるやいなや、夕也の足が先のほうから白い石に変わっていった。

「うわあああ！　なっ、何だこりゃー！」

「忠告しておくが動かぬほうがよいぞ。わずかでも振動を与えれば崩れ去る『塩の柱』、動けば千々に砕ける。もっとも永遠に動けないのでは、死んでいるのと同じだが……」

「なっ、なんで俺がこんな目に遭あうんだっ？　俺は現実主義者なんだよ、こういう超常現象とは真逆のところにいるから！　むしろこういうのは、陣じんにやってやれば喜ぶから！　軽音楽部と超常現象とか、エアギターと超常現象とか、合わないだろ、なあ？」

　思わず天をあおいだ夕也は、そこに幽霊よりも信じられないものを見た。

　陣の「石の箱」が、頭上に浮いていた。その上に少女が寝そべっている。年とし頃ごろは夕也たちと同じぐらいだが、肌の色は抜けるように白く、漆しつ黒こくの髪はつる草のように長くからみあい、真紅のヴェールをドレスのかわりに身にまとっている。

　座ざ堂どう家の庭で嗅かいだダマスクローズの、野性的で、それでいて優雅で、むせかえるように甘い古風な香りを、夕也は思いだした。真紅の瞳ひとみが、じっと夕也を見つめている。

「幽霊……にしちゃ美人だな。生きてたら速攻でナンパしてたのに。まあ美人なら幽霊でもいいか。ハーイ君いくつ？　いつ死んだの？　スリーサイズと趣味と死因は？」

　少女は応こたえず、虫けらでも見るような冷ややかな視線を、夕也から窓の外へと移した。

「来た……。予想外に早かった、これは見つからずに済みそうもない。口止めにそなたを塩の柱にしたのは、無駄足だったということだな」

　しかし夕也はすでに、少女を口説いている姿のまま、全身真っ白な塩の柱と化していた。

「ああ、もう聞こえぬか……。最後までマヌケな奴やつであったが、これも運命とあきらめよ。わらわにも、一度抜いた生気を戻すことはできぬのでな」

　夕也に声をかける少女に、壁の外からいきなり機銃が撃ちこまれた。少女は悠然とした動作で体を包む七枚のヴェールの一枚を外すと、長縄を回すように腕を振るった。ヴェールは新体操のリボンよりも軽やかに、優雅な軌道を描く。だが、そのヴェールに当たった銃弾はことごとく弾はじきかえされた。

　穴だらけになった壁の向こうに、弾きかえされた銃弾を受けて穴だらけになったプロペラ戦闘機が落ちていくのが見えた。少女は目を細めて笑う。

「プロペラの回転圏内からの機銃発射……すなわち、プロペラ同調装置搭載のゼロ式戦闘機か。半世紀以上も前の遺物……ということは、奴は……『偶像崇拝』はあの本も持っているのか！」

　少女はアークに乗ったまま、窓を突き破って外に飛びだした。機銃でボロボロになった壁がごっそりと落ちる。

　寮の庭では、車を降りた陣じんとシエラとニコライが、何が起こったのか信じられないように呆ぼう然ぜんとしていた。本ほん田だ聡さと子こが、表紙にドクロを描かいた一冊の本を開いて立っている。

「い……今、何したんだ、本田！　車を降りるなり本を朗読し始めたかと思ったら、いきなりゼロ戦が出てきて、俺おれの部屋が吹っ飛んで、なんか夕ゆう也やに似た白い石の塊はあるし、アークに女の子が乗ってるし！」

「朗読ではありません。これは『死の掟の書ネクロノミコン』、この地で第二次大戦中にグラマン戦闘機に撃墜されて死んだゼロ戦パイロットを召喚したのです」

　聡子の長い黒髪が風になびく。シエラは思わず、自分と聡子の額に手を当てた。

「……何をなさるのですか、座ざ堂どう先輩。熱はありませんが」

「いや、わたしが熱があるのかしらと思って。……もしかしなくても、本田さん、今……魔法を使わなかった？」

「ランプの邪神である座堂先輩が驚かれるほどのことでもないと思いますが」

「誰だれが邪神よっ！」

　脊せき髄ずい反射で思わずかみついてから、シエラはハッと口を押さえる。

「……じゃない。えっ……なんでそのことを知ってるのっ？」

「やっぱり邪神なんだな」

　陣が硬い声でつぶやいてから、聡子にたずねた。

「座堂のことを、なんでおまえが知ってるんだ？　それも占いでわかったのか？」

「まあそんなところです……。だから新あら木き先輩のことも占ってさしあげると言ったんですよ……ククク……。わたしの言うとおりにしていれば、アークダイモンとの戦いから逃げられたかもしれませんのに……」

「どうかな。たとえ未来がわかってても、『逃げる』ってのは何かムカつくから、結果は同じだったと思うけどな」

「ククク……やっぱり新木先輩は面白いかたですね」

「っていうか、おまえアークダイモンのことまで知ってるのか？　魔法も使うし、さすが図書委員だな。図書館じゅうの本を読んでもう何もわからないことはない、って豪語したのは本当だったんだな」

　あっさり感心してしまう陣に、シエラは噛かみついた。

「ちょっと、ここ納得するところなのっ？　いくら本を読んでたってふつうの女の子が使えるのは、いつもと違うオシャレで彼をハッとさせる恋の魔法ぐらいのものよっ！」

「座堂のツッコミはいつも、手間ひまかけたウィットが効いてるなあ」

「ふつうここで納得しないでしょ！　脳みそのかわりに詰まってるヌカミソが腐ってきてるんじゃないの？　耳の穴から腐ったヌカミソ引きずり出して、鼻の穴から手をつっこんで、カラッポの頭の中をタワシでゴシゴシ洗ってあげましょうかっ？」

　興奮して、シエラは思わずニコライの前だということも忘れて、いかんなく毒舌を振るってしまう。ニコライの目が点になった。

「シ、シエラお嬢様がそのような乱暴な……あ、ありえない……」

　額を押さえて、ショックのあまりニコライはドタッと倒れる。シエラはあわてて、ニコライの体を揺さぶった。

「きゃーニコライ！　しっかりして！」

「……そなたら。わらわを五分あまりのあいだ、完全に無視か」

　アークの上の少女が、イライラしながら尋ねた。聡さと子こは彼女に冷たい視線を向ける。

「もちろん無視などしていません……むしろ、あなたを一目見た瞬間にプッツン来てしまって、先輩がたの前であるということも忘れ、思わずネクロノミコンの呪じゆ文もんを詠えい唱しようしてしまったぐらいですよ。なにしろ、あなたからは血のにおいがする……他ほかでもない、わたしの使い魔セーレの血のにおいが！」

　ゴッ、と聡子の周囲を風がつつんだ。少女は嘲あざけるように彼女を見下ろす。

「だから何だと？　たかが『ソロモンの鎖骨』の本の中の妖魔ダイモン一匹、ページを破られたほどのことにすぎぬ。なんなら、わらわの写本を一冊進呈してやろうか？」

「けっこうです。わたしにはあの本が、あのセーレが良かったのです」

「子供のわがままだな。つまらぬこだわりだ……まるで人間のようだぞ」

「本はわたしの命よりも大切なもの。わたしの本を破ったり汚したりした者がどういう目に遭あってきたか……あなたに教えてさしあげましょう」

「やばい。図書館で借りた本のどれかに、ピーナッツの皮はさんだかもしれない」

　陣じんは聡子に聞こえないよう、小声でつぶやく。聡子はネクロノミコンの本を開く。

「永遠に横たわると見えるもの、しかれどもそは死者にあらず。五ご芒ぼう星せいの力弱まりしとき、驚異なる永えい劫ごうの時を経て、死すら死を迎えん！」

　大地が揺れ、再びゼロ戦が地面を割って、ロケットが射出するように飛びだした。少女は冷ややかに笑って、ヴェールの中からごそごそと、同じドクロの本を取りだした。聡子はハッと表情をこわばらせる。

「その本は……！」

「わが写本は、ソロモンの鎖骨だけではないということよ。この本をわらわは、何百年も探しつづけていた……わが主のために。永遠に横たわると見えるもの、しかれどもそは死者にあらず。五芒星の力弱まりしとき、驚異なる永劫の時を経て、死すら死を迎えん！」

　少女が呪文の詠唱を行うと、地面からグラマン戦闘機が飛びだした。第二次世界大戦中、日本のゼロ戦と戦ったアメリカの戦闘機だ。陣じんが、挙手する。

「本ほん田だ。質問」

「何でしょう？」

「死者の書ネクロノミコンが架空の本だってことは、とりあえずこっちに置いとこう。危険なものほど、嘘うそや伝説だと言われて存在を消されるのは、アークも同じだからな。だが……伝えられるところによれば、ネクロノミコンは死者を生骸ゾンビ化させる呪じゆ文もんのはずだろ。なんで突然、戦闘機が出てきて戦争映画になってるんだっ？」

「付つく喪も神がみです……。物には魂があるので当然、化けて出てもきます。ほら、『船幽霊』というのもありますし……そもそも着てる服も生骸ゾンビにならないと、みなさん裸で召喚せざるを得なくなるではないですか。それでは目のやり場に困るでしょう……ククク……」

「いや、だから最後の『ククク』はわからん」

　のん気な陣たちをよそに、上空では激しい空中戦が繰り広げられていた。火を吹く機銃が、昼間の花火のように青空の中で光る。陣はそれを見あげ、息をのんだ。

「六十年前は、本気で日本の上空であんなことしてたのか。戦争はほんとに文化を破壊するよな、人間が賢くならないようにアークダイモンが足を引っぱってるんじゃないのか？　やっぱ歴史の勉強は大事だな、こういうことは世界のどこでも二度と起こしては……」

「熱弁ふるってる場合じゃないわよ、庶民！　本田さんのゼロ戦が負けたら、次に穴だらけになるのはわたしたちじゃないのっ？」

　シエラは青ざめて陣のそでをしきりに引っぱる。余裕をなくしてきた表情の聡さと子こに比べ、少女はアークの上で足を組み、悠然とほほえんで座っている。

「どうやら、わらわのほうが強い生骸ゾンビを召喚したようだな」

「……図体がデカいからって強いとはかぎりませんよ。ゼロ戦の性能は、当時の世界最高水準なんですから……」

「ほざけ。勝負はすぐにつく」

「あなたはさきほどわが主とおっしゃいましたね。天に神はひとりのはず、それを否定するとは……まさかわが主とは、『唯一神の否定』のアークダイモンですかっ？　ただ一人……わたしが動向をつかめなかった者が……」

「アークダイモンのことまで知ってたとは、本田は読書家だな」

　感心している陣に、シエラがかみついた。

「そのコメント、おかしいでしょ！　どう考えてもこの状況なら、本田さんもアークダイモンっぽいじゃないのっ！」

「あ、そうです。わたし『偶像崇拝』のアークダイモンです」

　聡子は自分を指さして、あっさりと答える。陣も、ぽんっと軽く手を打った。

「それでフィギュアが好きなのか。まじないや占いも『偶像崇拝』だしなあ、なるほど」

「だから、そこでそのコメントはおかしいでしょっ！」

　そのとき、上空から「ドカーン！」という爆音が聞こえた。陣じんとシエラはギョッとして顔を上げる。聡さと子このゼロ戦が穴だらけになり、墜落していった。途中で、その姿が塵ちりとなって消える。シエラは、上空を旋回しているグラマン戦闘機を見上げて叫んだ。

「負けた！　何機出してもこれじゃ勝てないわ、次はわたしたちがやられちゃうのね！」

「まだです、座ざ堂どう先輩……。まだ策はあります……！」

　叫んで、聡子は制服のポケットからシエラの魔法書を取りだした。シエラと陣が、同時に叫ぶ。

「あーっ！　それを盗ギったのもあなただったのね！　おかげでわたしがどんなに苦労したか！」

「っていうか本ほん田だ、おまえつくづくアークダイモンだな。思いっきり俺おれたちのピンチを誘発するようなことばっかしてたんだな」

「まあ今は過去の確執など忘れましょう……。悔しいですが、ネクロノミコンの呪じゆ文もんでは勝ち目がありません……」

「いや、今までのことを思い出してみるとおまえ、もしかしなくても『ソロモンの小さい鍵かぎ』で七十二柱の魔王を召喚できてたよな？　それを使えばいいんじゃ？」

「いいえ……わたしの意地にかけて、今後いっさい七十二柱の魔王は使いません……。それが、わたしへの忠誠をつらぬいて滅んだセーレへの、せめてものはなむけです……」



    

  
    
      



    

  
    
      「このままじゃ、おまえも滅びそうだが」

「わかっていただけないようですので、言いかたを変えますと……飼っていた犬が死んだらふつうは一生犬なんて飼わない、と心に誓うものではありませんか……？　でも負けるわけにも行きませんし、敵の敵は味方ということで今は協力して、これをお返しします」

　聡さと子こがシエラに魔法書を手渡そうとする。シエラは驚いて、目をきらきらと輝かせた。

「え……！　じゃ、じゃあもう一度魔法が使えるようになるの？」

「はい、そうです……。泥魔法トウイーンでゴーレムを出して、そいつを楯たてにして身を守りながら、岩魔法サツフルあたりで岩を降らせてあのクソ飛行機とブス女をブッつぶす、なんていう作戦など、いかがでしょうか……ククク……」

「岩魔法サツフル！　せっかく新しく覚えたのに、使う前に消えてしまった新しい呪じゆ文もんね！　やった、これでやっと使えるのねっ！」

　ドキドキしながら、シエラは魔法書を受け取る。その瞬間、赤いヴェールがシュッと伸びてきて、カメレオンの舌のようにたくみにシエラの手から魔法書を奪い去った。

「あっ、取られた！」

「うーん。やはりわたしは、興奮すると冷静さを失ってしまうのが難点のようです……」

「いや、今もすごく冷静よ？　っていうか、どうしてそんなに冷静なのにこんなポカを！」

　シエラは聡子にかみつく。少女はシエラの魔法書を手にして、満足そうに笑った。

「やっとわかったのか。わらわがそなたのようなつまらぬ小物を攻撃していたのは、この魔法書を出させるためだ。魔『神』の魔法書……その強大な『神』なる魔力で、長い眠りの中で衰えたあのお方の魔力を完全に復活させることができる。さらにアークそのものを封印して禍根を断てば、あのお方はまさに唯一神をしのぐ無敵の存在となる！」

　それを聞いた聡子は、突然顔をこわばらせ、ふだんのクールな表情からは考えられないほど真っ青になって頭をかかえた。

「『あのお方』とは『唯一神の否定』でしたよね、わたしが知らないただ一柱ひとりのアークダイモン、その姿も能力も強さも全すべて不明の存在……！　ああ、何ということ！　あらゆる魔神の中で最高の力を持ち、この世に不可能は無いとうたわれるランプの魔神の魔法書を手に入れられた今、わたしにも人類にも勝ち目はありません！　ほんともう全然っ！」

「えっ、今ってそんなに大変な状況なのっ？」

　流れについていけず、シエラはとまどう。少女は首にかけていた真珠の首飾りを外した。首飾りの真珠は百個の頭ず蓋がい骨こつと化して、少女の周囲をぐるぐると回る。

「そのとおり、もはやそなたらは屍しかばねも同然。しかし完全勝利のため、全ての禍根を断っておかねばならぬ。『ソロモンの知恵者』、『ランプの魔神』、そして『偶像崇拝』よ。『百の首の王女』と呼ばれたわらわのしもべの手にかかって死ぬのが良いか、あるいは『偶像崇拝』に見つけさせた死者の書ネクロノミコンの呪じゆ文もんでとどめを刺してやろうか？」

「王女ですって？　わかったわ、さてはこの絶対無敵お嬢様のわたしとセレブ勝負をしようというのね！　喜んで受けて立つわ、一回戦はテーブルマナー勝負よ！」

　シエラはビシッと少女を指さすが、少女はしらっとした目を向けるばかりで反応しない。聡さと子こが、シエラにささやいた。

「座ざ堂どう先輩……こいつは、今までのノータリンのアークダイモンとは一味違うようです。そんなことでごまかされるとは思えません」

「やっぱりだめ？　だとしたら、わたしたちはこのまま殺されるってこと？」

　青ざめたシエラに、聡子も青白い顔で小さくうなずく。二人が死を覚悟して息をのんでいるというのに、陣じんはぼんやりと、寮の入り口のほうを見ていた。それに気づいて、「百の首の王女」と名乗った少女は、不愉快そうに陣をにらんだ。

「……そなた。これから殺されようというのに、何を他ひ人とごとのような顔をしている？　そなたは『恐怖』しないのか？」

「『恐怖』？　骨が怖くてアジのひらきが食えるかよ。あれは、開いた骨のまわりに薄く皮が張った部分が絶品なんだ。箸はしでぺらぺらーっと上手にはがして、ノリのかわりに白いごはんをクルッと巻いてだな……」

「確かに『恐怖』してはいないわね。幸せそうに食の話をしてるし……この状況で」

　シエラは頭痛を感じる。少女は陣のペースがずれていることにイライラしてどなった。

「そうではなく！　人間にとって『死』は恐怖であろう！　人間が古来『神』あるいは『魔物』や『十ヨツドの戒めアークダイモン』と呼んで恐れてきたもの……。それはモーゼの出エジプトエクソダスをファラオが反対したときにエジプト人を襲った『十ヨツドの災い』を含む、人間に死をもたらす肉食獣や病原体、自然災害や敵民族などの脅威、すなわち『Ｙヨツド』……『唯一神ＹＨＷＨヤハウエ』の災い！　『神ヨツドの手ヨツド』が、有史以来、人間に戦争、病気、飢餓などの恐怖を与えてきたのだ。その『恐怖』を与えられたのに、なぜそなたは怖がらぬ！」

「『十ヨツド』に『唯一神のイニシャル』やら『手』やらの解釈があるとは、参考になるなあ。そりゃま、歴史を調べるのに、土器を並べてあれこれ推理するよりは本人に聞いたほうが手っ取り早いってわけか」

　少女の質問を斜め横方向にはぐらかす陣に、少女はさらにイライラをつのらせる。

「なぜ怖がらぬと聞いているのだ！　聞くがいい、ソロモンの知恵者よ。人間は大自然との戦いを『歴史』にきざみ、後世・万人に伝えることで、数百億の知恵を結集した『文明』を作りあげ、それらの脅威を克服し、十のアークダイモンを十じつ戒かいの石版に封印したように『人類を滅ぼしかねない欲望を心の中に封印』してきた。文化や文明は大自然の恐怖を乗り越えるための『工夫』、それでも最後まで克服できない『死』という大自然の摂理の恐怖をごまかすため、神と天国が作られた。すなわち、人の恐怖が神を作り、恐怖を与える者こそが人を超えた『神』となったというのに！　その『恐怖の神』を……『死』をそなたは恐れぬのか！　そなたは知恵者どころか、恐怖も知らぬ愚か者なのか！」

「何やら文章が長すぎて、わかったようなわからないような……。とりあえず、三文字ぐらいでまとめてくれたら嬉うれしいんだが」

「死にたいか」

「残念。二文字多かった」

「貴様ー！」

　激怒する少女に、陣じんは冷静な表情で両手のひらを向けて押しとどめる。

「まあまあ、俺おれもウンチク屋だから、おまえの長文好きもわかるところはあるけどな」

　シエラと聡さと子こは、信じられないような目で、いやに落ちつき払っている陣を見ていた。何か策があるとは思えないこの状況で落ちついているということは、ただの開きなおりか諦てい観かんなのか。陣は諦あきらめてしまったのか？

「自分が命かけるぐらい興味のあることをスルーされると、ムキになって、相手を納得させるまで長々と説明したくなるんだよ。父さんともよく、そうやって言い争ったものさ……どっちも自説で相手を論破しようとしてさ。前提が違う以上、とにかく証拠をつきつけるしかないと思って『ソロモンの秘宝』を探し始めたわけなんだけどさ」

「……そなたこそ、長々としゃべるばかりで、いったい何が言いたいのかわからぬが？」

　少女は、腹が立って爆発寸前になっていた。ふと陣は、寮の壁ぞいの非常階段から、視線をうつして寮の屋根を見つめる。少女はどなった。

「よそ見をするなーっ！」

「あー悪い悪い。とりあえず俺が言いたいことをまとめると、だな……」

　陣は、ちっとも反省していないようすで軽く言う。

「『何でこいつはとっとと攻撃してこないんだろう？』……ってことさ」

「何ぃ？」

　不可解な返答に少女は顔をゆがめる。次の瞬間、銅あかがね色に光る反物のようなものが、チョウの口のようにクルクルとほどけながら少女の背後を狙ねらった。少女は振り返りざまにひらりと飛びあがって避ける。それは、銅の巻物だった。

　的を外した銅の巻物カツパースクロールは、クルクルと巻きもどりながら、すでにボロボロになっていた寮の壁にぶつかって粉々に破壊する。どうやら、かなりの威力があるらしい。

「これは……銅の巻物カツパースクロール！　まさかそなた、まだ生きておったのか……どうやって、あの奈落から舞い戻ったっ？」

　少女の背後となる寮の屋根の上に、背の高い男が立っていた。背が高いといってもニコライのように細身ではなく、がっしりした骨太の体格に、無駄なく鍛え上げられた筋肉をまとっている。歳としは六十歳近く、髪と口ひげ・あごひげはロマンスグレーに染まり、刻みこまれたしわと鋭い眼光が老戦士の風格をただよわせている。

　浅黒く日焼けした肌に、カーキ色のつば広帽子、ワイシャツの上にポケットがいっぱいの探検ベストにブーツのような登山靴、手には軍手、腰には小ぶりのツルハシ、首にはダウジング用の水晶のペンダント……どこから見ても町中を歩いていたら怪しさ全開の彼は、陣じんの父でこれでも帝都大学教授、新あら木き大だい胡ごである。

「息子も指摘したように、おまえさんはミスを犯した……それも三つもな」

　大胡は、軍手の手で「三」を作って少女に向ける。

「ひとつは、おまえさんが奈落と呼ぶ地下洞どう窟くつに転げ落ちたわしの死亡確認を怠ったこと。もうひとつは、とっとと陣との勝負をつけてこの場から消えず、わしが寮の屋根に上る猶予を与えてしまったこと。最後のひとつは、わしの最愛の妻を塩の柱に変えたことじゃ！」

　クールな陣の父親らしくなく、大胡は激げつ昂こうしやすいタチらしい。雷のような声でどなり、片手に持っていた銅の巻物カツパースクロールをふたたびヨーヨーのように少女に向けてはなった。巻物にふれると、飛びまわるドクロがシャボン玉のように砕け散る。少女は顔をゆがめた。

「巻物は奈落にあったのか！　わたしも探せなかったものを、どうやって見つけた！」

「おっと、おまえさんのミスがもうひとつ追加じゃ。このわしが、数々の歴史に残る発掘をダウジングで探し当てた超ダウジング能力者ということを知らなかったことじゃ！」

「何か今、すごくヤバい話を聞いたな」

　陣が低い声でつぶやく。ダウジングとは水晶のペンダントを手から下げ、地中に何か埋まっているとクルクル回りだすという、まーすっぱり言ってしまえばコックリさんの仲間である。考古学者の場合、それで地面を掘って実際にすばらしい遺物を発見しさえすれば手段が何であれゴッドハンドになれるが、当然論文に書いたら速攻で却下される。

　少女は腹立たしそうに、大胡をにらんだ。

「確かに世界的な考古学者の嗅きゆう覚かくをあなどっていたかもしれぬ、アークとともに長年紛失していた『ソロモンの判決』を見つけるとは……！」

「ソロモンの判決……っ？」

　わずかに驚いた聡さと子こに、陣が尋ねた。

「知ってるのか、本ほん田だ」

「わたしがコレクションしたくて、セーレに探し回らせてもどうしても探せなかった、世界の奇書のひとつです……。あと、ひばり書房の絶版怪奇マンガも……」

「それは中なか野ののまんだら○ピーに売ってたぞ」

「『ソロモンの判決』……それは、ソロモン王の知恵を頼った人々が起こした裁判の記録です。判例集のようなものですね……。たとえば、二人の女が一人の子供を、どちらも自分の子供だと言ってゆずらなかった……」

　聡子が話しかけたとき、ずっと仲間に入れなかったシエラが一生懸命参加してきた。

「あっ、それならわたしも知ってるわ！　両手を引っぱって子供が痛がり、かわいそうに思って手を離したほうが本当のお母さん、でしょっ？」

　陣じんが、シエラに目を向けて首を横に振った。

「それは大おお岡おか越えち前ぜんだ。ソロモン王は子供を剣で二つに切り分けようとして、本物の母親は、全部相手にあげますから子供を殺さないでと言ったってやつだ」

「けっこう無茶な人ね。本当に頭良かったの？」

「ソロモンの数々の名裁きは、銅版に刻みつけられました……。ソロモンは銅山も開き、その知恵をもってふいごで精錬する方法を編みだしたが、その銅から作られたのが銅の巻物カツパースクロールです。数々の裁判記録を読みあげる……すなわち『詠えい唱しようする』ことで、邪悪なる者を裁く魔力と、裁きに従わせる権力とを持つわけです……」

　聡さと子この説明を聞いて、新あら木き大だい胡ごは帽子のつばをつまんで正しながらニヤリと笑う。

「探検隊が全員塩の柱にされたあと、奈落に落ちたわしは魔物から逃げるうちにダウジングでこの巻物を見つけた。敵は多く、詠唱してる時間は無い。だが仏教ではどうだ。チベットのマニ車は回すだけ、屏びよう風ぶ折の経文は開くだけで詠唱の代わりになる。そこでわしは、ダメモトで試してみた。果たしてこの巻物も、開くだけで『裁き』を発動させることができ、魔物をやっつけて脱出に成功したというわけじゃ。われながら天才じゃな」

「新木大胡……何という悪運の強い奴やつよ！」

　少女は顔をゆがめる。大胡はチチチッと指を横に振った。

「運じゃなくて実力と言ってくれんかな？　まあ、真面目まじめに歴史の勉強をしておればわかるはずじゃが……『この世に悪党の栄えたためし無し』、となぁー！」

　大胡が再び「ソロモンの判決」をはなったが、少女はドクロをわざとぶつけて巻物の軌道を変え、自分は上空へ逃れる。

「下郎め、それしきのことでわらわに勝てるつもりと思うでないぞ！」

「偉そうに言いながら、思いっきり逃げとるじゃないか」

「わらわには任務がある、あのお方にアークと魔法書を届ける責務がある。それを安全確実に遂行するため、この場は引いてやろう。そなたらにとっては寿命が数時間延びただけのことだがな……『魔神の魔法書』により究極完全なる神となったあのお方は、真っ先にそなたら邪魔者を滅ぼしに来るであろうからな！　首を洗って待っておれ！」

　捨てぜりふを残し、少女はアークに乗って飛び去った。大胡は巻物をザイルのように利用して、屋上から壁づたいに降りてくる。陣は、信じられないような表情で大胡を見上げた。

「どさくさ紛れに妙な話を聞いたようだが、俺おれの気のせいか？　母さんが塩の柱に？」

「気のせいではない。母さんもガイドのサワードも発掘隊の隊員たちも、全員ダビデ神殿の地下通路の奥底で、塩の柱になっておる……おまえの友達と同じようにな」

　大だい胡ごは、壊れた寮の壁を指さした。丸見えになった部屋の中、真っ白い塩の柱となって立ちつくしている夕ゆう也やの姿を見て、陣じんはため息をつく。

「いつかアークダイモンとのいざこざに巻きこんでしまってもおかしくないとは思ってたけど、ここまでやられるとは思ってなかったな」

「じゃが、わしが寮の入り口にいることに気づいたおまえがあの小娘の時間稼ぎをしてくれたおかげで、最悪の事態は免まぬがれた。わしが彼女に攻撃可能な射程範囲内に移動するため非常階段を駆け上がり、寮の屋根によじのぼるまで、わざと彼女を挑発して時間を引き延ばしておったのじゃろう」

「まあな。時間の引き延ばしは、三者面談で予行演習ずみだ。人間、タメ口であおられるとピキーンと来て冷静さを失いやすい……理事長みたいにな」

「フッ、さすがはわしの息子よ。命さえあれば何度でも反撃できる、戦いつづけるかぎりいつかは勝てる。それがわしの信念じゃ！」

「いつかは勝てる、ですってっ？」

　シエラが、陣を押しのけて大胡にかみつく。

「そんな悠長なことを言ってられる状態じゃないでしょ！　わたしの魔法書を手に入れて、あのお方とやらが究極体だか完全体だかになったら、数時間後に殺しに来るみたいなこと言ってたじゃない！　あの自信は、わたしたちには全く勝ち目が無いってことでしょっ？」

「しかしそれは……完全な魔法書だったら……の話です」

　ふと、聡さと子こが低い声でつぶやいた。陣も、大胡もうなずく。シエラはとまどって、彼らの顔を見回した。

「えっ……この状況はもしかして、わかってないのはわたしだけってこと？」

「座ざ堂どう先輩の魔法書にあった魔法は、砂魔法ラツムール、泥魔法トウイーン、石魔法ハジヤル、岩魔法サツフル、土魔法テユラーブの五つだけです……。しかし、彼らは二千年前の、リセット前の魔法書を想定しています……わたしが知っているだけでも、その上に谷魔法ワーデイ、山魔法ジヤバール、地魔法アルルドがあるはず……。要するに、彼女は単三電池四本入れないと動かないオモチャを動かすために買い物に来て、電池四本入りパックと間違えて、二本入りパックを買っていってしまった……ということですよ」

　淡々と説明する聡子に、シエラは信じられないような目を向けた。

「だ……だってさっき、本ほん田ださん、本気で焦あせってなかったっ？　『あらゆる魔神の中で最高の力を持つ、ランプの魔神の魔法書を手に入れられた今、わたしにも人類にも勝ち目はありません！』って、あなたらしくなく焦って青ざめてオロオロして言ったわよ確か！」

「さすが座堂先輩……記憶力、いいですね……」

「座堂。あれは、本田の腹芸だ」

　陣がシエラに説明する。シエラは大きな目を、もっと大きく見開く。

「は……腹芸～っ？」

「つまり、あの王女とやらをだまくらかしたってことだ」

「だま……！」

　あまりのことに、シエラは絶句してしまう。聡さと子こは、こくりとうなずいた。

「新あら木き先輩にはバレバレでしたか……けっこう名演技かと、悦に入っていたのですが……」

「あの状況では、俺おれたちには勝ち目が無かった。だが態勢をととのえて、相手の弱点とかを調べてからなら勝てる可能性もある。それには、一いつ旦たんあいつに退散してもらわなくちゃいけない。そのため、アークと魔法書を持ち帰りさえすれば勝ちだと相手に思わせた……ってことだろ？」

　陣じんが尋ねると、聡子はもう一度うなずいて笑った。

「ククク……わたしも座ざ堂どう先輩の魔法書を手に入れたとき、あまりにもページが埋まってなくて『もう少し待てば良かった』と思いましたからね……。座堂先輩がけっこうがんばってた割に、まさかああまでページが埋まっていなかったとは誤算でした……ククク……」

「そうなのよっ！　このわたしが、あんなにがんばってたのに、庶民ときたら人に感謝することを本当に知らないんだからっ！」

　いきなり、シエラは聡子にうったえた。聡子は、別にどうでも良さそうに、淡々とした目を向けている。そんなシエラに対して、陣は真剣な表情で語りかけた。

「それは誤解だぞ、座堂。俺だって、『米』の字を分けると『八十八』になる、すなわち『農家の人が八十八の手間をかけて作っている』ことからできた字だってことぐらい知ってるんだ。毎日、白いごはんを前にすると、感謝の涙とほかほかの湯気で前が見えなくなるぐらいだぞ。特に、大盛りのときとか」

「陣。『米』の字の由来は、『キビの穂』をかたどった象形文字じゃぞ」

　大だい胡ごのツッコミを聞いて、陣は驚き目をぱちくりとする。

「えっ……そうなのか？　八十八の手間がかかってるんじゃなかったのかっ？」

「じゃが、ごはんに感謝するのは良いことじゃ。特盛りのときは、なおさらじゃ」

「こらこら、そこの似た者親子。その脱線は、どこまで行く気かしら？」

　シエラは慈母のようなほほえみを浮かべているが、こめかみには血管が浮き出ている。

　すると、大胡が真剣な表情でその質問に、まともに答えた。

「どこまで行くのかと聞いたかな、綺き麗れいなお嬢さん。わしらが目指すのは、ヘロディオンじゃ」

「ヘロディオンっ？　なっ、何よそれっ？」

「幼きイエス・キリストを殺そうとしたという、残虐非道の王、ヘロデの墓所……です。わたしは使い魔セーレをそこへさしむけ……あの少女にセーレを倒されました。ということは、話をまとめると……ヘロデ王が『唯一神の否定』のアークダイモンだったのですね」

　聡子は、淡々とした目で大胡を見上げる。大胡は、うなずいた。

「そもそもの発端は、発掘調査中、ダビデ神殿の地下通路に巨大な穴が空いているのを見つけたことじゃ。調査隊とともに長い長い穴をたどっていくと、なぜかヘロディオンに到着した。奴ヘロデはどうやら地上には出られないらしく、死海沿岸に地下通路を張りめぐらせてアークを探していたのじゃろう。何も知らぬわしらは、地下通路を探検してダビデ神殿からヘロディオンまで移動した。そのとき、あの小娘が攻撃してきて、全員塩の柱にされたのじゃよ」

「ヘロデが権力のため身内を次々に謀殺していったという歴史的事実から考えれば、彼がアークダイモンかもしれないと考えるべきでした。わたしは単純に……彼はソロモンの知恵者のひとりだと思っていました。エルサレムの神殿をはじめとして、ヘロデが作った壮大な建造物はソロモンのように異民族をも引きつけた。そんなヘロデ王の鎖骨こそ、『ソロモンの合あい鍵かぎ』を埋めて熟成させる畑にふさわしいと考えて、セーレを向かわせた……。そして、忠実な使い魔を失ってしまいました……わたしの失策で」

　聡さと子こは、静かだが暗く燃える瞳ひとみで大だい胡ごを見つめる。

「新あら木き先輩のお父様、わたしもヘロディオンにお供します……。彼らの手に不完全な魔法書しか入っていない今なら、勝ち目があるでしょう。時間が経たてば経つほど、あの百の首の王女はヘロデのために人の生気を集め、強敵になるというわけですからね……」

　その申し出に、大胡はあわてて聡子を制止した。

「ちょっと待ちたまえ！　君はアークダイモンなのじゃろ？」

「ええ、そうですよ……わたしは『偶像崇拝』のアークダイモンです……ククク……」

「だめだめ！　敵の敵は味方とか言って、ヘロデを倒したとたん、これで怖いものは無くなった、あとは貴様らを倒すだけだとか言いだしてラスボス化するつもりじゃろう！」

「あら、信用がありませんね……。わたしは純粋に、使い魔の仇あだ討うちをしたいだけです。ま、ぶっちゃけ地上を支配しようと思っていたことは認めますが……。しかし他ほかのアークダイモンよりも早く、二千年ほど前にアークから解放されたわたしは、神をもしのぐ最強の存在となるため人間の知恵を利用することにしました。そのために、人類の叡智が詰まった『本』が必要なのです」

　聡子はふと、陣じんのほうに目を向ける。いぶかしげに見ている陣に、彼女は不思議なほほえみを浮かべた。

「人間はわたしの大切な本を作ります。人間が滅びることは、本が手に入らなくなるということです。マンガもラノベも、本屋から姿を消します……」

「マンガにラノベ？　そ、そんな理由で人間に加担してくれるって？」

「『そんな理由』ですって……？　ラノベは至上最大の娯楽、人類最高の至宝と言っても過言ではないのですよ……？」

「おまえ、編集長にいくらもらったんだ？」

「まあそれに……新あら木き先輩や安あん藤どうさんを見ていると、人間は滅ぼすには惜しい存在だと思えるようになってきましたしね……ククク……」

「その最後の『ククク』が気になるが、そういうことならよくわかった。君の同行を許可しよう、ヘロデが力をつける前にさっくりやっつけるのじゃ！」

　大だい胡ごは聡さと子こと握手して、陣じんに言った。

「で、当然陣もわしについて来るのじゃ」

「な、何が当然だよ、俺おれに命令するな！　夕ゆう也やをあのままで置いてけるはずないだろ！」

　頭ごなしに言われて、陣は脊せき髄ずい反射的に反発する。大胡はチチチッと指を横に振った。

「母さんやわしの部下たちも、あれと同じ状態で助けを待っておる。万が一地震でもあってバラバラに壊れたら死んでしまう。ヘロデの野望を止めぬかぎり、やがて全世界の人間がああなるのじゃ。それを止めるには、おまえの助けが要る」

「ヤバい状況だってことはわかってるさ。俺が腹が立つのは、父さんが俺を都合のいいときばかり当てにするのが勝手だってことだ！」

「都合がいいから当てにしてるわけではない。アークがおまえの部屋にあった……ということは、わしが長年探しつづけていたソロモンの秘宝をまだ十六歳のおまえが見つけたわけじゃろうから、結局おまえの仮説のほうが正しかったのじゃ。認めたくないが、考古学者としておまえはすでにわしを超えた。一度、ヘロディオンから逃げたわしにはわかる、わしには奴やつらの弱点を見つけることはできん。わしでは勝てんから勝てる者を探しに日本に戻ってきた。それがおまえだった……ということじゃ」

　大胡は言いにくそうに、そっぽを向きながらモゴモゴとつぶやく。陣はハッとして、信じられないような目で大胡を見あげた。

「認めるってことか……？　俺を認めるんだな、父さん！」

「うぬぬ……な、何度も言わせるな」

　大胡は悔しそうに顔をゆがめる。陣もよくこんな表情をすることに、シエラは気づいた。

（なんだかんだ反発してても、やっぱり親子なのね……）

　世界の危機が目前という状況なのに、シエラはほほえましく感じた。大胡は、いい歳としをしてふてくされた表情で、陣をにらむ。

「とっ、とにかくおまえの助けが要るのじゃ、陣！」

「ふふん。まあ、そこまで言うならついていってやらないでもないけどな」

「ぐぬぬぬぬ」

「でも……問題は旅費だよな。父さんもギリギリで発掘に行ってたわけだし、二人分の旅費をどうするか……」

「それなら、わたしにお任せあれ！」

　シエラが、華麗に割って入ってきた。陣は一瞬、嫌な予感がして顔をゆがめる。

「いや、おまえはいい」

「だって、わたしは今や前よりも大金持ちよ。それに、ランプの魔神は最強魔神なんでしょ？　ってことは、わたしが庶民たちについてってあげて最強魔力をつければ、ヘロデとやらがどんなに強くなろうがヘッチャラピーってことじゃなくて？　つまり、わたし個人としてはもう元通りセレブになったことだし魔神になる必要なんて無いんだけど、世界の平和を守るためには、庶民のそばにいなくちゃいけないってことなのよ」

「それはそうだが、思いっきり危険だろ。おまえもああなりたいのかよ」

　と、陣じんは怒ったように寮の二階の夕ゆう也やを指さした。シエラはフフンと鼻で笑う。

「あら。塩の柱になるのを恐れて、こそこそ隠れて結局見つかるなんて情けない姿、セレブに似つかわしくないでしょ？　以前も言ったけど『セレブの心は突撃！』よ！」

「いや、おまえは高貴な義務ノーブルス・オブリツジということばの意味を、引きつづき誤解している。つか、覚える気ないだろ」

「ってことで、わたしも同行するわ。というか、戦闘力的には最高レベル魔神に成長したこの座ざ堂どうシエラ様が最強なわけだから、わたしがパーティのリーダーという形よね？」

「おまえがパーティのリーダーなら、そのご主人様の俺おれとか、ご主人様の俺の父親とかの立ち位置は？」

「とにかく、夏休みイベントは『打倒ヘロデ王！　ヘロディオンめざして大遠征』で決まり、よねっ」

「待て待て待て！　夏休みイベントなら、海水浴とか花火大会ぐらいにしとけよっ！」

　陣は真っ赤になって怒ったが、その肩を大だい胡ごがポンと叩たたく。

「このお嬢さんが心配なのはわかるが、陣。彼女が言うとおり、じっとしていてもわれわれや彼女がやられるのを待つだけじゃぞ」

「だだだだ誰だれが心配だよっ、こんな奴やつっ！」

「こんな奴とは何よっ、庶民のくせに！　そもそも宇う多た田だくんをどうするわけ？　塩の柱のまま帰省とかさせられないでしょ、わたしの力が要るんじゃないわけ？」

「うっ……。お、おまえならどうにかできるのか？」

「だから、わたしに任せなさいって言ってるじゃない。結局庶民は、わたしがいなくちゃ困るってことがよくわかったでしょ？」

　シエラは得意げに言い放ち、倒れていたニコライを揺すぶり起こす。

「起きて、ニコライ。今すぐ寮を修繕して、宇多田くんを厳重に梱こん包ぽうの上、座堂家の地下核シェルターに収納してちょうだい。ついでに、代筆屋に宇多田くんの筆跡をマネさせて、『夏休みいっぱい軽音楽部の合宿で帰れない』って家族に手紙を書かせて」

「なーるほど。そうやって、今まで何人もの人間を闇やみに葬ってきたんだな」

　陣が硬い声でつぶやく。ニコライは目を開くと、突然ガバッと起きあがった。

「はっ……！　恐ろしい夢を見ました。シエラお嬢様が乱暴なことばを……って、ここは元の場所！　夢ではなかったっ？　いや夢だ、これもきっとまだ悪い夢の中！」

　パニックを起こして再び卒倒しそうなニコライに、シエラは聖母のほほえみを浮かべて優しく語りかけた。

「夢ではないわ、聞いてちょうだいニコライ。わたしは、実は悪の魔王と戦うことを運命づけられているの。正義のため、世界のみんなの笑顔と幸せを守るため、時にはわざと乱暴にふるまわなくてはならないときもあるのよ。……あと、メイド服着たりとか」

「あ……悪の魔王と戦う……っ？」

　ニコライは、いきなりの非日常的な設定に面食らってしまう。

「えっと……。無ぶ礼れいを承知でうかがいますが、シエラお嬢様……ロード・オブ・○ピ・リングに出てくる怪物とかはＣＧなんですよ？　よくできてますけど、実在しないんですよ？」

「もちろんわかっていてよ、ニコライ」

「いくらシエラお嬢様がこの世で最高の美と知性を誇っていたとしても、ふつう女子高生が悪の魔王と戦う力とか持ってないでしょう」

「だから、わたしは魔法を使えるのよ。あまりにも突拍子もない話だから、いくら忠義を尽くしてくれているあなたでも信じられないのは当然だわ。百聞は一見にしかず、わたしの魔法を見れば信じられるのではなくて……？」

「えっ」

　と陣じんは驚いて、シエラのほうに目を向ける。シエラはたしかに魔神モードのときは魔法を使えたが、それは過去の話だ。今のシエラは魔法などひとつも使えない、レベル０というか、レベルマイナス魔神である。

（俺おれの知らないうちに、何か魔法を会え得とくしたのか？　もしかして……実はもう、他ほかの誰だれかの魔神になっていて、それでまた魔法が使えるようになったってわけじゃないだろうな……？）

　陣もドキドキしながら、シエラを見守る。シエラは華麗にほほえむと、左手の指を「四」にして指先をそろえ、右手の人差し指と中指で右手の親指を巻いて左手の親指の部分にあてがい、ニコライの前にさしだした。何かの印でも結んでいるのか、と陣は思った。

　息をのんで見ている陣とニコライの前で、シエラは右手を、そーっと右にスライドし、あたかも左手の親指をつけ根からはずしたかのように見せた。

「はいっ。指が取れました」

「おお！」

　ニコライは激しく感動するが、陣はその場にぶっ倒れた。シエラは続いて、両手をぱっと開く。

「はいっ、指がまた生えてきました」

「おおおおおおおおお！」

　ニコライは、思わずシエラの足もとにひざまずき、感動の涙を流しながら彼女の手を両手でつかんだ。

「何という神秘！　ニコライ・パブロフ、この目で神の奇跡を見ることになろうとは！」

「いいお客さんだなー」

　陣じんは硬い声でつぶやいて、シエラにギロッとにらまれる。ニコライは、はらはらと涙を流しながらシエラを見上げて言った。

「今こそ愚かなわたくしでも、全すべてを理解することができました！　ああ、そんな恐るべき運命がお嬢様に！　なぜ、もっと早く打ち明けてくださらなかったのですか！」

「ごめんなさい、ニコライ。この過酷な運命に、あなたを巻きこみたくはなかったのよ」

　陣は激しい疲労を感じた。さすがはシエラ、猫のかぶり方にも年季が入っている。そして、セレブの意地にかけてどうあっても自分が「陣の魔神」、つまり「陣がご主人様で自分が命令される側」だという設定だけは、とくに自分の使用人であるニコライには知られたくないらしい。ニコライは感動し、目を輝かせた。

「シエラお嬢様、実は不ふ肖しようニコライ・パブロフ、うすうすお嬢様が他ほかの人間とは違うと感じておりました！　やはりお嬢様は、太古の昔よりの宿敵である悪の魔王と戦うために、地上に転生した女神だったのですね！」

「何か今、新しい設定が加わったぞ」

　聞こえないように、陣がつぶやく。シエラの足もとにひざまずいたニコライは、彼女の手を両手で取ったまま、強い決意に瞳ひとみをきらきらと輝かせて言った。

「シエラお嬢様！　不肖ニコライ・パブロフ、微力ではありますがお嬢様の戦いに助すけ太だ刀ちさせてくださいませ！」

「えっ」

　その申し出は想定外だった。シエラはとまどったが、

（いやでも、ヘロディオンに行くということは、海外に行くということよね？　超高級ホテルばかりとは限らないから、家にいるのと同じセレブな暮らしレベルを保つには、当然執事は必要だわ。食べ物もおいしくなくちゃだし、フルーツジュースもフレッシュでなくちゃだし、本当を言えばメイドも十人ぐらい連れて行きたいところだけれど、敵の襲撃があったりしては困るもの。ニコライは、ご自慢のコサック騎兵流剣術があるから、まあ心配しなくて大丈夫そうよね？）

　という、非常に自分勝手な理由で、にっこりと優しくほほえんだ。

「ええ、ありがとうニコライ。あなたがいっしょなら、とても心強いわ」

「おかしい。今一瞬、座ざ堂どうの背中に小さい黒い羽がパタパタしているのが見えた」

　陣はゴシゴシと目をこする。

　ニコライはすぐに電話をかけ、寮を修繕する大工の手配をすると、いったんその場を離れて梱こん包ぽう材を買いこんでから、寮の二階に上がって夕ゆう也やの梱包をしはじめた。壊れやすい顔や手先足先は紙おむつでくるみ、全身をプチプチシートで巻きはじめた。手際のよさに、陣じんが感嘆のため息をもらす。

「なんか、妙に梱包うまいな」

「ニコライは座ざ堂どう家に飾ってある大理石像などの管理もしてるもの、当然でしょ」

　シエラは誇らしげに言う。そこに、黒塗りのクラシックカーがやってきた。運転しているのはシエラの父・ピエールで、助手席にはアルフが乗っていた。

「あれっ、もう終わっちまったのかい？　アークダイモンが食えると思って、ごはん食べずに来たのにさ」

「まったくだ。わざわざ大急ぎで、アルフくんを迎えに行ったのに無駄足だったとは」

　ピエールはブチブチと文句を言った。シエラは驚いて、ピエールにたずねる。

「……っていうことは、わたしたちが襲われてたことを知ってるってこと？　どうして、ここにいるってわかったのっ？」

「人間、焦あせると正確な判断ができにくくなるものだ。ヤバいと思ったら、携帯の短縮ボタンでも押して誰だれかを呼べばよかったのだよ、トーレムのように」

　ピエールはそう指摘しながら、シエラのポケットを指さす。ポケットから少し顔を出していたトーレムが、シエラの携帯を両手に抱き、『ぷきゅー』と得意げな顔をしていた。

「……アルフはともかく、パパが来ても何の役にも立たなかったと思うけど？」

「それはどうかな？　娘よ、おまえはまだまだわしの本当の力を知らんと見える。ま、敵に手の内を見せないためには、味方にも黙っておくのが鉄則だから、今は言えんが。聞きたいか？　聞きたいだろ？」

　ピエールはシエラにまとわりつく。どうやら、ものすごく聞いてほしいらしい。シエラはうんざりした表情で、目をそむける。

「……別にかまわないわ」

「おやっさんから聞いたけど、なんかすごいアークダイモンが出たそうじゃないかっ？」

　アルフがうずうずして、陣を見上げた。セレブなのに、おやっさん呼ばわりされて、ピエールが少しショックを受ける。陣は、アルフに気け圧おされて少し後ずさった。

「アルフ。ヨダレ出てるぞ」

「だって！　最大魔力を持つヘロデ王とか、超うまそーじゃん！　行く行く、あたしもいっしょにグルメツアー行くー！」

「グルメツアーって言っちゃったな」

　たまりかねたように両手のこぶしをぶんぶん振るアルフを、陣はどうどうとなだめる。

「やめといたほうがいいと思うけどな。今までのアークダイモンとはケタ違いに強いぞ。たぶん、食う前に食われるし」

「それぐらい強くなけりゃ、おいしくないよ！」

「またずいぶん新しいグルメ理論がきたな」

「敵エサは強くてデカいほどうまい！　○ピャートルズのマンモス肉とか、超うまそうじゃん。死闘を繰り広げて倒したティラノサウルスのステーキとか多分最高！」

「アルフってけっこう懐かしアニメ好きだったんだな」

「えっ、ツッコミ所はそこっ？」

　シエラは思わず、むしろ陣じんのほうにツッコミを入れた。アルフはシエラに視線を向けると、ふふんと鼻を鳴らし、わざと陣の腕に抱きつく。豊かな胸がたっぷんと、陣の腕を両側からはさみこんでしっかりホールドした。

「ま、乙おと女めの青春は恋もグルメもってことかな。何たってあたしは、陣の剣の魔神なんだもんねー♪　つーことで、あたしが行くから役立たずのレベル０シエラは要らないよ。シッシッ」

「ちょ……ちょっとアルフ！」

　シエラは真っ赤になって、アルフを引きはがす。

「しょ……庶民のことなんてどうでもいいけど、わたしを侮ぶ辱じよくするのは許せないわっ！　いえ、庶民のことはホントに、どうでもいいんだからねっ！」

「侮辱って、ほんとのことじゃん。レベル０魔神」

「でっでもレベルを上げれば、ランプの魔神が最強なんでしょっ？　そうよねパパ！」

　シエラに振られて、ピエールがこくこくとうなずく。

「そうだともそうだとも！　ランプは火を生みだす、すなわちランプの魔神とは火の化身。火は人間の文明のいしずえであり、地球も宇宙も最初は火の玉のようなものだった、つまり火は万物の根源！　変幻自在で、創造も破壊もつかさどる、最強の魔神なのだ！」

「ほらほら、わかった？　やっぱりわたしが最強なのよ！」

「あんたは日本で夏休みの宿題でもしてな！　また赤点取って泣きつくハメになるよ？」

「そっ……その黒歴史のことは、とっとと忘れなさいよねっ！　アルフこそ、お店の手伝いがあるんじゃないのっ？」

「残念でしたー。夏休みのあいだは学校が閉まるから、うちの店も暇なんだもんねー」

「わ、わたしだって夏休みの宿題は、旅行に持っていくからかまわないわ！」

「念のために言っておくが、旅行でもグルメツアーでもないぞ」

　大だい胡ごが、硬い声でツッコミを入れる。シエラはふと気づいて、陣を指さす。

「あっそうだ。せっかく庶民がいるんだから、宿題教えてもらえるじゃない。というわけで庶民、ついてきてほしかったらわたしに夏休みの宿題を教えなさいよねっ！」

「俺おれの記憶が確かなら、終始一貫して俺はおまえに、ついてくるなって言ったはずだが」

「貯金箱の材料も、持っていったほうがいいかしら？　それとも現地で購入？」

「座ざ堂どう。ふつう高校の夏休みの宿題に『自由工作』は無いぞ」

　陣じんがうんざりした顔でつぶやいた。我がの強い人間ばかり集まって、だんだん発言の機会を奪われていた聡さと子こが、遠慮がちにつぶやく。

「あの……さっきから、どこで口を挟んで良いものかタイミングをはかりかねていたのですが……。ここでみなさんがのんびり漫談ぶっこいてるあいだにも時間は着々と過ぎ、ヘロデは魔力を取りもどして行きます。生気を奪われた人々の塩の柱が、どんどん増えていくことになるのですが……」

「そっ、そうだった！　愛する妻を救うためにも、一刻も早くヘロディオンに行かねば！　というか、やはりいろいろあやしいところはあるが、君をパーティに加えたのは正解じゃった。こいつらは、脱線しまくって困るわい」

　大だい胡ごが、聡子の両手を硬く握る。ピエールがビシッと空を指さした。

「そのとおり！　というわけで皆の者、さあ行こう！」

「なんでパパが仕切るのよ。パパこそ、魔法も使えないただのセレブなんだから、行く必要ないでしょ？」

「何を言う娘よ、これでやっとパパも暇つぶ……いやいや。パパだって、脱ぐとけっこうすごいのだよ？」

「脱がなくていいから」

「それにだね、シエラ。ヘロディオンに行くには、国境をいくつも越えねばならんのだよ？　よその国に入るには、その国の許可が要るわけだ。日本と国交の無い国でも、世界中のセレブと顔なじみのわしがいれば、いくらでも根回しできるという寸法なのだよ」

「いや別に、ふつうの航空会社の飛行機を使えばいいんじゃ」

　不思議そうに口をはさんだ陣に、ピエールはチチチッと人差し指を横に振る。

「日時を決めてチケットを取って乗りこむというのかね？　そんなもん敵に嗅かぎつけられて、飛行機ごと攻撃されるに決まってるだろう」

「そこのタキシード紳士の言うとおりじゃ。わしも空港で人間に化けた魔物がウロウロしているのを見て、大陸横断バスで帰ってきたから時間がかかったのじゃ。というわけで、旅の準備が終わりしだい早速出発するぞい！」

　大胡がビシッと空を指さす。全員やる気になっている中、陣はうんざりしてうなだれた。

「ちょっと待て……本気でこのメンツで行く気か？　ヘロディオンに？」

　高校生・お嬢様・食堂の看板娘・図書委員・考古学者・セレブ・執事からなるパーティ。これで勝てるとは思えない。というか勝つ気があるとは思えない。

「グルメツアーとか暇つぶしとか言っちゃってる奴やつもいるようだが……あと、夏休みの宿題は持参ですか？　生死をかけた戦いになりそうな雰囲気なんだが、アサガオの観察日記はやっぱりつけないといけないのか？　こんな夏休みイベント、ありなのか？」

　出発前から頭痛がしている陣じんに、聡さと子こは余裕の笑みを浮かべてささやいた。

「まあまあ……物語は先が見えないから面白いんですよ、新あら木き先輩。ククク……」

「先が見えない程度ならいいが、これは五里霧中って状態だろ。っていうか、後輩がいきなりアークダイモンだとか、展開がムチャクチャすぎてついて行けないんだが」

「あら、ちゃんと伏線はありましたよ。まあ……わたしも、まさか自分が先輩がたに協力することになるだろうとは、予想だにしていませんでしたが」

　と、聡子はわずかに笑みを浮かべる。陣は、言いにくそうにコホンと咳せき払ばらいした。

「使い魔を殺された……とか言ってたな。なんか俺おれ、このまえソロモン七十二柱の魔王のアイニとやらを一匹、やっつけたような気がするんだが」

「そっちは別に愛着ありませんでしたから、けっこうですよ」

「おまえ、優しいのか冷たいのかどっちだ」

「気まぐれなんですよ、わたしは……。ククク……」

「気まぐれで、最後やっぱりラスボス化されたら嫌だが」



    

  
    
      



    

  
    
      「その点は大丈夫です、新木先輩。言ったでしょう、人間がいなければ新しい本も出ませんから、わたしの娯楽が無くなってしまいますし……わたしにとっては世界も大きなひとつの本。せっかくの面白い登場人物が死んだら、ストーリーは台無しですからね」

　そう言って、ふと聡さと子こは小さな手帳に目を向ける。キモカワでもブサカワでもないキモブサのカエルが描かかれた、百円ショップの安っぽい手帳だが、安あん藤どう奈な津つとのおそろいである。手帳には、一人暮らしの聡子のために奈津がいつものおせっかい全開で書いた「栄養たっぷりおかずメモ」がびっしりと記されていた。どう贔ひい屓き目めに見ても、女子中学生というよりは、都会で一人暮らしの息子を案ずる田舎いなかのオカンの行動パターンである。

「……まあ、面白すぎる人も中にはいるようですが」

　手帳を見つめる聡子の目が、あたたかい。ふだんは見せない表情に、陣じんは違和感をおぼえる。

（やっぱりこいつ、冷たいのか優しいのかわからないが……けっこう優しいのかな？）

　聡子はそんな陣を横目で見て、楽しげに笑った。

「ククク……夏休みと言えば、読書感想文ですね。さて、新あら木き先輩はどんな『お話』を見せてくださるのでしょうね……デッドエンドかもしれませんけどね、ククク……」

　大だい胡ごは不安そうに、聡子にたずねる。

「しつこく確認するが、君ほんとに裏切らないんじゃろうね？」

「信用ありませんね……もちろんですよ、ククク……」

「いやそのクククが気になるんじゃが」

　ニコライは、ようやく夕ゆう也やの梱こん包ぽうを終えたようだ。寮を修繕するための大工も、どこからか集まってきた。大工なのに、全員サングラスで黒スーツ姿で、どこから見ても工作員っぽいのは、恐らく気にしてはいけない部分なのだろう、と陣は思った。シエラにそれを追及しても「『工』は合ってるでしょ」で流されそうな気がするし。

　しばらくしたころ、夕焼け空にヘリコプターの黒い機影が、ローター音を立てながら飛んでいくのが見えた。ピエールが、いち早くそれを見つけて指さす。

「あっ来た来た！　座ざ堂どう家ジェットが撃墜されたので、急きゆう遽きよ購入した座堂家ヘリだ。航続距離は二〇〇〇キロ、飛行機に比べると細かく給油せねばならないデメリットはあるが、空港を使わなくて良い分、敵にこちらの位置を知られにくいという寸法だ。あれに乗って、ヘロディオンに向かおうではないか」

「二度あることは三度あるといいますし、ヘリも撃墜されなければいいのですけれどね……ククク……」

「いやその、やっぱり君、裏切るつもりじゃろ」

　黒い笑みを浮かべる聡子に、大胡が何度も念を押した。陣は、魔法のランプを見つめる。

（……でもまあ、晴れて新学期を迎えるためには、夕也を元に戻さなきゃだしな。夕也が塩の柱になっててくれたほうが、夜中にシャカシャカ音楽をかけられて睡眠妨害されることもなくてむしろ歓迎ムードなんだが、やっぱ責任を感じるし、毒どく呂ろは悲しむだろうしな……。塩の柱じゃ、夕ゆう也やグッズも作れないだろうからなあ）

　今回、ここまで名前が出てこなかった毒どく呂ろ説せつ子こは、毒舌の軽音楽部員で、夕也に対してマニアックな思慕を寄せている。陣じんとシエラの友人でもある。

（このメンツは大いに不安だが、やっぱりヘロディオンには行くしかないだろうな……。

　座ざ堂どうも、どうしてもついてきそうな勢いだし。危険だって言ってるのに、なんでわからないかなあ……セレブの観光気分なんだろうなあ。ふう）

　考えこんでいると、突然後ろからほっぺたをつねられた。

「いてててて！　なっ、何するんだ！」

　つねったのはシエラだ。陣が痛がったのを見て、本気で驚いたように目を丸くしていた。

「あら。やっぱり夢じゃなかったのね」

「自分のほっぺたでやれ！　何だよ夢って、やっぱり怖くなったなら日本に残ってろよ」

「バカね、そういうことじゃないわよ」

「そういうことじゃないなら、どういうことなんだよ」

「だっ、だから……」

　シエラは真っ赤になって、怒ったように陣をにらむ。

「もう庶民の魔神には戻れないのかと思ったのに、庶民にわたしの力が必要になって、こうしてまたいっしょにいられるなんて夢みたい……って、ことよ」

「えっ」

　いきなりそんなことを言われて、陣はとまどう。我知らず、顔まで赤くなった。陣が赤くなったのを見て、シエラはもっと赤くなり、あわてて背を向ける。

「なっ……なーんてねっ！　そ、そんなこと言うわけないでしょっ？　い、一瞬本気にしちゃったんじゃないの？　冗談よ冗談っ、当然でしょっ？」

　必死に強気を装うシエラだが、そこで陣が「だっ誰だれが本気にするかよっ、わかってたっつーの！」と返してくれれば良かったのだが、

「……なんだ、冗談だったのか」

　と、なぜかポツリと言ったので、シエラはあわてふためいてしまう。陣としては、もともとあまり口数は多くないのでシエラが投げた球をいちいち打ち返す必要もないわけだが、あまりにもまともに答えられてしまってシエラは完全にパニクった。

「あっその、まあ冗談だけど、大前提として冗談なんだけれどもっ？　まあとにかく、これからもわたしを呼びだしなさいってことよ！」

「何がどう『とにかく』なのか、よくわからんが……」

　あいかわらずシエラの行動が思いっきり不可解な陣に、彼女はランプを押しつける。

「細かいことは気にしないのっ、ほらランプ！　これからもわたしの力が必要になるわけなんだから、二度と手放したりしないことねっ！　でなきゃ、他ほかの人の魔神になっちゃっても知らないんだから……宇う多た田だくんの魔神になっちゃったって知らないんだからねっ！」

「いやいや、夕ゆう也やの魔神はやめとけ。いろんな意味で」

　シエラの気迫に、陣じんは圧倒されてたじろぐ。さらにシエラは顔を近づけ、念を押した。

「じゃあ、二度とランプを手放したりしないわねっ？　絶っっ対、なんだからねっ！」

「わかったわかった！」

　シエラがしつこいので、陣はうんざりして叫ぶ。聡さと子こが、そんな二人にちらりと視線を向け、風になびく長い黒髪を軽くかきあげる。

「ククク……こちらの『お話』もどう展開していくか、見物ですね。悲恋だったりして……ククク……」

「……ここだけの話、絶対裏切るつもりじゃよな？」

　しつこくも確認するように、大だい胡ごが硬い声でたずねた。



　一方……ユーラシア大陸のはるか西方、死海のほとりにそびえる、山に造られた要よう塞さいヘロディオンでは。

　赤茶けた砂漠の土が吹きすさぶ、荒涼たる大地の底の暗くら闇やみに、薄暗い明かりが浮かんでいた。祭壇の上に棺ひつぎが置かれ、その中に一人の男が横たわっていた。

　祭壇の下には、七枚の赤いヴェールをまとった「百の首の王女」が、恐縮してひざまずいていた。

「……申し訳ございません、ヘロデ王、わが主しゆよ！」

　闇やみの中で、ヘロデ王と呼ばれた男の顔はよく見えない。堂々たる長身を豪ごう奢しやな衣と宝石で飾り、黒髪はつややかで生き生きとしていた。

「まさか、ランプの魔神の魔法書が不完全だったとは……な」

「どうやら、次代に継承されるときにいったんリセットがかかってしまうようです。この失態は……わが命で償います」

　少女は太ももを飾る黄金の輪にしのばせた黄金の短剣を抜く。宝石をちりばめたそれを自らの喉のどに突き立てようとしたとき、横たわっていたヘロデがわずかに右手の人差し指を動かした。そこには、聡子が持っていたのと同じ銀色のソロモンの指ゆび環わがはめられていた。

「イフタフ・ヤー・シムシム」

　低い声でヘロデはつぶやく。黄金の短剣が光る風と化し、少女のかたわらにあったアークの中へ吸いこまれていった。少女は驚いて、祭壇の上に目を向ける。

「早まるな……サロメ、そなたは短気すぎる。わたしがまだ動けぬ今、わが手足となって動き、生気を集めてくるそなたを失うわけには行かぬ。そなたが見つけてきたこの『ソロモンの合あい鍵かぎ』も、わが魔力の乏しさに鈍にび色いろにしかならぬ。きらめく黄金の指環にはまだ遠い……ゆえにわたしがアークに封印できるのも、せいぜいが小さな無生物どまり。アークを完全に使いこなすには、『絶対的な魔力』が必要なのだ」

「ですから……その『絶対的な魔力』の源として当てにしていた『ランプの魔神の魔法書』が不完全であったがゆえに、わたしは責任を取るべきと……」

「もう一度言う、早まるな」

　サロメと呼ばれた少女のことばを、ヘロデは威厳ある声でさえぎる。

「魔法書の全すべてのページを埋める方法はある。早まるな、サロメ」

「いいえ、それにはランプの魔神が『感謝ゲージ』を上げるしかありません。つまり、この魔法書をランプの魔神に返さないかぎりは……」

「魔神の生き血を本に注げば良いのだ」

　ヘロデは恐ろしいことばをはっきりと言い切った。はっ、とサロメは顔をこわばらせる。

「ランプの魔神の……生き血、ですか」

「血には魔力が宿っている。体中の血を一滴残らず搾り出して、本に注ぐのだ。魔神の体内に眠る魔力のすべてを体内から解放し、本に宿らせることで、魔法書は完全となる」

「さすがは……ソロモンの知恵者、わが主」

　サロメは恐縮し、ひざまずいたまま頭を垂れた。

「されば、主の御み心こころのままに」

　祭壇のある広間の外には、塩の柱となった探検隊の人々がいた。中でも、探検服にズボンにブーツという男装でありながら聖母のように若く美しく、胸をさらすようにわずかに両手を広げて立っているのが陣じんの母……新あら木きナオミだった。時の止まった闇やみと静寂の中で、彼女は動くことも何かを考えることもなく、ただじっとそこに佇たたずんでいた。



　……という、重い流れとは全っ然関係のない話で恐縮なのだが、先に帰省していた香か住すみ愛あい花かは、家庭科部でちくちく縫った、自作の浴衣を着て、家の前の階段に座っていた。

　ドジで不器用な愛花にしては、そこそこ上手にできている。あさがお模様が、ちょっと幼いが、とてもかわいい。でもやはりドジで不器用なので、両手の指に全てばんそうこうが巻かれている。どんなにドジでも、裁縫で小指まで突き刺すことは通常ないはずだが、そんなことは気にしない。

　頭には横ちょにおめんを引っかけ、手にはリンゴあめでスタンバイＯＫだ。

「愛花、何してるの？　さっさと晩御飯食べちゃいなさいよ？」

　愛花の母、香住梨り花かが玄関のドアを開けて、声をかける。愛花も童顔だが、梨花も女子高生にしか見えない。時間の流れの遅い家系なのかもしれない。愛花は振りかえって「えへへ」と笑った。

「だってー、たぶんもうすぐお兄ちゃんも帰ってくるでしょ？　ふつう夏休みのイベントと言えばお祭りと花火でしょ？　お兄ちゃんがいつお誘いに来てもいいように、愛あい花かここで待ってるんだっ♪」

　愛花はわくわくしながら、階段にちょこんと座っている。梨り花かは、困惑した表情でそんな娘を見つめていた。

（……新あら木きさんは家を手放されたから、息子さんがここに帰ってくるはずは無いのでは……。この娘こったら、本当にどこまでも真性のドジっ娘こね……）

　説明すべきか、言わざるべきか、っていうか言っても理解しないという可能性もあるし、梨花は悩む。何より、梨花も知らないことだが陣じんはヘロディオンに向かったので、愛花がどんなに待っていても当分帰ってなんか来ないわけである。

　いや、敵の反撃をくらって永遠に帰ってこないこともじゅうぶんある、というかその可能性はけっこう高いと思われますけどね……ククク……。

「この夏はお兄ちゃんと、たぁぁーっぷり遊ぶんだぁ～♪」

　のん気に笑顔を浮かべる愛花を見て、母はひたすら苦悩していた。



《完》



    

  
    
      


あとがき





　いよいよ失われた聖櫃アークが見つかったり、陣じんパパとかシエラママとかが登場したりしたぷい７、いかがでしたか？　こっそり陣ママと愛あい花かママも登場してます。

　しかし今回一番のダークホースは何といっても桃もも井い杏あんではないでしょうか。お忘れの方も多いのではないかと思います。えっ、私？　……。

　も、もちろん忘れてませんよっっ？

　というわけで桃井杏は、二巻に登場した童顔巨乳ブルマー娘です。

　本編では陣たちは用が無いので行きませんでしたが、京都には「京都国際マンガミュージアム」というマンガの博物館があります。小学校を改築した広い建物で、マンガ読み放題です。マンガ家の生原稿が見られたり、マンガを描かく講座も開かれています。ミュージアムの隣にある喫茶店は京野菜のサンドイッチが絶品ですが、壁には訪れた漫画家がマジックでイラストを描いていて、こちらも必見です。あと京都大学考古学部は架空の学部です。大学で考古学をしたい場合は、文学部のほか、人間科学部とか人間文化学部など独自の名称の学部の中にある場合もあります。文化人類学や民俗学も考古学に近いものです。

　ついでにいつもの豆知識。陣パパの名前「大だい胡ご」の「胡」とはシルクロードの西方の遊牧民族、ペルシャ人などのことです。シルクロードを渡って西方からやってきたものには、この字が使われています。「胡瓜きゆうり」「胡こ椒しよう」「胡桃くるみ」「胡こ蝶ちよう」「胡ご麻ま」「胡坐あぐら」「胡こ弓きゆう（弦楽器）」などです。胡には「あごひげの長い人」という意味があります。あごひげの長いペルシャの遊牧民族はシルクロードを渡り、渡来人として古代の日本にやってきました。古こ事じ記きや日に本ほん書しよ紀きの海神スサノオは、胸に垂れるほど長いあごひげを生やしていたそうです。ついでに陣ママの名前「ナオミ」は旧約聖書に登場する人名で、ヘブライ語で「幸福」や「なごみ」を意味します。

　最近中近東では、ヘロデ王の墓が見つかったり、ソロモン王の時代の養よう蜂ほうの遺跡が発掘されて旧約聖書の「乳と蜜みつの流れる地（放浪するイスラエル人の約束の地カナンのこと）」という記述は本当だったとか、何やら大発見が次々になされているようです。この流れでアークも見つかるんじゃないでしょうかね。それは無理か。

　マンガ版「ぷいぷい！」も一巻が発売されましたが、もうお読みになられましたでしょうか？　まだの方はぜひ。もう買われた方も、カバーの下はごらんになられましたか？　まだでしたらぜひぜひ（謎なぞ）。マンガ版二巻で収録予定の番外編（コミックアライブ十二月号掲載）のほうでも、こっそり桃井さんと雛ひな菊ぎく先生が登場しています。

　なもり先生ならびに読者の皆様、小説もマンガも、引き続きよろしくお願いします。

　　　二〇〇七年十二月　夏なつ緑みどり＠京都の烏からす丸ま丸まる太た町まちを「カラスまるまる太る町」と読むべからず
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